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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「弓ゆ弦づる、今週の土日は本家に行ってね」

　水曜日の朝食の席で唐とう突とつに言った母に、志し納のう弓弦は咀そ嚼しやくしていた白米をごくりと飲み込んだ。

　どうしてもう少し早く予定を訊きいてくれないのかとか、どうして二十六歳独身会社員の貴重な休日を潰つぶすのにもう少し悪びれることがないのかとか、言いたいことは山ほどあったが、母親の横暴は今に始まったことではないので、諦あきらめの溜ため息いきをつくにとどめる。特に、「本家」にかかわる用事に関して、母の優先順位は昔から決まっている。

　弓弦はホテル勤務なので、土日祝日に休みが取れるというのは非常に稀まれだ。偶ぐう然ぜんシフトの都合で土日が休みになったため、驚おどろいて親に口を滑すべらせたのがまずかった。

　もはや自じ業ごう自じ得とくだったかと諦めることにする。

「……今回はなんの集まり？」

「門下生を沢たく山さんあつめた催もよおし物をするんですって。龍りゆう鳳ほうくんが生け花を披ひ露ろうするから、弓弦も是ぜ非ひって」

「是非、ね……」

　是非、と言いながらも、本家には断らせる気はないだろうし、母も断る気はないのだろう。

　本家というのは、弓弦の父方の実家のことを指す。

　父の実家は「志納流」という華か道どうの流派だ。戦後すぐ、弓弦の曾そう祖そ母ぼにあたる人物が創流し、現在は父の姉が家元を継ついでいる。元々は別の流派の家元の娘むすめであった創始者が、そこでは男性しか家元襲しゆう名めいができないということに反発し、創流したと言われている。そのせいか、男性の肩かた身みは血けつ縁えん者であっても狭せまく、どことなく気の強い女性門下が多い、というのが弓弦の所見だ。

　弓弦は従兄弟いとこたちと同様、物心ついたときから週に一度、家元である伯母おばから華道を習っていた。女性門下が多いため、実じつ兄けいのようにすぐやめてしまった者も多い。弓弦も居い心地ごこちの悪さを感じないわけではなかったが、花も華道も好きだったので、高校を卒業するまではきちんと通い続けた。

　一応、師し範はんの免めん状じようは取得している。だから、ここで言う「手伝い」というのは、会場設営やおもてなしをせよということではなく、生け花を披露しなければならないということである。

　──俺の意見なんて、はなっから聞く気ないんだよな。

　母が本家に対して従順さを見せるのはそれだけの話ではなく、元々志納流の門下生だったからということもある。ご機き嫌げん取とりをしたいわけではなく、ファン心理と表現するのが近いかもしれない。

　現家元の実じつ弟ていである父が、稽けい古こに来ていた母に一目ぼれし、猛もうアタックの末ゴールインしたというエピソードも、その心理に拍はく車しやをかけているのだろう。二人を結びつけた運命的な絆きずな、という点においても盲もう目もく的てきになっている部分もある。

「お着物はお母さんが出しておくから、お道具なりなんなり、ちゃんと準備しておくのよ！」

「……はいはい」

　力なく返事をしながら、弓弦は本家の三男坊ぼうであった対面の父親を見やる。父は弓弦と目が合うと、気まずそうに眉まゆを顰ひそめ、「頼たのんだ」と気弱に呟つぶやいた。

　──志納の男って、本当に尻しりに敷しかれやすいんだよなぁ。

　本家の伯母たちや、伯父おじたちの顔を思い浮うかべて弓弦は嘆たん息そくする。気が弱いわけではないが、惚ほれた相手にとことん弱い。そして女性たちは惚れられた相手以外にも強い。

「ちょっと弓弦」

　あまり乗り気でないのがありありな弓弦を見み咎とがめて、母は眦まなじりを吊つり上げる。

「せっかくの本家のお呼ばれなんだから、あちらに行ってからそんな顔、絶対にするんじゃないわよ」

「はいはい。わかってるって」

　母がこういう調子なので、弓弦は子供のころから「本家の言うことはなるべく聞いたほうがいい」という習慣が身についてしまっている。

　父方の実家が華道の本家だからといって、血縁が全員花の道へ進んでいるとは限らない。現に、子供のころからの手習いで免状を取得している父も兄も弓弦も、都内で一いつ介かいのサラリーマンとして働いている。

　弓弦は、花が好きだったものの、華か道どう師し範はんの道は選ばなかった。花を使って作品を作る華道ではなく、花で誰だれかが喜んでくれるのを見るほうが、弓弦は好きだったからだ。

　そのため、華道家ではなく、今は都内のホテルのブライダル部門でブライダルフラワーコーディネーターとして勤務している。花を扱あつかう職は多様にあれど、これが一番弓弦には好ましい現場に思えたからだ。人に言えば乙女おとめ思考だと笑われそうだが、幸せでいっぱいの二人に美しい花を添そえたかった。花はな嫁よめが、弓弦の作ったブーケや装花を見て、もっときれいに笑うのを見たかったし、きれいだと言って喜んでもらうのが今の幸せだ。

　就職の際に、志納流の血縁者というところを鑑かんがみられたとは思うが、仕事の内容とはほぼ無関係である。

　それでも、こうして何事かお呼ばれがあると、母はこちらの予定などお構いなしに了りよう承しようしてしまうのだから困ったものだ。

　──……それに、本家には「あいつ」がいるし。

　今に始まったことではないが、自分にとって厄やつ介かいな相手の顔を思い浮かべて、弓弦は深々と息を吐ついた。










　本家の「行事」は流派としての行事と、親族のみの行事がある。全国各地で行われる花展や各種イベント、講義などから、盆ぼん暮くれ正月などに親族交流として行う生け花会などだ。弓弦はそのどちらにも参加させられることが多い。

　今回は、流派としての行事で、五十人ほどの門下生が志納邸ていの大おお座ざ敷しきに集められた。

　弓弦は先さき程ほどまでそこで、次期家元である従兄いとこの志納龍鳳と並んで生け花の披露をさせられていた。

　その役目が終わり、新しいことを言いつけられる前に、弓弦はそそくさと庭へ逃にげ出したのである。

　志納家の庭は、東京には不ふ釣つり合いなほど広大な敷しき地ちの典型的な日本庭園だ。四阿あずまやや茶室もある。幼いころは従兄弟たちとかくれんぼをして遊んだ場所は、今でも逃げ込むとなかなか見つからない。

　維い持じ費にいくらくらいかかっているのだろう、と庶しよ民みん的なことを考えつつ庭を散策していると、行事が終わったのか、門下生たちがぞろぞろと出口に向かって歩くのが見えた。

　着物が夏物から秋物へと変わると、落ち着いた色合いの着物が多くなる。目の保養だ、とぼんやりと見つめていると、背後から肩かたを叩たたかれて弓弦は身を竦すくませた。

「よ、お疲つかれ。『生け花王子』サマ」

　振ふり返り、そこに立っていた男の顔を確かく認にんして弓弦は息を吐く。

「……なんだ、伊い吹ぶきか。ていうか、やめてくれその呼び方」

　倍疲れる、と肩を落とすと、同じく今日の行事のために呼ばれていた三歳年上の従兄──伊吹が歯を見せて笑った。

　彼も幼いころから華道を嗜たしなんできた者で、弓弦とは違ちがい、志納流の看板を上げて華道指南をしている男だ。今日の出席者なので、弓弦同様、紋もん付き袴はかまの出いで立ちである。

　弓弦より若じやつ干かん背が高く、人のいい顔をした男は、長じてぎこちなくなっていった従兄弟たちのなかで、唯ゆい一いつ弓弦に声をかけ続けていてくれた稀け有うな人物だ。

「誰が言い出したんだろうなぁ、『生け花王子』。でも似合ってんじゃん。お前、親しん戚せきの中でも三本の指に入るくらいの美形だし。やっぱ叔母おばさんが美人だからかな、『生け花王子』」

「連呼すんな。単に、生け花やってる若い男って意味だろ」

「だったら俺にその名前がついてもいいだろ『生け花王子』」

「だから連呼すんなって！」

　半分はいやがらせで、半分は本当に褒ほめているつもりかもしれないが、弓弦としては己おのれの容姿がそれほど好ましいと思っていないので、心中は複雑だ。なにより、「王子」という呼こ称しようがもはやバカっぽい。

　母親に似た造作の顔は、小作りで男らしさがなく、威い厳げんもない。背は平均的なところまではなんとか伸のびたものの、肉という肉が付きにくい体質のせいで体が薄うすっぺらく、やけに小こ柄がらに見られることが多かった。よく言えば線が細いが、悪く言えば頼たよりない。

　天然の栗くり色いろの髪かみは、和服とはバランスが悪く、子供のころはそんな自分がみっともなくて嫌いやだった。睫まつ毛げも濃こく長く、髪と同じ色をした目を縁ふち取どるそれはいつも上向いていて、「お人形さんみたい」などと言われたのも子供心に傷ついたものだ。

　そう言うと、「十人並みの俺にはわからん悩なやみだ」と苦く笑しようされた。

「でもあいつだって似たようなあだ名ついてるじゃん、──龍鳳」

　伊吹の口からこぼれた名前に、弓弦はびくりと肩を強こわ張ばらせる。

　今話題に上ったばかりの志納龍鳳が、大広間前の広ひろ縁えんに立っていたからだ。

　──まさか、この距きよ離りじゃ聞こえないよな。

　別に陰かげ口ぐちをたたいていたわけではなかったが、噂うわさ話ばなしをしているのを聞き咎められていたらばつが悪い。

　志納龍鳳は、弓弦とは同い年の従兄で、現家元の実子だ。

　同い年だが、その外見は対極と言っていいほど似ていない。鴨かも居いに頭をぶつけるほどの長身で、学生時代に剣けん道どうをしていたため、上半身ががっしりとしていて体に厚みもある。

　顔がん貌ぼうも弓弦とは違って男性的で、精せい悍かんだ。少し長めの髪も、意志の強そうな眉も、目も、印象的なほど黒い。それはどんな着物を着ても映はえる漆しつ黒こくで、明るい髪がコンプレックスだった幼い弓弦には、羨せん望ぼうの対象だった。

　その男が、じっとこちらを睨にらんでいる。

　──なんだよ。なんか文句あんのかよ。

　そんな意思が通じたわけではないだろうが、龍鳳は目を逸そらすと母おも屋やのほうへ消えてしまった。知れず、詰つめていた息を吐き出す。

　背を向けていたせいでそのことに気が付かなかったらしい伊吹が、弓弦の視線を追って不思議そうに背後を振り返った。

「なに？」

「……いや」

「弓弦が『生け花王子』で、龍鳳が『華か道どう界の貴公子』。素っ気なくて無口で近寄りがたいけど、品があって美形で、なにより活いける花が美しいつって」

　知らねえよ、と返して、弓弦は頭を搔かいた。

「王子だの貴公子だの、誰が呼んだんだよ……。ていうかなに皆みんな普ふ通つうに呼んでんだよ……」

　項うな垂だれる弓弦に、テレビが原因らしいぞ、とどうでもいい情報を伊吹が教えてくれる。

「大体にしてさ、なんで片手間の俺が王族的な名めい称しようで、本家のあいつがただの貴公子なんだよ。逆じゃないのか」

　おかしいだろ、と突つっ込みを入れると、伊吹が笑い飛ばした。

「ま、ある意味『王子』って名称自体が大安売りされちゃってるから、ほぼ『男子』くらいの意味で使われてるからじゃねえの？　でも貴公子って滅めつ多たに聞かないし、なんとなくものすごく高貴に聞こえるっつうか」

「……どうせ俺は庶民的だよ」

　ああもう早く帰りたい、とぼやくと伊吹が苦笑する。

「無理無理。ていうか、そうだよ。俺、お前を捜さがしに来たんだってば。行こうぜ。そろそろ大広間で宴えん会かいだ」

　促うながされて、弓弦はしぶしぶ歩き出す。

「しかし、弓弦もマメだなー。本家で行事があるたびに、足しげく通うなんて。叔母さん、相変わらずなんだな」

「おー……相変わらずの本家信しん奉ぽう者だ。それに伊吹だって、毎回顔出してるだろ」

「そりゃ俺は、現げん役えきで志納流の講師やら師し範はんやらやってるから」

　伊吹の場合、彼の父が家元の兄にあたる。従兄弟いとこの中で華道を続けていたうちの一人で、高校を卒業後、そのまま志納流のスクール講師として働いていた。志納流でなにか行事があるときは、必ず駆かり出されるらしい。

「家元の血筋でそれじゃ、今日みたいな行事に出んのは当たり前だけど、お前は違うじゃないか。いい年なんだし、予定もあるだろ？」

「……まあ、うちは母が志納の家を好きだからね。それで、いらぬ誤解を受けたりするんだから、やってられない」

　たまりかねてぼやくと、伊吹が同情的な顔をする。

　今日も、それなりに多い従兄弟たちと顔を合わせたが、昔のように反目しあう態度こそとらないものの、微び妙みような反応だった。

　志納流は、創始者の意向もあってか、明言されてはいないものの「女子相伝」が暗あん黙もくの了りよう解かいのようにある。そのため、現在の家元も三男二女の五人兄弟であったが、家元を継ついだのは第三子で長女の伯母おば──龍鳳の母であった。

　けれど、その次世代に思わぬ事態が訪おとずれた。男子継けい承しように反発して作られた流派の跡あと継つぎ候補となるべく生まれた子供が、皮肉にも傍ぼう系けいも含ふくめ、男児ばかりだったのだ。

　突とつ如じよ発生した「後こう継けい者しや問題」のため、弓弦たちは幼いころから互たがいをライバル視しあうように教えられてきてしまった。

　志納家の子供は、基本的に男女関係なく、物心ついたころから華道を習わされる。

　男児だから跡継ぎ候補から外れた、と最初に落らく胆たんした反動からか、躍やつ起きになって子に仕込む親が多かった。弓弦は母たっての希望で伯母から指南を受け、それなりに厳しく教えられたが、我が子を後継者にと望む親手ずからの指導はその比ではなく、成績がふるわないと折せつ檻かんを受ける従兄もいたと聞く。

　そんな境きよう遇ぐうでは、従兄弟同士仲良く遊ぶ、などという風にならなかったのは、自然なことだったと言える。年ねん齢れいが下だった弓弦や龍鳳は八つ当たりされることも多く、道具を隠かくされたり、花を荒あらされたりといういやがらせの餌え食じきとなった。

　それが四年前、龍鳳が大学を卒業したことを契けい機きに、現家元が暫ざん定てい的に龍鳳を後継者として指名したことにより、にわかに起きていた「後継者問題」に一応の終しゆう止し符ふが打たれた。

　冷戦時代は終結し、今はこちらが挨あい拶さつをすれば軽く会え釈しやくが返ってくるという程度まで関係は修復してきたものの、いまだ仲良く話そうなどという雰ふん囲い気きはない。

　多感な時期に経験した「後継者問題」は、まだまだ禍か根こんを残しているのだろうから、仕方がないと言えば仕方がない。

「でも、華道家でもなんでもない、外にいる俺が頻ひん繁ぱんに顔を出すから、まだ狙ねらってんじゃないかって穿うがってる人が多いんだよな。内にも外にもさ」

　これをぼやくと、家元である伯母にも、実母にも「放ほうっておけ」と言われる。

　弓弦が否定したところで納なつ得とくするものでもないのだから、ということらしい。それはそうかもしれないが、いつまでもライバルだと思われるのは迷めい惑わくなのだ。だから本当は招集されても辞退したいのだが、それは志納流信奉者の母が許してくれない。

「まあ、小さいころからの刷り込みもあるから、今いま更さら仲良くも難しいわな」

「仲良くしたいっていうんじゃなくてさ……いらぬ期待を持たせてるというか、いらぬ反感を買ってるというか」

　弓弦が諦あきらめていないのであれば、自分にもまだ望みがあるかも、という期待を抱いだいているものも多い。

　なるべくなら平へい穏おん無事に暮らしたいというだけなのに。

　弓弦が愚ぐ痴ちると、伊吹は無む駄だ無む駄だ、と手を振ふった。

「まだ後継者レースが生きてるとして、それでも無駄な期待だって」

　だってあいつらの花、きれいじゃないし、と伊吹はあっけらかんとこき下ろす。

「死んだ祖母ばあちゃんが言ってたろ。『花は心』って。やっぱり『親が怒おこるから負けられない』より『花が好き』で活けてるやつのほうがきれいなもんつくるのは当たり前だよ。教える親もそれを理解してないんだから、そもそも勝ち目がない」

　志納流が好きでただ習わせたかった弓弦の母と違ちがい、家か督とく、財産などを優先したためにそうなってしまったのかもしれない。

「俺みたいに早々に自分の才能に見切りつけたほうが、遠回りしなくて済むのに」

　呵か呵かと笑った伊吹に、弓弦は頭かぶりを振る。伊吹は別に、才能がなかったわけではない。龍鳳に、ほかより才能があっただけだ。

「この間、弓弦が雑誌に載のってるの見た。ブーケの特集みたいなやつ。新婦の意見取り入れて、きれいなもんから可愛かわいいのまで、花を知ってて、花が好きで、なによりそれを持つ人のこと考えてるって感じでお前らしかったよ」

　先日、結けつ婚こん情報誌の取材を受けたもののことだ。よく見てくれている伊吹に弓弦は驚おどろく。

「……俺は、伊吹の花、好きだよ。伊吹と同じで、優やさしい感じがする」

　派手で美しいものではない。けれど、見る人をほっとさせる、癒いやされるような花を伊吹は活ける。

　伊吹はきょとんと目を丸くし、照れ隠しをするように、弓弦の首に手を巻く。

「愛ういやつ……愛いやつだお前は……！」

「伊吹、苦しい……っ」

　悪い、と言いながら伊吹は手を離はなし、今度は絞しめない程度に肩かたを組んでくる。ぜいぜいと喘あえぎながらも、弓弦は抵てい抗こうしなかった。

「ま、優しいんじゃなくて優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだけどね。俺は」

「え？」

「そんなことより、聞いたか？」

　声を潜ひそめて、伊吹が耳打ちをする。なにが、と同じように声のボリュームを下げて、弓弦は訊たずね返した。

「さっきの『暫定後継者問題』、もう龍鳳で完全に決まりかも。牡ぼ丹たんさん、腹の中にいるの……男だったらしい」

　伊吹がさらに顔を寄せて告げた内容に、弓弦は目を瞠みはる。

　牡丹は家元の妹、つまり弓弦たちにとっては叔母おばにあたる。親の世代の兄弟で一人年が離れて生まれたため、どちらかといえば弓弦たちに年が近く、まだ三十代前半だ。五年前に婿むこを取って子を生なしたが、第一子は男児であった。

　それでもまだ可能性がなくはないと、家元は龍鳳を次期家元として「暫定的に」指名していたのだ。

　そして今から三か月前、その牡丹が二人目を妊にん娠しんしているということが発覚した。後継者の指名がされて以来初めての事態に、もし女児が生まれたら、龍鳳を抜ぬいて家元候補になるか否いなかという話題で持ち切りだったのだ。

　けれど、その注目の第二子も、どうやら男児だという噂うわさだ。ここまで偶ぐう然ぜんが続くと、呪のろいかなにかじゃないだろうかという気さえしてくる。

「次期家元は、今のところ龍鳳でほぼ確定だな」

「あー……そうだね。まあ、俺たちにはどっちにしろ無関係だし」

　肩を組みながらこそこそと密談をしている二人に、すれ違う門下生の女性が訝いぶかしげな視線を送る。

　愛あい想そ笑いを返しながら玄げん関かんへと上がり、二人は草ぞう履りを脱ぬいだ。

「なんだよ弓弦、お前だって元・家元候補だったくせに」

「だからそれ自体、分家の俺たちにはそもそも関係ないんだって。誰だれになったってどうでもいいし、興味ない」

　素す気げ無なく躱かわした弓弦に、伊吹はあからさまに不満げな顔をした。

　どちらにせよ、万が一家元になれと言われてもただ厄やつ介かいなだけだ。弓弦の家では襲しゆう名めい披ひ露ろうの金なんて払はらえない。襲名するのには、莫ばく大だいな金が必要となるわけで、それはしがないサラリーマン一家である弓弦たちに払える代しろ物ものではないからだ。

「──なにをこんなところで油を売っている」

　突如声をかけられて、二人でびくりと身を竦すくめる。伊吹が慌あわてて手を離し、二人揃そろって顔を上げると、龍鳳が三和土たたきからこちらを見下ろしていた。

　ただでさえ長身で目つきが鋭するどいというのに、とてつもない威い圧あつ感かんについ怯ひるんでしまう。　>>>♥

「……いや、べつに。なにか用事だった？」

　弓弦が笑え顔がおで答えると、龍鳳が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめる。顔の造作が整っているぶんだけ迫はく力りよくがあって、同い年だというのに弓弦はつい一歩引いてしまう。

　その様子を検分するように眺ながめて、龍鳳はついと視線を逸そらした。

「……気楽なもんだな。先さき程ほどは、挨拶もなしに途と中ちゆうで勝手に抜けていくし」

　勝手に、と言ってもほかになにもすることがなかったのだから、弓弦が抜けようと構わないはずだ。

　その言い草にむっと来たが、言い返すのも面めん倒どうで弓弦は「すみませんでした」と視線を逸らす。

「いいじゃないか別に。あとは宴えん会かいだけなんだし、それだって間があるんだろ。俺たちは別にすることもないんだし」

　フォローに入ってくれた伊吹に、龍鳳は「暇ひまだったら門下生のお相手くらいしてくれてもいいんですけどね」と嫌いやみったらしい一言を投げつけてすたすたと歩いて行ってしまった。

　その背が見えなくなるまで見送って、弓弦はほっと息を吐つく。

「あーびっくりした」

　草履を下げ駄た箱ばこにしまって、三和土に上がる。なんとなく、龍鳳の立っていた場所を避よけた。

「しっかし……龍鳳、成長してからますます迫力が増したなあ」

　美形だからかな、と言って、伊吹が笑ったが、弓弦は曖あい昧まいに首をかしげた。

「あれは迫力があるっていうより、感じが悪いって言うんじゃないの。そもそもあいつ、俺のこと嫌きらいみたいだから」

　弓弦の科白せりふに、伊吹が瞠どう目もくする。

　後こう継けい者しやが龍鳳に決定してから、従兄弟いとこたちの間には、以前ほどぎすぎすした空気は流れなくなったことは確かだ。

　弓弦は龍鳳に次いで後継者候補として名前が挙げられることが多かったせいか、敵てき愾がい心しんを向けられることが多かったけれど、元々人見知りをしないほうだったので、最近は従兄弟たちとも番号を交こう換かんする程度の仲にはなっている。

　だが唯ゆい一いつ、いまだまともに会話が成立しない男がいる。──それが龍鳳だ。

「嫌けん悪おの眼まな差ざしって感じだから、余計に威圧感あるんだと思う」

「そうか？　嫌悪感じゃないと思うけどなあ。お前に才能があるからいまだにライバル視されてるんだろ」

　好きで続けているだけで、別に特別な才能があったわけではない。十代のころから国内外で高く評価され、すでに仕事を請うけ負っていた龍鳳と違って、弓弦など国内の展示会で賞をもらうのが関の山だった。それなのに肩を並べていたかのように言われると、ひどく居い心地ごこちが悪い。

「ライバル視ってそんな才能俺にないよ。──いてっ」

　不意に、伊吹に後頭部を叩たたかれる。なんだよ、と文句を言ったが、伊吹は死んだ目をしてさらにどついてきた。

　二人で並んで大広間へ向かうと、お膳ぜんや座ざ布ぶ団とんが並べられている真っ最中で、宴会の準備はまだ終わっていなかった。

　どうしようか、と言いながら、二人は所在無く広ひろ縁えんで庭を見るともなしに望む。

「しかし、才能ないとかよく言えるよな。今日だって、現げん役えき講師の俺らを差し置いて、龍鳳と二人並んで生け花披ひ露ろうしたくせに」

「あれは、俺があいつと同い年の男だからたまたま一いつ緒しよにやらされただけだろ。若い男が対ついでやると珍めずらしいし。それに、講義なんて俺にはできないから活いけたら終わりだったし」

　弓弦は龍鳳と同い年で、家元の血けつ縁えんで段もちであり、門下生が女性ばかりということもあって、請こわれて色々と駆かり出されることが多い。龍鳳と一緒に生け花の披露をすることもそれなりに多いが、あくまでおこぼれ的なお呼ばれである。同じテーマで花を活け、それをその後龍鳳や家元が解説するので、弓弦のすることはほとんどない。そこでも龍鳳と弓弦には明確な差があるのだ。

「もう家元候補からとっくに外れてるのに、なんであんだけ睨にらまれないといけないんだっつうの！」

「そりゃ、元々は女が継つぐもんだしなあ。いくら暫ざん定てい的とはいえ、いつその地位を脅おびやかされるか気が気じゃないんじゃねえの？」

　いつとってかわられるかわからないから、と言われて、弓弦はとんでもないと首を振ふる。

「俺、もう普ふ通つうの会社員だし、今いま更さら継げとか言われても困るだけだし。……ていうか、あいつストレスかかってんじゃないのかなあ」

「ストレスって？」

　いったいなんのことだ、と伊吹が訝しむ。

「昔っから、ちくちくちくちく、俺にいやがらせしてくるだろ。あいつ。叩いてきたり、突つき飛ばしてきたり、服脱がせてきたり、背中に虫入れてきたり、嫌いなもの大量に皿に載のっけたり……色々」

　先程もそうだったが、龍鳳は気が付くと弓弦に近づいてきて、意地悪を言ったり、いやがらせをしたりしてきた。思い出すと腹が立ってきて、弓弦は苛いら々いらと歯は嚙がみした。

「あー……」

「嫌いなら、近寄らなければいいと思わないか？　なのに、わざわざ気に食わない俺に近づいてよけい苛々してるって、ちょっとストレスで頭おかしくなってんじゃないのかなあと……思うんだけど」

「いや、そりゃまあ」

　それもあり、後継者問題のことを周りからとやかく言われるようになったころから、弓弦は龍鳳と距きよ離りをとるようにしてきた。龍鳳に才能があることはよく知っていたし、選ばれない自分が彼にストレスを与あたえるのも本意ではなかったから。

　けれど龍鳳は、気づけばいつも近くにいた。

　親しん戚せきで会食をするときも、年が同じせいで隣となり合わせに座っていたし、子供だけで集められた座ざ敷しきなどでもいつも近くにいたのだ。

　そのたびに、なにが気に食わないのか龍鳳は、弓弦に意地悪をしかけてきた。

「今回も、二人で並んで花を活けないといけなかっただろ？　あいつ、隣となりに座るなりなんて言ったと思う？」

「さあ？」

「『濡ぬれたのら犬みたいな色だな。全く似合ってないし、品もない』だってよ」

　なにかと言えば、着物の話だ。突とつ然ぜんの招集だったので、季節に合う着物が父のものしかすぐ出せなかったのだ。

　確かに年相応とは言い難がたいものだったのかもしれないが、面と向かって不似合いだと言われて、せっかく作った笑顔にひびが入りかけた。

　伊吹はきょとんとして、弓弦から距離を取る。そうして、上から下まで検分するように眺めて、首を捻ひねった。

「そうかぁ？　まあ、超ちよう似合ってる色っていうんでもないけどさ。だってそれ叔父おじさんのだろ？」

　若じやつ干かん渋しぶみがあって落ち着きすぎているきらいがあるのは、初めからわかっていたのだ。なにせ、男性的な顔の父と、その要素の薄うすい自分とでは、似合う色が違ちがう。

「そうなんだけどね。あいつの嫌いや味みは今に始まったことじゃないからいいんだけどさ。別に気にしてないし」

　なにしろ、この髪かみ色と和服の相あい性しようが悪いのは、昔からわかっていたはずのことだったのだから。

　そうは言いつつも、指し摘てきされたことについて自覚があっても、こき下ろされたらそれなりに傷つく。

　けれど、目くじらを立てる程の話でもないので気にすることでもない、と言い聞かせてその場をやり過ごした。

「それに、本家ともめると面倒だからね。笑ってスルーできるうちはしとくよ」

　もし我が慢まんならなかったら、母親の言うことを聞かねばいいだけの話なのだから。まだ通えているということは、自分の中ではまだ限界を迎むかえていないということだ。

　そう片づけていると、伊吹が思案するように顎あごを摩さする。

「ていうかさ」

「ん？」

「龍鳳って、昔っからあんなんじゃなかった気がするんだよね」

　伊吹の科白に、弓弦は目を瞬またたかせる。

「あんなって？」

「昔の龍鳳はむしろ、引っ込み思案な子供だった気がする」

「……まあな」

　その記き憶おくは、弓弦の心の奥を刺し激げきする。

「まあ、跡あと継つぎとかになると、いろいろあるんじゃないの？」

　物心ついたころから志納家の後継者争いを背負わされていた従兄いとこたちは、敵愾心を持って接することも少なくなかった。

　伊吹より年上の従兄も多かったため、小さかった龍鳳と弓弦はそのターゲットになることが多く、庭の池に落とされたり転ばされたりということも多かった。

　その度たびにめそめそと涙なみだを浮うかべる龍鳳の面めん倒どうを見るのが、傍そばにいた弓弦の役目だったのだ。

　当時の龍鳳は今の厳いかつさの片へん鱗りんもなく、小さくたおやかで、とても可愛かわいらしい顔立ちをしていた。だからよけいに庇ひ護ご欲よくを煽あおられ、弓弦は「守ってあげないと！」という気持ちになったのかもしれない。

　当時のことがぼんやりと思い返されて、弓弦はむずむずとした気持ちになる。

「伊吹は、割と庇かばってくれたよな」

「そうだったかぁ？　普ふ通つうに遊んだ記憶はあるけど」

　それが二人を庇うことになっていたのだけれど、伊吹にとってはそれほど意識していたことではなかったらしい。

「今もそうだけど、自分たちの親がというよりは、周りの大人のほうが跡あと目めに関してはやいやいうるさかっただろ。だから陰かげでよけいそういう鬱うつ憤ぷんがたまったのかも」

　けれど、弓弦の決意とは裏腹に、龍鳳がよそよそしくなっていったのも同じころだ。べったりとくっついていた龍鳳は弓弦から距きよ離りを取るようになり、次し第だいに敵てき愾がい心しんを向けるようになった。いつも近くにいた龍鳳に急に掌てのひらを返されたようで、ショックだった。

　今思えば、同い年なのに「守ってあげないと」というのは、おこがましかったかもしれない。それが龍鳳にも伝わり、逆にバカにされたと誤解したのだろうか。

「……ちょっとふられた気分だったから、よけい覚えてるのかもしれないけど」

　男の従兄相手におかしいかもしれないが、と笑うと、伊吹も苦く笑しようした。

「なんだ、初はつ恋こいみたいなもんか」

「伊吹の言葉の選せん択たくはおかしい」

　確かにあのころの龍鳳は、黒いつやつやの髪で、女の子のように可愛らしかった。

　あながち伊吹の言うことも間ま違ちがいではないのかも、と思うが、今の龍鳳のビジュアルを思い返すといささか複雑な気分だ。

「……っと、そろそろ会食のほうの準備できたっぽくないか？」

　食器の音がするので振り返ると、お膳ぜんに料理が並び始め、人が集まり始めている。

　そろそろ俺たちも、と伊吹が大広間のほうへ向かうので、弓弦もそれに倣ならった。










　行事の後は、大たい抵てい親族のみの会食が行われる。会食といってもそう形式ばったものではなく、いわゆる「親戚の集まり」というものだ。おとなしいのは最初だけで、そのうち飽あきてきた子供が動き回り、酒の入った大人たちの声が大きくなるのが常だ。

　今日は珍めずらしく女性門下生の姿があり、甲か斐い甲が斐いしくお酌しやくをして回っている。

　ビールを傾かたむけながら、上座の男を見やる。昔は弓弦たちと同じく下座にいた龍鳳は、次期家元に指名されたのを機に、場所を移動した。いつも隣り合わせることが多かった弓弦は、少々安あん堵どしている。

　人数が少ないときはどうしても席が近くなることもあったが、そういうときは必要もないお酌をして回り、あまりそばにいないようにしていた。今日は先のとおり女性門下生の姿が多いので、弓弦も妙みよう齢れいの女性たちにお酌をされた酒を呷あおる。

　──しかし、どうしてこうなったかな……。

　昔はあまり変わらなかった体格も、中学生になったあたりから差が付き始めた。その頃ころにはすでに龍鳳の態度が硬こう化かし始めていて、声をかけると凄すごい形相で睨にらまれたり、体に触れようものなら「触るな」と突つっぱねられるようになった。

　思春期特有の反抗期みたいなものかと思っていたけど、それは次第に意図を持ったものになり、「なんで自分だけにこんな態度を？」と理不尽に感じるような意地悪をされたこともある。

　──俺、なんかしたかな……。したんだろうな。全然覚えてないけど。

　意地悪をされ始めた要因は、いまだに心当たりがない。

　そのきっかけを覚えていない様子の弓弦に更さらにムカついている、という可能性もある。なにがしかの選択を間ま違ちがえなかったら、今でも伊吹のように交流できる間あいだ柄がらになっていたのだろうか。

　──貴公子とかいうなら、もっと俺にも紳しん士し的に対応してくれよ。

　少々妬ねたみの混じった視線には気が付かないまま、龍鳳はきれいな箸はし遣づかいで刺さし身みを口に運んでいる。

　今日は早々に退散してしまおう、とグラスを空けると、いつの間に控ひかえていたのか、ビール瓶びんを抱かかえた母親くらいの年ねん齢れいの女性が目の前でにこにこと微笑ほほえんでいた。いささか驚おどろいていると、まったく気にした様子もなく瓶を傾けて差し出してくる。

「弓弦くん、飲んでるー？」

「あ、はい。頂いてます」

　もうこれ以上はと遠えん慮りよしようとしていたが、グラスに無理やりビールを入れられた。

　親しん戚せきの人数が多いので把は握あくし切れてはいないが、こちらの名前を知っている相手にどこの人でしたっけとも訊きけずに笑え顔がおで応対する。

　おそらく、従兄弟いとこ小母おばあたりにあたる人物か、婿むこ養よう子しである伯父おじや祖父側の血けつ縁えんの誰かだろう。

「今日の生け花素す敵てきだったわー。やっぱりイケメンが二人並ぶと絵になるわよね！」

「とんでもないです」

　それが花と自分の容姿のどちらに対する評価なのか、と引っかかるものはあったが、敢あえて追及はせずに礼を言う。

「そういえば、弓弦くんてホテル勤務なんでしょ？　あそこって志納流となにか関係あるんだったかしら？」

　あるなら割引って利きくのかしらね、と言われて、弓弦は頭かぶりを振ふった。

「いえ、志納流とは無関係ですし、縁えん故こというわけでもないんです。それに、あまり花そのものに関係のない部署なので……」

　実際はブライダルフラワーコーディネーターという職に就ついているので全くの無関係ではなかったのだが、志納流に関かかわる業務ではなく、仕事をする上でその名を聞くこともないのでそう断った。

　とにかく関わりのない仕事だ、ということを話すと、女性はきょとんと目を丸くした。

「あらー！　じゃあなにもそんなところに勤めなくたっていいじゃないの！」

「え？　いや、あの」

「そうよそうよ。わざわざそんなところに勤めなくても、志納流が経営する専門学校とかカルチャースクールの先生とか、色々あるじゃない！」

「ええと……」

　確かに実際、従兄弟たちにはその職に就いているものが多い。伊吹も自宅で生け花を教えながら、カルチャースクールでも講師をしている。

　弓弦も高校、大学を出るときに打だ診しんされなかったわけではないが、あまり志納流と関わりたくなかったのだ。

　──本家の家業に関わると、必然的に龍鳳と関わる羽目になるからな……。

　志納流というよりは上座で一人澄すました顔で食事をしている男とは、あまり関わりたくないというのが本音だ。もちろん、おいそれと次期家元を貶おとしめるようなことは言えなかったが。

「今からでも遅おそくないから転職しちゃえば？」

　そんなに軽く言われても、はいそうですかというわけにはいかない。自分が望んで始めた仕事だ。

　名前も知らぬ親戚だが、悪気がない分たちが悪いような気もして、弓弦は苦笑した。

「いえ、今の仕事が好きなんです」

「そんなわけのわからないところで腕うでをふるうなんて勿もつ体たいないわよ！　おばさんに任せてくれたら、テレビのお仕事だって紹しよう介かいできるんだから！　ね、そうなさい」

「いえ。ですから……」

「イケメンなのに勿体ないわよぉ！　出演料は文化人枠わくだけどね、そのあとの反はん響きようがすごいんだから、テレビって！」

　話のかみ合わなさに辟へき易えきとしてしまう。婉えん曲きよくに言ったら通じない気もするし、かといって直裁に言えば角が立ちそうだ。どうすれば回かい避ひできるかな、と笑顔で思案する。

「──楽しそうですね、淑よし子こ伯お母ば様」

　不意に割り込んできた声のほうを見やると、てっきり上座に座っていると思っていた龍鳳が、いつの間にか傍そばに来ていた。今までやいやいと騒さわいでいた女性──淑子は、そうなのよ、と鼻息を荒あらくした。

「弓弦くん、せっかく可愛かわいい顔してるのに表おもて舞ぶ台たいに出ないの勿体ないじゃない？　だからホテルであくせく働くより、志納流のために腕をふるったほうが」

「──本人が好んでやっている仕事を、他人がとやかく言う権利はありません」

　淑子が言い終わらないうちに、龍鳳はばっさりと切り捨てた。低く澄んだ声は、妙みような威い圧あつ感かんがある。自分が言われたわけでもないというのに、弓弦は思わず姿勢を正してしまった。

　淑子はあっけにとられたような顔をし、居い心地ごこち悪そうにしながらも、それでもめげずに口を開く。

「でもね、ほら、みんなに認めてもらえる仕事のほうが、充じゆう実じつ感かんがあるでしょ。サラリーマンじゃ、この先どうなるかわからないし。嫁よめの来手だって難しいじゃない。その点、志納流が一気に廃すたれるなんてことありえないんだし、将来性から見ても、若い今がやめどきじゃない？」

　完全に善意から出ているらしい科白せりふに気け圧おされつつ、狭せまい世界で生きているものだとある意味感心してしまう。

　ねえ？　と勢いよく振り返られて、弓弦は笑顔をひきつらせた。だが再び龍鳳が割って入ってくる。

「そういうことは、本人が希望をしているわけでもないのに無む理り強じいすることではありません」

「でもね……」

「それに、淑子伯母様は彼の仕事を見てもいないでしょう。よく知りもしないでやめろだのなんだのと、失礼です」

　柔やわらかな声こわ音ねだが、はっきりと責める口調の龍鳳に、口やかましくしていた淑子は狼ろう狽ばいした様子で愛あい想そ笑いを浮うかべた。さすがに、次期家元候補である龍鳳に窘たしなめられれば、これ以上こちらに絡からむ気もないのだろう。

　あらやだそんなつもりはなかったのよ、と淑子は腰こしを浮かせた。気が向いたら言ってね、とめげずに弓弦に言いながらそそくさと立ち去る。

　──……これって、助けてくれたんだよな？

　普ふ段だんは嫌いや味みしか言わないので嫌きらわれていると思っていた。まさか龍鳳から助け船が来るとは思わず、目を丸くする。

　謝辞を言おうと口を開いたのと同時に、傍かたわらの男が鼻で笑った。

「『こちら』へ来ることはない」

「え？」

「お前には、志納流よりも『そういうところ』がお似合いだ」

　ぽんと投げ捨てられた言葉を瞬しゆん時じに解すことができなくて、弓弦は目を瞬またたかせる。頭の中で男の言葉を反はん芻すうし、遅おくればせながら理解して眉まゆ根ねを寄せた。

　──俺のことはいいけど、仕事まで馬ば鹿かにしやがった。

　そういう言い方はないだろう、とそう言えたらいいのだが、本家と諍いさかいを起こせばあとあと面めん倒どうなので、なんとか飲み込むことができた。

　弓弦の睥へい睨げいなどまったく気にならないらしい平然とした横顔に、余計に憤いきどおりが募つのる。

　──一いつ瞬しゆん見直した分だけ、余計むかつく……！

　傍らにいるのが嫌で、まだお膳ぜんが半分以上残っている状態だというのに、弓弦は箸はしを置いて腰を上げた。母親にうるさく言われるのがわかっていたが、もうこの男の顔を見たくもない。

　出口に向かう途と中ちゆうで、伊吹に声をかけられたが、聞こえなかったふりをしてずんずんと歩みを進める。

　けれど、なにを言われようと、礼を言わずにいるのもどうなのか、と思いはじめてくる。相手が無礼だからといって、こちらも無礼で返していいものか。

　散々迷って、弓弦は来た道を引き返した。相手がどういう態度を取ろうと、自分まで非常識になっていいはずがない。甚はなはだ不本意ではあったが、一言ありがとうと言ってやろうと、大広間に戻もどった。

　龍鳳の姿は、上座ではなく先さき程ほどの弓弦の席にあった。

「龍ほ──」

　振り返った途と端たん、視線がぶつかる。龍鳳は、何故なぜかひどく動どう揺ようした顔をしてこちらを見ていた。不思議に思いながら近づくと、その手に箸はし袋ぶくろが握にぎられている。なんでそんなものを、と思った矢先に龍鳳が口を開いた。

「席を、立ったんじゃなかったのか」

「え？　ああ、いや、そうだけど」

「──食事が終わったら、わかるようにしておけ」

　そう言って、龍鳳は折った箸袋に弓弦が使った箸を戻して、お膳に置いた。

　人の分まで気にするとは細かい男だ、と辟易しながら、弓弦ははいはいと返事をする。

「……で、なんの用で戻ってきた」

「ああ、さっき礼を言い忘れたから。ありがとう、助かった」

　弓弦の言葉に、龍鳳は無表情のまま嘆たん息そくする。そして、特別リアクションをするでもなく、無言のまま自分の席へと戻っていった。

　相変わらず感じが悪い、と思いながら、家元である伯母に挨あい拶さつをして、弓弦は今度こそ本家をあとにした。










　しばらく龍鳳の顔を見るのは遠えん慮りよしたい、と思っていたその翌週、弓弦は再び本家に呼び出されてしまった。土日に休みを取るのはもう無理、とあらかじめ言っていたせいか、きっちりと弓弦の仕事が休みの平日に呼び出された。

　今回は生け花の披ひ露ろうはしなくてもよいとのことだったが、弓弦の休みが二日間ということで、両方ともスケジュールを押さえられてしまったのである。いくらなんでも二日にわたって拘こう束そくされるのは辛つらい。

　弓弦の仕事は、それなりにハードだ。ホテルのウェディングが主な担当だというときらびやかで、花に囲まれた生活、と夢見る者も多いけれど、実際は力仕事も多い。場合によっては早朝に仕入れをすることもあるし、朝から晩まで会場設営や、ウェディングフラワーを作り続けていることもある。

　連続で休日を潰つぶされるのは勘かん弁べんしてほしい。そう訴うつたえたが、本家第一主義の母親が引っ込むわけがない。

　──で、結局また来てるし……。

　二度と顔を見たくなかったのに、今日は朝から顔を合わせる羽目になった。先週と同じく、父の着物を着て出席したため、またしても「似合わない」と言われてしまったが、無視した。

　用事を言いつけられるのも嫌なので、弓弦は中庭をぼんやりと散策する。

　着物は慣れていてもそれなりに体力を使うので、早く脱ぬぎたいなあ、とぶつぶつとぼやきつつ、庭園を愛めでているふりをした。

　──……あ、龍鳳。

　早々とお役やく御ご免めんとなった弓弦と違ちがい、次期家元である龍鳳は、門下生の指導で午後いっぱいが潰れるようだ。

　今日は中の間で、龍鳳が講義をしながら花を活いけている。その手元には、おそらく雲海をイメージした花が広がっていた。

　その幻げん想そう的な作品を活ける横顔は、悔くやしいけれどかっこよく、美しい。

　──腕は文句のつけどころがないし、やっぱ、黙だまってればいい男なんだけどなあ。

　彼の作品は、奔ほん放ぽうで大だい胆たん、と言われる志納流の中では、比ひ較かく的てき繊せん細さいなものが多い。けれどそれは脆ぜい弱じやくというわけではなく、むしろ静かな迫はく力りよくがあるのだ。そして、活けた本人を見ると、作品の雰ふん囲い気きに合った寡か黙もくな美形で、その居住まいは作品と対ついとなりいつも一枚の絵のようでもあった。

　けれど、口を開くと、嫌味ったらしい口調で暴言を吐はいてくる。あれでは友達はおろか、嫁の来手もなかろうとどうでもいいことを心配する。

「弓弦」

　声をかけられて、はっと我に返る。気が付いたら庭の植え込みをぶちぶちと引きちぎっていて、慌あわてて手を開いた。

　藍あい色いろの着物を身に着けた伊吹が、ひらひらと手を振ふりながら近づいてくる。知った顔に、弓弦は息を吐いた。

「あ、伊吹。お疲つかれ」

「お互たがいご苦労様だよなぁ……。俺もお前も、来週も多分呼ばれるな」

「はあ？　なんで？」

　今日も、弓弦がすることなど殆ほとんどないくらいだった。

　呼びつけられる理由が思い至らないと憮ぶ然ぜんとする弓弦に、伊吹は目を丸くする。

「なんだお前、知らなかったのか？」

「……知らなかったって、なにが？」

「つまりさ」

　声を潜ひそめ、伊吹は座ざ敷しきを指で指し示す。その先には、指導に当たっている龍鳳と、ずらりと並んだ門下生がいるだけだ。

　特に変わったところはないが、と怪け訝げんに思っていると、伊吹が肩かたをすくめる。

「なんかいつもとちょっと違うところがあると思わないか？」

「いつもと……って」

　持って回った言い回しをせずに、早く教えろ、とは思いつつも、言われるままにじっとその光景を眺ながめてみる。

　けれど、やはりとくに変わったところはないように思えた。龍鳳はいつも通りのように見えるし、門下生もみな着物を身に纏まとい、静かに花を活けている。

　じっと観察をしていると少々の違い和わ感かんを覚え、ああ、と手を打った。

「そう言われてみると、今日はみんな振ふり袖そで着てるかも」

　いつもなら、わずかながら男性の姿もあったり、既すでに華か道どうを始めて何十年、という女性の姿もあるものだ。しかし、今龍鳳の前にいる女性たちは違う。

「そう、つまり？」

「つまりって……皆みな、未み婚こん女性？」

　その答えを導き出して、合が点てんがいく。そうやって意識して見てみると、全員が二十代のようだ。極きよく端たんに若い女性もいなければ、弓弦たちより極端に離はなれた年ねん齢れいの女性もいない。そして、未婚女性とはいえ平時のときは訪問着が多いのに、それもない。

　つまり、あの場にいるのは、妙みよう齢れいの──花はな嫁よめ候補ということなのかもしれない。　>>>♥

　そう結論付けると、伊吹が「ご名答」と大おお袈げ裟さに言ってみせる。

「……品定めってことね」

「そ。しかもみーんな粒つぶぞろい。全員一級免めん状じようもちの二十代」

「はー……次期家元も大変だな。自由恋れん愛あいは認められないのかよ」

　血けつ縁えん者とはいえ一いつ般ぱん家庭に育っている弓弦には、にわかに信じがたい光景だ。げえ、と舌を出すと、伊吹が肩をすくめる。

「なにを他人ひと事ごとみたいに」

「他人事だろ。龍鳳が結けつ婚こんするかどうかなんて」

「バカ。なんで連日俺たちまで呼び出されてると思ってんだよ」

「なんでって……手伝いだろ」

　本家の催もよおし物があったり、親族の行事があったりすれば、毎度ではないにせよ呼び出されるのが普ふ通つうだ。

　確かに二週連続で、というのは珍めずらしいが、今に始まったことではないだろうと言うと、伊吹は察しが悪いとばかりに頭を搔かいた。

「だったらなんで、俺たちだけ呼ばれてると思ってんだよ。千年ちとせ兄とか、志納流にずぶずぶなのに来てないぞ」

　そう言われてみると、一回りほど年とし嵩かさの従兄いとこは、今週も先週も姿を現さなかった。千年は家元の兄の息子むすこで、既に所帯を持っている。

「……呼ばれてる親族も、未婚のやつってこと。なんだ、ほんとに知らずに来てたのか？」

「知るかよ」

　ここのところ、休日返上で付き合わされているのは、「次期家元の嫁よめ候補」から脱だつ落らくしたうちからおこぼれに与あずかるため、ということか。

　改めて考えてみれば、先日の会合もやけに若い門下生たちがいたような気がしてくる。門下生が所縁ゆかりのない親しん戚せきに酌しやくをして回るというのもおかしかったかもしれない。いわば、嫁候補たちのお披ひ露ろ目めを兼かねていたのだろう。

　急に微び妙みような気持ちになって、弓弦は鼻の頭にしわを寄せた。

「大きなお世話だ。っていうか、そんなことのために俺は貴重な休日を潰されてるわけか！」

「まあまあ。それが本家なりの気の遣つかい方なんだろ」

「俺は明後日あさつてからまた仕事なんだよ！　サラリーマンなの！　休日にしかできないこともあんの！　やってらんねえー……」

　伊吹以外の前で言おうものなら「だったら融ゆう通ずうが利きくから志納流で働け」と本気で言われそうで、決して零こぼせない愚ぐ痴ちを言ってみる。

　深々と溜ため息いきを吐くと、伊吹が慰なぐさめるように肩をたたいた。

「……そんなに嫌いやがるって、お前、結婚するような相手が既にいたりすんの？」

　探さぐるような声こわ音ねに、弓弦は少々警けい戒かいしつつも否定する。

「いや、いないけど。相手の有う無むってことじゃなくて、俺は結婚は好きな相手としたいし、こんな政略結婚みたいなのいやだってことが言いたいんだよ。女衒ぜげんみたいじゃんこんなの」

　そうだろ、と言い返すと、伊吹はなぜか曖あい昧まいな表情を浮うかべた。

「んー……まあね。ていうか、女衒ってお前」

　古風な言い回しをするな、と苦く笑しようされる。

「それに、俺は『結婚』は、今は他人のために働くのでいっぱいいっぱい。自分のことまで構ってられないっつうの」

　合コンならともかく、一方だけが選びたい放題な状じよう況きようもあまり好ましくない。

　二人で批判をしていると、いつのまにか龍鳳の講義を聴きき終えたらしい門下生たちが、ぞろぞろと庭へと出ていくところだった。

　休きゆう憩けい時間だろうかと視線を投げると、龍鳳が、そのうちの一人の女性をともなって庭に下りてくる。

　弓弦と伊吹は口を閉じ、二人の動向をそっと見守った。

「……あれが第一候補か？」

　呟つぶやいた伊吹に弓弦が答えを出せるわけがなかったが、「そうなんじゃない？」と返す。

　今日龍鳳の前にいた女性たちは皆美しかったが、横を歩く彼女は、その中でも清せい楚そでおとなしげな印象の女性だった。楚そ々そとして、艶つやのある黒くろ髪かみを背中に垂らしており、年配女性の好みそうなタイプである。

　婚こん約やく者候補は皆、志納流の免状もちだという。弓弦は龍鳳の傍かたわらに立つ女性には見覚えがなかったが、小さいころからなじみのある相手なのだろうか。

「第一候補って、どんな人なんだろう」

「年は龍鳳の一歳下。志納流の免状もちで、武家茶さ道どう『館たて林ばやし流』の家元の娘むすめ。名前は紫ゆかりさん」

　さらりと答えた伊吹に、弓弦は目を剝むく。

「詳くわしいな」

　まあな、と伊吹が肩かたをすくめる。

　それくらいは親しん戚せき同士ならば既き知ちの事実なのかもしれないが、弓弦は耳に入れていなかった。

「へえ。ていうか、お茶もお花もってことだろ。すごいな。血筋もなにも、申し分なしって感じか。……あ」

　庭園を散策している途と中ちゆうで、女性が石に躓つまずいた。それを危なげなく支え、微笑ほほえむ龍鳳は確かに貴公子と呼ぶにふさわしい出いで立ちかもしれない。

　その優やさしげな笑えみに、なんだかむっとしてしまう。

　──ほんと、俺以外にはああいう顔見せるんだよな。あいつ。

　むさくるしい成人男子と、和服美人を比べたら、どちらに笑顔を向けるかなどわかりきった話だが、それでも面おも白しろくない。

　弓弦に対してはいつも、意地悪そうな表情や、苛いら々いらとしているだけに、その笑顔を見ると憤いきどおりがわいてきた。

「ずいぶん、仲がいいんだな。あの二人」

　伊吹のコメントに、そうだね、と返す。もし彼女が第一候補なのだとしたら、どの程度まで関係の進展がしているものなのだろうか。

　そんな少々下世話なことを考えながら、睦むつまじく並ぶ二人を眺める。

　彼女がよろけたからか、龍鳳は優しく手を差し出し、女性もその手を取って中庭を散策しに向かった。少々恥はじらうその姿にあざとさはなく、奥ゆかしくも可愛かわいらしい女性だ、と感心する。

　妙みように苛いら立だちも覚えて、けれどその理由が思い至らずに黙もく殺さつする。

「おー。大和やまと撫子なでしこって感じだなー……。なんで龍鳳ばっかり……」

　うらやましい、とぼやくと、傍らの伊吹も無言で首しゆ肯こうした。










　お見合いパーティのようなものだとわかれば義理を果たす気もわかず、弓弦は一日でお暇いとましようとひそかに心に決めていた。

　だが、伊吹に「俺を置いていく気か」と言われ、しぶしぶ留とどまった。明日も朝から会場設営があるのだ。

　午前中までは義理を果たすつもりだが、明日はさっさと用事を済ませて帰ってしまおう、と思いながら床とこに就ついたが、なかなか寝ね付つけない。

「うーん……」

　ごろごろと寝ね返がえりを打ってみるものの、目をつむると、昼間に見た情景が思い浮かんで、変に目が冴さえてしまう。

　弓弦自身も、周囲から結婚の予定は、と訊きかれることは多いけれど、恋こい人びとすらいないので他人事のように感じていた。でも、同い年の龍鳳が実際に「花嫁選び」という段階に追い込まれているのを見て、なんだか焦しよう燥そうを感じてしまう。

　いずれ家元になる男は、いつかその地位に相応ふさわしい立派な嫁を迎むかえるのだろう。

　──……苛々する。

　きれいな女性とうまいことやっているようだという事実にも、自分にはあんなに睨にらみを利かせる癖くせに、ほかの人を見るときは優しげな表情をする、ということにも。

　別に龍鳳が特別気にかかっているわけではないし、女性にするようにされたいわけではないけれど、あまり極きよく端たんに差別されれば面白くないのは当然だ。

　いったい自分が、なにをしたというのか。仲の良かったころが記き憶おくにある分だけ、少々切ない気持ちになる。

「……眠ねむれない」

　外の風にでも当たってこよう、と弓弦は寝しん室しつを抜ぬけ出した。

「わ、でけえ月」

　秋の夜風はそれなりに冷たく、煮に立たった頭も次し第だいに冷えて行く。

　時刻は午前一時を回ったところだが、殆ほとんど寝ね静しずまっているようで葉は擦ずれや虫の音以外は聞こえない。都内だが閑かん静せいな住宅街のため、車の走る音は聞こえるが遠くまばらだ。

　志納家ご自じ慢まんの日本庭園は広く、まだ龍鳳が弓弦の後をついて回っていたころは、よくここでかくれんぼをして遊んだのだ。

　珍しくかくれんぼに参加した従兄いとこたちの意地悪で、二人で四阿あずまやの陰かげに隠かくれてそのまま放置されたこともあった。待っているうちに寝ねてしまい、起きたら親戚の大人たちが血相を変えて捜さがし回っていて、大目玉をくらったのだ。

　あとで聞いたところによれば、龍鳳は先に目を覚まして、真っ暗な場所に取り残されているのに気が付いて怖こわい思いをしたらしい。目を覚ましたとき、弓弦に縋すがって涙なみだ目になっていた。

　けれど二人並んで説教された後、龍鳳が「また一いつ緒しよにかくれんぼしようね」と内ない緒しよ話ばなしをしてきたのだ。

　怖いところに二人きりでも、大人に沢たく山さん怒おこられても、弓弦と一緒なら平気だよ、と微笑んだ龍鳳は、掛かけ値なしにとても可愛らしかった。

　──どうしてこうなった……。

　ふてぶてしい現在の龍鳳を思い、げんなりとする。

　けれど、思い返すと懐なつかしくて、子供のころに気に入っていた場所をうろうろと歩き出した。

　──そういえば、そのころはまだ離はなれってあいつの部屋じゃなかったんだよな。

　志納家の離れは三つあり、そのうち二つは客室として使われているが、一つは家人の部屋となっている。そこは笹ささ林に囲われた切妻造りの平屋で、まだその当時存命だった、曾そう祖そ父ふの自室だった。

　今は龍鳳の部屋となっているが、弓弦はその部屋が好きだった。

　曾祖父はかくれんぼのとき、弓弦をよく匿かくまってくれていた。あまり入ったことのない部屋に入るのは探検のようで面白かったし、自分はもちろん、親でも持っていないような不思議なものがいっぱいあったのだ。

　曾祖父が亡なくなってしばらくして、龍鳳の部屋になったと聞いたときは、正直なところがっかりした。

　もうそのときには龍鳳は弓弦にたいしてつんけんとした態度をとっていたし、自分もそんな彼と仲良くできなかったので、二度とあの部屋には入れない、と思ったのだ。

　──……あいつ、どういうつもりだったんだろ。

　ちょっと上向いた気持ちがまた急降下して、弓弦は溜ため息いきを吐つく。

　昼間はとてもでないけれど、中にはいるどころかその外側を見ることすらままならない。だが今の時間なら、と、弓弦は現在は龍鳳の部屋である離れへと足を向けた。

　見つかればまた、嫌いや味みの一つや二つ飛んでくるに違ちがいない。それでも、少々感傷的な気分に背中を押されるように、足を踏ふみ入れる。

　もう寝ているだろう、と思った離れには、まだ明かりが点ついていた。

　──なんだよ、まだ起きてんのか。

　ここは退散したほうが、とにわかに後退すると、不意に人の声が聞こえた。

　なにやら、ぼそぼそと話し声が聞こえる。真夜中で、あたりが静まりかえっているからかろうじて聞こえてくるが、それほど大きな声ではないため、なんと言っているのかわからない。

　電話中だろうか、と思いながら近づいてみる。

　──……んん？

　夜風を入れるためか、雨戸と離れの障子戸は開いていた。寝室の文ふ机づくえの前で、龍鳳が沈しずんだ顔でうつむいている。

　その横顔は美しいが、先さき程ほどからぶつぶつと聞こえていたのがどうやら龍鳳の独り言だったというのを察し、いささか不気味に思った。

　──大だい丈じよう夫ぶか、あいつ。

　もしここにいることがばれたら、どちらにとってもあまりいいことにはならないような気がして、弓弦は踵きびすを返そうとした。

「──弓弦」

　龍鳳に名前を呼ばれて、弓弦はその場で固まった。

　それほど大きな声ではなかったが、もともと通りの良い声と、自分の名前を呼ばれたということが相あい俟まって、やけに耳につく。

　まさか、気づいていたのだろうかと恐おそる恐る振ふり返ると、龍鳳は先程と変わらぬ姿勢のまま、机に向かっている。

　こちらに気づいているわけではないようだ。その証しよう拠こに、弓弦がいつまでたっても返事をしないのに、それを気にかけた様子はなかった。

　そんな状じよう況きようで、弓弦はふとどうでもよいことに気が付く。

　──なんか、あいつに名前呼ばれるの……すごい久しぶりじゃないか？　いつも「おい」だの「お前」だのそんなんばっかで。

　だが、弓弦に気づいていて名前を呼んだわけじゃないらしい。

　そうなると、名前を呼ばれた理由が解せなくて、弓弦は不ふ審しんに思う。そっと移動をして、龍鳳の手元を見ると、彼はただうつむいているのではなく、一葉の写真を眺ながめているようだった。

　──龍鳳、なにしてんだ？

　お前こそなにをしているんだと言われそうなのは弓弦も一緒だが、普ふ段だんから目の敵かたきにされている相手から名前を呼ばれる状況がわからない。

　もしかして呪のろいでもかけているのか、と若じやつ干かん不安になったそのとき、龍鳳がそっと写真を持ち上げた。そうして、その表面にそっと指で触ふれている。

　龍鳳は深々と溜息をつき、再び「弓弦」と名前を呼ぶ。その声がやけに悲しげで、聞きようによっては切なげに聞こえて戸と惑まどう。とても、呪いなどかけている雰ふん囲い気きではない。

　それはまるで、愛いとしいものでも呼ぶようで、困こん惑わくする。

　──なんで、俺の名前……？　ていうか、この状況怖こわい！

　たまりかねて、龍鳳の前にいっそ出てしまおうかと足を踏み出したタイミングで、龍鳳が口を開いた。

「──弓弦、好きだ」

　男の口から飛び出したまさかの科白せりふに、弓弦は固まる。

　ぽとりと落ちてきた言葉を何度も反はん芻すうし、そうしてようやく理解した。　>>>♥

「──はあ!?」

　反射的にあげてしまった大声に、龍鳳がばっとこちらに視線を向けた。

　間ま抜ぬけにも棒立ちになっていた弓弦と龍鳳の目が、ばっちり合ってしまう。

　つ、と背中に冷や汗あせが流れた気がした。龍鳳は、珍めずらしく呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを見ている。いつも花を活いけている真しん剣けんな表情か、睨んだり嘲ちよう笑しようしたりと挑ちよう発はつ的な顔しか見ていなかったので、それすら新しん鮮せんに見えたが今はそれどころではない。

　──こいつ、今なんて言った？　幻げん聴ちよう？　幻聴だよな？

　いつも自分に対してだけ執しつ拗ようにいやがらせをしてくる、憎にくたらしい従兄いとこ。そんな男が、自分に好意を寄せているなんてありえないはずだ。

　だが、確かに、弓弦のことが好きだということを、眼前の男は口にした気がする。

　我に返ったのは弓弦のほうが先で、錆さびた機械人形のように、ぎこちない動きで一歩後退した。

「あの、ええと」

　まだ龍鳳は身み動じろぎしない。

　なにもおかしくないというのに、弓弦は乾かわいた笑い声をあげて頭を搔かいた。

「じゃあ、俺はこれで……そういうことで、はい」

　なにがそういうことで、なのかわからないが、笑え顔がおをはりつけたまま立ち去ろうとする。

　けれど弓弦が後ろを振り返った拍ひよう子しに、龍鳳も正気に戻もどったらしく、「待て」と低い声で命じてきた。

　誰だれが待つか、と思いつつも、小さいころから刷り込まれていた「本家に逆らわない」という教えに体が固まった。

　振り返ると、龍鳳は縁えん側がわに立ち、人を一人殺してきたような表情でこちらを見み据すえていた。あまりの迫はく力りよくに、弓弦は涙目になりそうになる。

「──上がれ」

　くい、と顎あごで示されて、結構ですと辞退したかったのに、体が言うことを聞いてしまう。重い足取りで縁側のほうへ向かうと、ただでさえ長身の男に上から見下ろされた。

　今なら聞かなかったことにできるのに、と思ったのだが、龍鳳にはその気がないらしい。早く、と急せかされて、弓弦はいやいやながら草ぞう履りを脱ぬいで上がった。

　対面に用意された座ざ布ぶ団とんに恐る恐る座る。なんだか龍鳳との距きよ離りがやけに近く感じたが、離すとまた不興を買いそうで、おとなしく座った。

　久しぶりに入った離れは、曾祖父がいたころとはいくらか様子が違っている。畳たたみや香こう、古い紙の匂においのしていた部屋は、すでに家主が代わって時間が経たち、すっかりと変わっていた。

　あまり見まわさないほうがいいかと思い直し、対面に座る男を見やる。

　座れ、と命令口調で言ったくせに、龍鳳は片手で顔を押さえながら、項うな垂だれていた。

　──……こいつが上がれって言ったのに、なんなんだ一体……。ていうか、今いま更さら俺を上げたの後こう悔かいしてるとか……？

　しかしここで夜を明かす気もないので、手っ取り早く話を済ませてしまおうと、弓弦のほうから切り出した。

「……あの、さ」

　弓弦が口を開くと、龍鳳の肩かたがびくりと揺ゆれた。こんな龍鳳を見るのはほとんど初めてで、弓弦は目を瞠みはる。

　やはり、先程のことは触れないほうがいいのかもしれないと、内心焦あせる。

「ええと、ほら、ていうかさ、お前明日も早いんじゃないの？　早く寝ねたほうがいいんじゃないか？」

　いっそなかったことにしよう、とばかりに笑い飛ばしてみる。

　な、と親切ごかして言うと、頭こうべを垂れていた男がゆらりと顔を上げた。

　少々翳かげりのある美び貌ぼうは、真夜中に見るとなかなかの迫力があって、弓弦は音を立てて唾つばを飲む。

　二時間ドラマで殺されるとしたらこういう状況だろうか、と冗じよう談だんで考えてみたが、なんだかやけに不安になってきて冷や汗が出た。

「……龍鳳？」

　頼たのむからなにか言ってくれ、怖いんだよ。とは言えずに名前を呼ぶと、龍鳳は膝ひざの上に載のせていた手でこぶしを握にぎった。

「……すまん」

「龍鳳？」

　唐とう突とつに落ちた謝罪に、思わず目を丸くしてしまう。口を開けば嫌いや味みしか言わない男の口から「すまん」だなんて、天変地異の前まえ触ぶれか、と。

　不審がると、龍鳳はばっと畳に手をついた。一体なにが始まるのかと引くと、龍鳳は勢いよく頭を下げた。

「……今見たことは忘れてくれ。あれは幻まぼろしだ」

「は？」

　突とつ然ぜんわけのわからないことを言い出した男は顔を伏ふせたままで、弓弦にはその表情はわからない。ふざけているのかなんなのか、その態度に段々腹が立ってきて、弓弦はずいっと詰つめ寄った。

「あんな幻あってたまるか。忘れるのも無理。ちゃんと説明しろよ」

「……なんのことかわからない」

「とぼけるなよ！」

　目を逸そらして下手な言い訳でしらを切ろうとした男に苛いら立だち、弓弦は龍鳳の肩を摑つかんだ。

「さっきのはどういう──」

　意味だ、と問いかけて、口を噤つぐむ。眼前の龍鳳の顔が、まるで茹ゆでられたように赤くなっていった。

「ちょ、なに」

　いったいなんなんだ、と惑まどいながら、弓弦は手を離はなした。龍鳳は弓弦を見据えたまま、じりじりと離れていく。

　弓弦から一メートルほど距離を取り、すっかり乱れた襟えり元もとを正しながら、龍鳳は深々と溜ため息いきを吐ついた。

「……急に、触さわるな」

「触るなって、なんだよそれ」

　好きだと言ったり、触るなと言ったり、情じよう緒ちよ不安定にもほどがある。

　龍鳳の挙動不審ぶりに文句を言おうとしたが、次に飛び出した科白に度ど肝ぎもを抜ぬかれて言えなかった。

「……弓弦に触られたら、どうしたらいいかわからなくなる」

　そう言って、更さらに顔を赤らめた男に、弓弦はぽかんと口をあけてしまった。

　それがどういう意味かなど訊きかなくてもわかる。恐おそらくそれはうぬぼれなどではない。いっそ、それってどういう意味、などと言って知らないふりをしたほうがいいのだろうかとも思ったが、茶ちや化かすのも憚はばかられて、「そうなの？」としか言えなかった。

「でもお前、俺のこと嫌きらい……だよ、な？」

　一応確かく認にんしてみると、龍鳳はぐりんと顔を向けた。もごもごと口を動かし、意を決したように勢いよく立ち上がる。びびって後方に体を引いた弓弦を置いて、龍鳳は文ふ机づくえの横にあった紙箱を持って戻ってきた。

　どん、と目の前に箱を置いて、龍鳳は胡坐あぐらをかく。その箱の上に、なにかを叩たたきつけた。

「な、なに？」

　恐る恐る見ると、そこにあったのは一葉の写真──弓弦の写真だった。

　雰ふん囲い気きからすると、社会人になりたての頃ころのもので、本家に挨あい拶さつにしにきたときの自分かもしれない。だが、それを撮とられた覚えはない。写真の中の自分も、カメラのほうを気にしてはいなかった。

「……なにこれ？」

　弓弦の疑問には答えず、龍鳳が箱を開ける。

　その中には、いくつかの写真とごみのようなものが、きっちりと収められていた。

　覗のぞき込むように身を寄せると、龍鳳が箱の中から写真を差し出してくる。そのものすごい勢いに気け圧おされつつ受け取った。

　──……俺ばっか。

　写真は、ものの見事に弓弦ばかりだ。年ねん齢れいはまちまちで、幼いころのものから、つい最近のものもある。

「わ、なにこれ。懐なつかしいけど……なんでここにあるんだ？」

　その中には、遠足や修学旅行の写真まであった。ちなみに、龍鳳と弓弦は、一度も同じ学校になったことはない。

　え？　え？　と当とう惑わくしていると、龍鳳が再び畳に手をついた。

「……ばれた以上は、弓弦に処分を任せる」

「ばれたって、処分って、なに？　悪い、全然意味わかんねえ」

　整理がつかず、ちょっと待てと押しとどめる。龍鳳は顔を上げて造作の整った顔をくしゃりと歪ゆがめた。

「……お前と話す勇気もなくて、……告白なんてもっと無理で、練習しようとしてたんだ」

「ええと……」

　それが先さき程ほどの珍ちん事じに繫つながるのかと、比ひ喩ゆではなく眩暈めまいがする。

　弓弦に対する告白の言葉を聞いたのは、気のせいではなかった。しかも、それがいつからの習慣か知らないが、だいぶ幼いころの写真もあるというのは、そういうことだろうか。

　それって、と訊くのも怖くて、弓弦は写真を元の箱にそっと戻もどした。

「……で、あの、このごみは？」

　箱には、写真の他ほかに箸はし袋ぶくろや、黒文字、糸針金の切れ端はし、古い叉また木ぎなどが入っている。

　これは一体、と龍鳳をうかがうと、唇くちびるを引き結んでなにかをこらえている様子だ。ぎょっとして、弓弦は首を振ふる。

「いや、言いたくないなら！」

「──いや大だい丈じよう夫ぶだ。それは……弓弦が使ったもので」

「……は？」

　言われて、もう一度視線を落とす。まったく覚えがないが、一度弓弦が使用したものを、集めて箱に入れていたということだろうか。

　──むしろ俺が聞きたくなかった！

　結構気持ち悪い！　と口に出さなかった自分をほめたい。

　糸針金や叉木などの道具系はともかく、箸袋や黒文字は少々変態じみている。明らかにドン引きしている弓弦に、龍鳳はあわてて言い訳をした。

「集めてるだけで、舐なめたりとかはしてないから！」

　──そういう問題じゃねー！　どっちにしても大差ねえよー！

　戦おののきつつ、先日弓弦が立ち去って一いつ旦たん引き返したときに、弓弦の膳ぜんの前でなにやら龍鳳がごそごそしていた記き憶おくが蘇よみがえる。

　あれは、この「コレクション」集めだったのか、と思い至って閉口してしまった。道理で、声をかけたときにやけに焦あせっていたはずだ。

　──おい誰だれだよ、これ。

　いつもは険しい顔をして目も合わさない、たとえ合っても睨にらむばかりだった男が、顔を真っ赤にしてこちらの様子をうかがっている。今まで、こんな様子の龍鳳など、見たことがない。よく似た別人と言われたほうが、まだ納なつ得とくがいく。

　本物はどこだ、とくだらないことを本気で考えていて、眼前に迫せまっていた龍鳳に気づくのに遅おくれた。

「──っ！」

　気が付けば、驚おどろくほど至近距きよ離りにいた男に、弓弦は目を剝く。

　先程「触るな」と言ったばかりの龍鳳は、上体を近づけて弓弦の浴衣ゆかたの袖そでを引いた。その力が強くて、弓弦は身動きが取れない。

　向けられた視線がいやに熱っぽく、相手は龍鳳だというのに、どぎまぎしてしまう。

「弓弦……」

　低い声は、周囲が静かなせいかよく響ひびいた。鼓こ膜まくをくすぐるような声こわ音ねに、ぞくんと背筋が震ふるえる。

　じりじりと動く手が、袖をめくって手首に触ふれた。素す肌はだに触れる龍鳳の掌てのひらは、ひどく熱く、汗あせでしっとりしている。

　冗じよう談だんだろと返そうとしても、触れる肌はだの感かん触しよくで、彼が噓うそをついているわけではないというのがわかってしまった。

　無意識に引けた腰こしを咎とがめるように、腕うでを引かれる。

「……頼たのむから、逃にげないでくれ」

　言いながら、龍鳳の腕が弓弦の腰を抱だいた。待ってと制止の声を上げるより早く、男の胸に抱き寄せられる。

　密着したせいで、龍鳳の息が熱く、震えているのがわかってしまった。合わせた胸を通して、心臓が早はや鐘がねを打っているのも伝わってくる。

　噓で、揶揄からかおうとして、こんなことをしているわけではない。

　それがわかるだけに、弓弦の混乱は深くなる。

　──なんで？　俺のこと、嫌いなんじゃなかったのか？

　いままで、嫌われていると思っていた。今までそれだけのことを言われ、されてきたと思う。

　けれど真しん剣けんなのがわかるから、無下につっぱねることもできない。

　それでも、今まで培つちかってきた敵てき愾がい心しんがそう簡単に払ふつ拭しよくできるわけもなくて、その背を抱き返すことはできなかった。

　応こたえない弓弦に焦じれたように、龍鳳の腕の力が強くなる。

「龍鳳、苦しい」

　咎めた声に、拘こう束そくするような腕が緩ゆるむ。その胸をそっと押し返して、男の顔を見る。

　改めて確かめてみても、やはり、龍鳳で間ま違ちがいない。その顔は緊きん張ちようして強こわ張ばり、不安げに見える。

　悪い夢でも見ているような気分になりながら、弓弦は龍鳳を見やった。

「……龍鳳、それ、本気か？」

　悪い冗談なのではないか。微かすかな望みを込めて言うと、龍鳳の顔が悲しげに歪む。

「ずっと、お前が好きだった」

「……そんなこと、突とつ然ぜん言われても」

　信用できない。そこまでは口にしなかったが、今までの言動を振り返れば当然だという自覚があるのか、龍鳳が悔くいるような、悲しげな表情を浮うかべる。

　表情は弱々しいのに、弓弦に触れる手は強く、離はなれようとしない。逡しゆん巡じゆんの後、龍鳳は縋すがるような目で弓弦を見つめた。

「……今夜だけでいい」

　空気が揺ゆれるような低い音はそれだけで蠱こ惑わく的で、咄とつ嗟さに腰が引けた。

「な、にが」

「触さわりたい。お前に、弓弦に、一度でいいから触れたい」

　熱に浮かされたような声に、弓弦は身を竦すくませた。

　男から、こんな風にかき口説かれたことは今まで一度もない。

　──いや、女性にだってないし、俺だってこんな風には……。

　真剣に熱っぽく告白をされて、二の句が継つげなくなってしまう。

　一度だけだと言われてはいそうですか、と頷うなずけるはずがない。

　そう言いたかったし、そう思っていたけれど、向けられた目が、かつて自分の後ろについて回ったころの少年と同じ目をしているようで、突つっぱねるのが躊躇ためらわれた。

　男とどうにかなる趣しゆ味みはないと思っていたけれど、紛まぎれもなく自分の初恋は龍鳳だったのだなと自覚した。

「龍鳳、待ってくれ。……なあ、ちょっと待てよ」

　自分でもなにが言いたいかわからなくて、惑わく乱らんしたままに待てと繰くり返す。そんなことを言っている間に突き飛ばして逃げればよいのに、縋るような目で見られて、ただ言い訳をしなければという気持ちになった。

「お前、本気で」

「──好きだ」

　遮さえぎるように、告白を重ねられて言葉に詰つまる。腰と肩かたを押さえつけるような形で抱きしめられ、そのまま畳たたみに横たえられてしまった。

　自分よりも大おお柄がらな男に、しかも従兄いとこに、こんな形で見下ろされるのは初めてで、弓弦は言葉を失う。

　己の心臓はうるさいくらい大きな音を立てていて、呼吸もままならない。

「弓弦。好きだ」

「りゅ、」

「ずっと……ずっと、子供のころから、お前のことが好きだった」

「龍鳳、待っ……」

　かき口説く言葉は拙つたないくらいなのに、思いのほか荒あら々あらしく襟えりの合わせを乱された。肌が粟あわ立だったのは、外気に触れたせいか、それとも別の理由なのか、自分でも判然としない。

　肋ろつ骨こつの上の、皮ひ膚ふの薄うすい部分を掌で撫なでられて、反射的に身を竦めた。

「弓弦」

「ちょ、待っ」

「触るだけにするから。……弓弦、触るだけ、だから」

　だけってなんだ、と言い返したいが、弓弦の返事を聞かないうちから、龍鳳の掌が素肌に触れてきた。

　困こん惑わくと緊きん張ちようで体が冷えているのを、溶とかそうとせんばかりに熱い手が辿たどっていく。体の輪りん郭かくを確かめるように触れる手は、認めたくないが心地ここちよさを感じさせた。

「弓弦」

　名を呼びながら、龍鳳の顔がそっと近づいてくる。

　キスをされるのだろうか、と反射的に目を閉じたが、龍鳳の唇くちびるはいつまでたっても降りてこなかった。そっと瞼まぶたを開くと、親指の腹で唇を撫でられた。なんだか大事な部分を避さけるように指が辿るのに違い和わ感かんを覚える。

　ふに、と唇の感触を確かめるように動いていた親指を、口の中に入れられた。大事な指を嚙かまないようにするのが怖こわくて反射的に口を開いてしまうと、さらに深く差し込まれる。

「……っ」

　舌を押される感触が、若じやつ干かん気持ち悪い。涙なみだ目になって龍鳳の手を押さえるのに、男の指は制止をものともせずに無ぶ遠えん慮りよに口の中を行き来する。中ちゆう途と半はん端ぱに口を開けているせいか、飲みきれなかった唾だ液えきが頰ほおを伝うのも情けなく恥はずかしい。

　どこか熱に浮かされたような龍鳳にそんな顔を観察されて、いたたまれない気分を味わった。

「……弓弦」

　顔を上向かされて、指を引き抜ぬかれる。再び顔を近づけられて、反射的に目を閉じると、顎あごを舐なめられた。

　キスでもされるかと思ったのに、やはり唇を避けられる。

「も、やめろ」

　戸と惑まどいながら龍鳳を押し返した両手をつかまれ、首筋にキスをされた。

　頸けい動どう脈みやくのあたりを唇で愛あい撫ぶしながら、「好きだ」と呟つぶやかれる。皮膚をわたって振しん動どうした声に、腰のあたりが疼うずいた。

「弓弦……」

　先さき程ほど襟を乱された胸むな元もとに向かって、龍鳳の唇が下りていく。

　今度こそ全部剝はぎ取られるかと身構えたが、龍鳳はそれ以上は襟を乱しもしないで、むき出しだった部分に唇を寄せる。

　そんなところになにもない、と思うが、声が出ない。

　胸の真ん中、みぞおちのあたりにキスをしながら、龍鳳の手が衣服の上から触れてくる。

「ん、っ」

　布越ごしに、人差し指と中指で胸の突とつ起きを弄いじられる。直接触れられていないとはいえ、恥ずかしいことに変わりはなくて、弓弦は息を飲む。

　豊満なバストがないのに、執しつ拗ように弄られる、という状況が恥ずかしい。

「あ、っ」

　服の上から胸の突起を押しつぶされて、弓弦はびくんと体をこわばらせた。そんなところを弄られるのは初めてで、違和感ばかりがある。けれど、しつこくそこを押しつぶしたり転がされたりしているうちに、下か肢しに熱がたまっていくのがわかった。

　嫌けん悪お感かんではなく粟立つ肌はだに、惑乱して息が荒あらくなる。

　そんな動どう揺ようを知ってか知らずか、龍鳳はそこを捏こねながら弓弦の薄い胸元に音を立ててキスをしていった。

　徐じよ々じよに唇が横へずれていくので襟が広げられ、さらに胸元を露あらわにされる。先程まで指で弄られていた場所に息がかかり、体が震ふるえた。

　舐められたり、吸われたりしたらどうしよう、と思っているのは本当なのに、体がまるで期待するように熱くなる。

「あっ……」

　けれど、龍鳳の唇は乳にゆう暈うんの際で止まった。その周りの薄い皮膚を、一ひと際きわ強く吸われる。

「んっ……く」

　焦じらすな、と言いかけて、唇を嚙んだ。まるで期待していたような自分の思考に、狼狽うろたえて泣きそうになる。

　唇はそこをそれ以上しつこくいじることはなく、中央のほうへ戻もどっていった。

　──なんだよ、なに？　なにがしたいわけ？

　狼ろう狽ばいする弓弦を置き去りに、いっそちゃんと触ってくれと頼たのみたくなるような触り方をする。

　脱ぬがせないし、乱さない。龍鳳は、肝かん心じんなところには触ふれてこない。

　そのくせ、弓弦の感じる場所を探すように、細かく念入りに愛撫を施ほどこすのだ。手首の皮膚を擦さすられたくらいで肌がざわつくなんて、二十六年間生きてきて一度も知らなかった。

　恭うやうやしく弓弦の手を取り、手の甲こうにキスを落とす。男同士だというのに、それが様になっているように見えて、顔が茹ゆであがったように熱くなる。

「りゅ、龍鳳」

　呼ぶ声は、自分でも驚おどろくくらいに頼たよりない。龍鳳は「ん」と返しながら、形のいい唇から舌をのぞかせた。

　それから、弓弦の指を一本ずつ、丁てい寧ねいに舐ねぶっていく。関節の、薄い皮膚の上に歯を立てられ、指の股またを舐められて、腕うでから覚えのない感覚が毒のように回った。

　無む抵てい抗こうどころか、ねだるような息を漏もらさないようにするだけで、弓弦は必死だ。

「……ぁ……っ」

　見ていられなくて目を閉じると、今度は熱く滑ぬめった舌が指先に触れる感かん触しよくをやけにリアルに感じてしまって、落ち着かない。なんだか必要以上にいやらしいことをされている気分になるのだ。

　いつまでするのだろうと泣きそうになっていると、龍鳳は弓弦の手から離はなれて、体を下にずらす。

　それから、膝ひざを掬すくうようにして、弓弦の足を軽く開かせた。

「ちょ、……っ」

　帯は解ほどかれずに、開はだけた裾すそから剝むき出しになった内うち腿ももを吸われて、弓弦の体が無意識に跳はねる。

　喉のどから少しだけこぼれた嬌きよう声せいに、龍鳳がそこを重点的に責めたのがわかった。膝裏、脹ふくら脛はぎにキスをして、踝くるぶし、足の甲へと愛撫が下りていく。その唇の流れに、弓弦は声を上げそうになった。

　そして、先程手指を咥くわえたときのように、足の指を食はまれる。

「やめ、龍鳳っ」

　風ふ呂ろに入ったとはいえ、そんなところ汚きたないに決まっている。けれど、龍鳳はまるで聞こえていないように弓弦の訴うつたえを黙もく殺さつした。

　足の甲に数度キスをして、親指に歯を立てられる。

「っー……！」

　悲鳴にならない声を上げた口を、弓弦は咄とつ嗟さに手の甲で押さえた。

　跪ひざまずくような格好を、嫌きらっていたはずの弓弦に晒さらす龍鳳の姿に、目がちかちかした。

　後ろめたい気持ちが背徳的な思いに変わり、頭が混乱してくる。やめろ、と声を上げたつもりが、情けない、甘えるような声を鼻から漏らしただけだった。

「……っ」

　口を塞ふさぎながら頭かぶりを振ふると、足元でふっと笑う気配がする。

　半泣きになりながら見やった先には、口元を拭ぬぐいながら、やけにぎらついた目の男がいて息を飲んだ。

　初恋にも似た感情を抱いだいた少年の面おも影かげはなく、今までの意地悪な従兄いとこでもない龍鳳に、弓弦は「怖こわい」と思ってしまう。

　怯ひるんだ弓弦は反射的に身を隠かくそうと俯うつぶせになる。そのまま逃にげようとしたのを許さずに、龍鳳が伸のし掛かかってきた。

「弓弦」

　ささやかれて、びくりと体が強こわ張ばる。剝きだしになっていた肩かたをきつく吸いながら、龍鳳は弓弦の下肢に手を伸ばした。

「ちょ、やめ」

　下着を少しずり下ろされ、すでに兆きざしはじめていたらしいそこに直接触さわられる。ぬる、と滑すべった掌てのひらの感触に、死にたくなるほどの羞しゆう恥ちを覚えた。

「や……！」　>>>♥

　大きな掌に包まれてすぐに熱く硬かたくなる。今までの焦らすような愛撫に体を熱くさせられていたのを、改めて自覚させられるようでいたたまれない。

「弓弦。じっとしてろ」

「っ、ふぁ……」

　口の中に、また男の指がぐっと押し込まれる。今度は親指ではなく、人差し指と中指に舌を摘つままれ、口こう蓋がいを擦られて、項うなじの産うぶ毛げが逆立った。

「あ、ぁ」

　男の手を自分の唾だ液えきが伝う。ぽた、と畳たたみに落ちる音がやけに耳に付いた。

　上と下、両方を蹂じゆう躙りんされて、涙なみだが滲にじんだ。頭がぼんやりとしてきて、堪こらえるのが難しくなってくる。

「あ……」

　すぐに覚えのある感覚が湧わき上がってきて、嬌声を堪えたいのに声が漏れる。

「あっ、あ……ぅん……っ」

「弓弦、弓弦」

　弓弦に愛撫を施しながら、ここ数年呼ばれることのなかった名前を、龍鳳は幾いく度ども呼ぶ。そして、繰くり返し、好きだと言った。口を塞がれていたのもあり、弓弦は言葉を返せない。

　口から指が引き抜ぬかれ、自然と零こぼれた嬌声を龍鳳の大きな掌が塞いだ。息苦しくて、涙が出てくる。

「ん……っ……！」

　口を覆おおわれ、下肢をもみくちゃにされて、龍鳳の腕に縋すがりながらあっという間に弓弦は達した。

　びく、びく、と断続的に震える体を、龍鳳に抱だき込まれる。

　ようやく快楽の波が過ぎたころ、掌に飲み込まれた悲鳴を揶揄からかうように、龍鳳の指が唇くちびるを撫なでてきた。

　いつの間にか龍鳳の袖そでをつかんでいた手が、畳にぱたりと落ちる。

　──終わった……？

　震える腰こしをつかまれ、仰あお向むけに返される。弓弦の顔の横に左手をつき、見下ろす男の右手は、先さき程ほど弓弦が出した体液で汚よごれていた。

　早く拭ふけ、と言おうとした矢先、龍鳳は汚れた己おのれの手指に舌を這はわせた。

「な……にして」

　赤い舌が、やけに鮮せん烈れつに視界に焼き付く。それが、弓弦の出した白い体液を、味わうように舐るのを目まの当たりにして、くらりと眩暈めまいがした。

「待て、龍鳳、そんなの駄だ目めだって……」

　こんなのおかしい、待て、と何度も繰り返していた自分も、おかしくなっていたのかもしれないと弓弦は思う。

　龍鳳は、混乱している弓弦の下肢に、もう一度手を伸ばした。

「……っ、あ！」

　一度熱を放った場所を揉もみこまれ、扱しごかれると、再び弓弦のものが兆しはじめてくる。

　龍鳳は呆ぼう然ぜんとしている弓弦の下着を剝はぎ取り、足を開かせた。なにをされるのか、ぼんやりした頭では判然とせず、反応が遅おくれてしまう。

　──息が、熱い。

　太ふと腿ももの内側に、龍鳳の息が触れる気配がした。その熱さに、唇がわななく。

「りゅうほ……？」

　肌はだに食い込むくらい強くつかまれて、その痛みに体が震ふるえた。

「……っ」

　ちゅ、と音を立てて肌を吸われる。内腿に押しあてられた唇は、徐じよ々じよにある場所へと下りて行った。

　なにをされるのかわかって、ようやく意識が覚かく醒せいする。

「ちょ、待て、龍鳳！　待って！」

　慌あわてて龍鳳の頭を押さえるが、制止も空むなしく、ぐぐ、と顔が寄せられる。

「やめ、や、あ」

　駄目、と叫さけんだはずの声は、自身が発した嬌声にすっかりと塗ぬり替かえられてしまう。

　あっさりと、もしかしたら自身の最短記録で二度目の絶頂を迎むかえたとき、弓弦の意識はふっと遠のいた。










「ひっでえ顔だな。どうした？」

　翌朝、朝食を誘さそいに来た伊吹に開口一番問われて、慌てて顔を擦こすった。

　それほど普ふ段だんと違ちがうつもりはなかったが、妙みような後ろめたさを覚えてしまって、ひどく動どう揺ようしてしまう。

「……いや、寝ねつきが悪くて」

　寝るのが遅おそかったせいか、顔色がよくないのかもしれないと笑ってごまかすと、伊吹は特に気にした様子もなく、ふうん、と相あい槌づちを打った。

「あー、でもこの家静かだもんなぁ。静かすぎて寝にくいときってあるよな」

「そうそう」

　他愛のないことを言いながら、二人で並んで大広間へ向かう。

　昨日となにも変わったところはないはずなのに、決して仲のよくなかった相手とあんなことになってしまったためか、もしかしたら変な空気でも醸かもし出しているのかと不安になる。そんなはずないと思う頭がある一方で、目ざとい人には気づかれるかもしれないと戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、弓弦は浴衣ゆかたの襟えりを正した。

「……っ」

　刹せつ那な、ぴりっと引っかかれたような痛みが首筋に走って、弓弦は顔を顰しかめる。なんだ、と手を伸ばして項に触ふれ、ふと昨晩の記き憶おくが蘇よみがえった。

　龍鳳の唇に、歯に、爪つめによって残された痕あとに、かっと頰ほおが熱くなる。

「なに？」

「……や、なんでもない」

　顔に笑えみを張り付けながら、首を撫でた。

　あの男は昨晩、どこにどれくらいの痕こん跡せきを残したのだろう、と冷や汗あせをかく。

　今朝目が覚めると、布ふ団とんの中に龍鳳の姿はなかった。すっかりと乱れた浴衣を着せなおしてくれていたらしく、汚れもきれいに払ふつ拭しよくされていた。

　龍鳳はあれ以上、弓弦になにもしなかったらしい。意識がほとんどなかったからかもしれないが、もしあれ以上のことをされたら本当に泣き喚わめいていたかもしれない。

　時計を見るとまだ早い時間だったので、弓弦はそのまま誰だれにも見つからないようにあてがわれた本宅の客間に戻もどってのろのろと着き替がえを済ませたのだ。

　昨夜の出来事はいったい、なんだったのか。

　夢かと思うには、龍鳳の感覚が体のそこかしこに残っていて現実逃とう避ひをすることができない。好きだった曾そう祖そ父ふの部屋で一体なにを、と後こう悔かいの念も湧わいてくる。

　伊吹の後に続いて大広間に入ると、龍鳳はまだ来ていないようでほっとした。

　龍鳳が座るはずの席から一番遠い、対角の席に腰を下ろす。

「あれ？　そこに座るのか？」

「……席は決まってないんだから、いいだろ。たまには一番端はじっこでも」

「まあ、そりゃそうだけど」

　そう言って、伊吹は弓弦の横に座る。一枚壁かべができたようでほっとした。

　弓弦より早く離はなれを出たのに、一体龍鳳はどこにいったのだろうか、と思いながら箸はしを取ると、龍鳳が大広間へ入ってきた。

　つい固まってしまった弓弦と違い、龍鳳はいつも通りの澄すました顔をして目の前を通り過ぎ、こちらを見ようともしない。

　落ち着かない気分で味み噌そ汁しるを啜すすり、弓弦はちらりと様子をうかがってみるが、やはり視線は交わらない。

　結局、龍鳳は席を立つまで、一度も弓弦のほうを見ることはなかった。

　昨夜、あれだけ弓弦の名前を呼んで、好きだと繰り返して、体を暴あばくように触れてきた痕跡など、微み塵じんも残っていない。

　──いや、違うか。

　けれど、いつもならどうしていたって合うはずの視線が一度も合わなかったことで、昨晩のことは事実なのだな、と確信してしまう。やはりどこか、不自然なのだ。

「……なあ、伊吹」

「んー？」

「……寝た相手が、次の日何事もないっていうか、そのこと自体に触れようとしないときって、相手はどう思ってるんだと思う？」

　朝食の席には相応ふさわしくない話題かと思いつつ問いを投げると、伊吹は咀そ嚼しやくをしながら目を丸くしている。

「そりゃ、恥はずかしいんじゃねえの？」

　相手を女の子で想像した場合はそういうこともあるのかもしれないが、長身で同い年の男のことだ。

　しかもこの場合、恥ずかしがるべき立場は自分のほうなのかと頭を悩なやませる。

「いや、なんかそういうんじゃなくて……全くの他た人にん行ぎよう儀ぎっていうか」

　キスもしていないし、最後までいたしたわけではなかったが、悪ふざけや血けつ縁えん同士でする接せつ触しよくを逸いつ脱だつした行こう為いだったはずだ。

　昨日嚙かまれた首筋がやけにちりちりと痛み出してきて、弓弦は首を擦さする。

「目も合わせない、話しかけない、的な」

　平素からその兆候はあったものの、なにか反応があってしかるべきではないのかと。

　重ねた弓弦に、伊吹は首をひねる。

「やっぱりイメージと違った、とか？」

「イメージ……」

　触さわってみたら、男だったから興が削そがれた、ということだったのか。その割にはぐったりするまでされた気がする、と眉まゆを寄せる。

「それか、一回こっきりでよかったから、それ以上関かかわる気ないとか？　一回やったくらいで彼氏気取りとかありえないんですけどうけるー、的な」

「……おい」

「もしくは、初めからなんらかの目的があったとか？」

　冗じよう談だん交じりに投げられた言葉が一番信しん憑ぴよう性せいがある気がして、硬こう直ちよくする。

　──そういえば、あいつ全然脱ぬがなかったし……。

　弓弦の浴衣をさんざん乱しておきながら、龍鳳は襟ひとつ着き崩くずさなかった。

　けれど何度も名前を呼び、好きだと触れてくる昨日の様子が、全くの噓うそだとは思えなかった。伊達だてや酔すい狂きようであんなことを出来るはずがないし、なにより触れる肌や声の熱っぽさは、演技ではなかったように思う。

「ま、本気で好きなら本人に訊きいてみれば？　そうじゃないなら、一回美味おいしい思いをしたとでも思って」

　──誰が誰を好きだって!?　美味しい思いなんてするか！

　そんなことを伊吹に言えるはずもなく、弓弦は無言で箸を思い切り握りしめた。







　初めのうちこそ動揺し、不安になってもいた弓弦だったが、昼を回るころには「なんであいつのことなんかで」という怒いかりがふつふつと湧わいてきた。

　今まで嫌いやなことを言う男だったが、今回のことが冗談やなにかだったら本当に性質が悪い。もしそうではないというのだったら、真意が知りたい。

　羽は織おり袴はかまに着替えた弓弦は、門下生が来る前にと龍鳳を捜さがした。

　ほとんどおまけ扱あつかいの弓弦や伊吹と違い、本家跡あと取とり候補の龍鳳は忙せわしない。けれど、会合が終わるまで待っているのは相当なストレスだった。

　座ざ敷しきを一つ一つ開けて、「龍鳳知りませんか？」と声をかける。

　目もく撃げき情報をもとに足取りを追っていくと、龍鳳はお手伝いの女性と茶室の前の廊ろう下かを歩いていた。その両手には大きな花器が抱かかえられている。

　女性と話していたためか、龍鳳は弓弦が正面に立ちはだかって、ようやくその存在に気付いた。

「龍鳳、昨晩の──」

　ことについてちょっと聞きたいことが、と口にするより先に、龍鳳の手がびくりと強こわ張ばった。

「あ」

　そう発したのは、二人同じタイミングだったかもしれない。

　透すかし彫ぼりの花器は龍鳳の手から離れ、廊下へと垂直に落下した。

　弓弦は咄とつ嗟さに手を伸のばしたが間に合わず、数百万円と思おぼしき花器はやけに甲かん高だかい音を立てて割れた。

「あーっ！」

　慌あわててしゃがみこみ、破は片へんを拾う。粉々、とまではいかないまでも、接ついでもきれいにはならない程度にはばらばらに割れてしまった。

　龍鳳は、落としたときの姿勢のまま固まってしまっている。

　陶とう器きの割れた音に、親族や門下生が顔色を変えてわらわらと集まってくる。

「おい龍鳳。破片飛んでるから動くな……痛っ」

　拾い上げた破片で、うっかり指を切ってしまう。するとその声にやっと反応したのか、龍鳳がしゃがみこんで弓弦の手を摑つかんだ。

「もういい、お前も触るな」

　注意しているそばから怪け我がをした弓弦に呆あきれているのだろうか、とうかがうと、真しん剣けんに心配しているような顔をしていて調子が狂くるう。

　どんな顔をしていいかわからずにいる弓弦に、龍鳳が表情を曇くもらせた。

「俺の不注意だ。すまない」

「え、いや、そんなことは……」

「藤ふじ井いさん、すみません。ここの掃そう除じをお願いできますか」

　藤井と呼ばれた傍かたわらの女性は、慌てて掃除用具を持ってきててきぱきと片づけをしてくれる。そのときに絆ばん創そう膏こうをくれたが、何故なぜか弓弦にではなく龍鳳に渡わたしてしまったため、弓弦の指に龍鳳が絆創膏を巻くという事態になってしまった。

　そのうちに家元である伯母おばがやってきて、微かすかに顔色を変える。

「花器を割ってしまったの？　あらやだ、弓弦くん怪我したの!?」

「大だい丈じよう夫ぶです。でも結構派手に割れちゃって……」

「いいのいいの。形あるものはいつか壊こわれるんだし」

　お気に入りだったけど、と付け加えられて、他人ひと事ごとだというのに焦あせってしまう。

「あの、ちなみにこれってお幾いくら……」

「ん？　そうね……確か百五十万くらいだったかしらね」

　けろりと返ってきた答えに、思わず「げ」と声を漏もらしてしまう。

　本家にとっては「ちょっとお高い花器」でも、社会人四年目の弓弦にはローンを組ませてほしいくらいの価格だ。

　──この場合、責任は俺にはない……はずだよな？

　声をかけたのがきっかけかもしれないがそれだけで、別に驚おどろかせるようなことはなにもしなかった。

　このやりとりに、まだ呆ぼう然ぜんとしていた龍鳳がはっとして口を開く。

「申し訳ありません。割ったのは俺です。破片を拾ってくれた弓弦に、少し怪我をさせてしまいました」

　やけに言いにくそうに「弓弦」と呼んだ龍鳳に、なんだか妙みような感じを覚えてしまったのは弓弦だけらしい。誰だれもなにも言わないので、そのまま口を噤つぐんだ。

　伯母はぴっと背筋を伸ばして、目を丸くする。

「珍めずらしいわね。あなたがこんなミス」

「……すみません」

　それほど、弓弦の登場に動どう揺ようしたということだろう。

　やはり、昨日の彼の態度は噓ではなかったのだ、とこんなところで再さい確かく認にんしてしまう。

「すぐに、替かえの花器を持ってきます」

「そうね。どれにするかは任せるわ」

　今度は割らないようになさい、と冗談めかして言った母親に苦く笑しようし、龍鳳は踵きびすを返した。

　こちらを見ようともしなかった龍鳳の背中を見ながら、自分の出番があるまでやることはないので、いつものように庭に下りた。

　中庭から母おも屋やを望むと、若い女性たちがぞろぞろとやってきているのが見て取れた。きらびやかなその女性たちが、先週来ていた面子メンツと同じなのか、それとも新しく候補としてやってきた女性たちなのかは、弓弦にはわからない。

　この中の誰かが、いずれ龍鳳と志納流を支えていくのだろう。

　──……あいつ、昨日どういうつもりで、俺にあんなこと言ったんだよ。

　ひらひらとたなびく袖そでを見つめながら、龍鳳が背負う跡あと継つぎの重責、流派を継いでいくことの意味を、弓弦は考える。

　──あいつは、どんな思いで昨日あのことを俺に告げたんだろう。

　たまたま弓弦に言い逃のがれできそうにない場面を見られて言ってしまったのかもしれないが。

　苦笑しようとした頰ほおが、昨晩のことを思い返すとにわかに引きつる。

　──沢たく山さん女の人が嫁よめになりたいってここに来てんのに、あいつはなにをとち狂くるってんだか……。あんなこと、可愛かわいい女の人とした方が楽しいに決まってるのに。

　そう思うのは噓うそじゃないのに、顔が、笑うのを忘れたように強張って、弓弦は自分の顔の皮ひ膚ふを引っ張った。

「おーい、なにしてんだ。そろそろ始まるぞ」

「ん……」

　弓弦を見つけ、庭に下りてきた伊吹が怪け訝げんな顔をする。

「どした？　なんかあったか？」

「いや、別に……」

　話も出来ないまま立ち去ってしまった男が、視界の端はしに映った。どうやら代わりの花器を見つけてきたらしい。

　こちらに気づいていない様子で、いつもの落ち着き払はらった表情だ。それを見て、微かに胸を撫なで下ろす。

「そういえば、さっき龍鳳が花器割ったんだって？」

「あー……そうだな。一いつ介かいのサラリーマンの俺には到とう底てい支し払はらえない、たっかいやつな」

　固まった龍鳳の顔を思い出して、覚えず苦笑する。

「あいつがそういうミスすんの珍しいな。お前ならともかく」

「俺だって小さいころならともかく、花器なんて割ったことねえよ」

「実は弓弦が割ったとか？」

「……もしそうだったら、なんであいつが俺なんか庇かばうんだよ」

　万が一にもあり得ない。しかし、意外と伊吹以外にもそう思う輩やからが多いのかもしれない。冤えん罪ざいだ、と眉まゆを寄せる。

「そういえば、龍鳳ってたまにそういう大ポカやらかすことあったよな」

「そうだったか？」

　ほんの小さいころはともかく、記き憶おくの中の龍鳳はいつもしれっとした顔をして意地の悪いことを言い、そのくせ弓弦が言い返すのを躊躇ためらうくらい何事も完かん璧ぺきにこなす。そういう男だ。

　けれど伊吹は、弓弦の記憶の中の龍鳳を否定する。

「確かにいつもは完璧主義者みたいな顔してるけど、そうやって取り澄すましてるくせにとんでもないミスやらかすから覚えてる。ほら、いつだったか……お前らがまだ小学生のころ、ふざけて四つ身着せられたことあったろ」

「あー……」

　女児が生まれず、出番がなかった親・祖母世代の七五三の着物を、悪乗りで着させられたことがある。弓弦も龍鳳も抵てい抗こうしたのだが、結局逆らいきれなかった。まだ、龍鳳と仲が良かったころだ。

「すげえ嫌いやだったのは覚えてる。七五三風の厚あつ化げ粧しようまでされて」

「そうそう。で、そんときに龍鳳、墨すみかぶって着物真っ黒にしてさ」

「そうだっけ？」

「なんだ、覚えてねえの？　いつもやんちゃなお前じゃなくて、おとなしくてちゃんとしてた龍鳳のほうがやらかしたから、すげえインパクトあったのに」

　曰いわく、その姿のまま二人揃そろって、書道、華か道どう、茶さ道どう、と一通りやらされる予定だったらしい。だが、龍鳳は書道中に着物の裾すそに墨を垂らし、慌あわてた拍ひよう子しに硯すずりをひっくり返して汚よごしてしまい、結局弓弦だけが女装したまま一日を過ごす羽目になったとのことだ。

　確かに、最初は龍鳳も四つ身を着ていたという記憶があるのだが、いつの間にか自分だけが女の子の格好をさせられたままだったような気がしていたのだ。けれどその経緯いきさつを覚えていなかった。

「二人とも女の子にしか見えなかったよな。別室で着き替がえさせられたから、お前ら顔合わせてお互たがいびっくりしてて、それがすげえおかしくて」

「……うるさいな」

「あと、庭でかくれんぼしたまま行方ゆくえ不明になったときも」

「それは覚えてる。四阿あずまやの裏で寝ねちゃったんだよ」

　その件に関しては、「龍鳳がやらかしたポカ」ではないはずだ。どういうことかと訊きくより早く、伊吹が思い出し笑いをする。

「あれもさ、お前は寝こけてたけど、龍鳳は結構前に目が覚めてたみたいで。大人が必死に捜さがしてるのに、声上げなかったんだよな」

「あー、かくれんぼだったから？」

「じゃなくて。お前が寝てるから起こすの忍しのびなかったんだと。で、弓弦が肩かたによっかかって寝てたから、次の日まで腕うでがしびれて稽けい古こできなくて」

　そのくだりも、まったく覚えがない。子供の記憶とはいえ、結構いい加減だ。

　なんだか時間差で気まずい思いをしていると、伊吹が「あれ？」と首を傾かしげる。

「なんか龍鳳が間ま抜ぬけなことするのって、弓弦絡がらみが多くねえか？」

「え」

「相あい性しよう悪いのかね、お前ら」

　ははは、と笑い飛ばした伊吹に、弓弦は眉を寄せる。どうせ相性がいいと思ってはいなかったが、改めて人に指し摘てきされると愉ゆ快かいではない。

　澄ました顔で廊ろう下かを歩く男を、弓弦は睨にらみつけた。視線を感じたか、龍鳳がふとこちらを見やる。遠目ではあったが、目が合ったような気がした。

　龍鳳はびくりと身をこわばらせ、再び花器を取り落としそうになる。

「うおお、危ねえ」

　同じくその様子を見ていた伊吹の科白せりふに、弓弦は首しゆ肯こうする。

「なにやってんだ、あいつ。調子悪いのかな」

「……さあ」

「あ、また相性悪い弓弦のせいか」

　冗じよう談だんめかした伊吹に、そうかもね、と力なく返す。

　今度は割らずに済んだらしい龍鳳は、数秒ほど身をかがめて、また先さき程ほどと同じように背筋を伸のばして歩き出した。

　けれど、その様子はいつもよりもぎこちない。どことなく顔も強こわ張ばっていて、それは昨日の夜みた彼の様子と重なった。

　今までの付き合い方と、今朝の様子があまりにいつもどおりに見えたから、ずっと彼のことを疑っていた。

　──もしかして、龍鳳は。

「龍鳳って、お前のこと気にしてんだなあ」

　弓弦の思考を継ぐように言った伊吹に、瞠どう目もくする。まさか口に出してしまっていただろうかと内心焦あせった。

「は……？　え？　なに？」

「いや、だから、さっきも思ったけど、龍鳳って昔からお前のことばっかり気にかけてるから。花器の件も庇かばってもおかしくないかなって」

　伊吹の科白に、一体なにを言ってるんだと当とう惑わくする。

「あの、俺、小さいときからこの年になるまで、あいつには結構いじめられてるような気がするんだけど」

　それを自己申しん告こくするのもなんだか空むなしい。伊吹はその返答を受けて、頭を搔かいた。

「そうかもしれないけど、龍鳳って態度が誰だれにでも一いつ緒しよというか素っ気ないやつだろ？」

「……そうかな？」

「そうだろ。その点、弓弦に対しては昔っから特別扱あつかいだし。意地が悪いったって、あれはまるっきり『好きな子をいじめる』ガキだったろ」

　その指摘に、昨晩のことが蘇よみがえって弓弦はうつむく。

　男同士だからちょっと違ちがうかもしれないけど、と伊吹の笑う声が、やけに遠く聞こえた。

　──……なに言ってんだよ。

　あり得ない、と言ったつもりが、声にならなかった。

　だったら、どうして逃にげる。どうして、なにもなかったみたいな態度をとるのか。

「俺、ちょっと頭冷やしてくる」

「え？　おい、どこ行くんだよ」

「庭」

　庭のどこだ、と問う伊吹に応こたえず、弓弦は当てもなく庭を散策する。

　近寄ってはいけない、と思うのに、足は龍鳳の住む離はなれのほうへ向かっていった。

　──あれだ、犯罪者が現場に戻もどる心理……は違うか……。

　気になってしょうがないから、怖こわい場所にも近づいてしまう。そんな心理がわかるような気がして、今は龍鳳がいないとわかっている場所へとのろのろと向かう。

　部屋の主あるじが不在なのを知っているので、弓弦はまっすぐ縁えん側がわに向かい、腰こしをかけた。

　深々と嘆たん息そくし、じっと地面を見つめる。面おも白しろいことなどなにもないのに、まったく退たい屈くつなど覚えず、時間がただただ流れていく。

　どれくらいそうしていたのか、ぼんやりとしている弓弦の前にふと影かげがさす。

　顔を上げると、眼前に龍鳳が立っていた。どこか焦ったような表情で、目が合うなりまた逸そらされる。

「……どこか、具合が悪いのか？」

　顔を背そむけたまま告げられた言葉に、首を傾げる。

「なんで。別に」

　少々素っ気なく響ひびいた弓弦の返答に、龍鳳が表情を硬かたくする。漂ただよう緊きん張ちよう感かんに、そういえば昨日の夜から、二人きりになるのはこれが初めてだと気付いた。

　訊きたいことは多々あったはずなのに、いざ顔を合わせるとなにを言ったらいいか、わからなくなってしまう。視線の行き場をなくして時計を見ると、既すでに昼を回っていた。

　どうしたものかと思っていると、なにやら懐ふところをがさがさと探さぐる音がする。顔を上げると、龍鳳があんぱんを差し出していた。

　──なぜあんぱん……。

　どこから出してんだ、とか、お坊ぼつちゃんのこいつも庶しよ民みん的なもの食べるんだ、とか言いたいことはあったが、つっこみどころを迷っている間に、龍鳳がずいとそれを差し出してくる。

「……なにこれ」

「食べる、か？」

　昼飯時だし、確かに空腹ではあるのだが、それにしてもなぜ。

　親切なのかどうなのかわからないが、どちらにせよ眼前の男がこうして歩み寄って来るのが珍めずらしくて逡しゆん巡じゆんしてしまう。

「やるよ」

「あー……じゃあ、半分もらう」

「……半分？」

「お前、飯食った？」

　弓弦が訊きくと、龍鳳は首を横に振った。

「そ。じゃあ半分こ」

　少々子供っぽい言い回しだったか、と思いながらもそう提案すると、龍鳳はものすごく難しい顔をしながら、あんぱんの袋ふくろを開けた。

　それを適当に手で割ってくれたのだが、大きさに結構な差が出てしまった。

　──こんなときになんて微び妙みような……。

　とはいえ、ここは所有者たる龍鳳を立てて小さいほうに手を伸ばそうとすると、意外にも龍鳳は大きなほうを手て渡わたした。

「え……」

　たかがあんぱん一つで、と自分でも思うのだが、あまりの龍鳳らしくなさに、弓弦は目を瞠みはる。

　思わず凝ぎよう視ししてしまうと、龍鳳がかっと耳を赤くした。

　その反応を鑑かんがみるに、偶ぐう然ぜんではなく、意図的に弓弦に大きなほうを寄よ越こしたのだと確信した。

　ありがとうと言ったほうがいいのか、と迷っていると、龍鳳は頰ほおを染めたまま一度は渡わたしてくれたあんぱんを取り上げ、小さいほうを弓弦の手に載のせる。

　そして、大きなほうを口の中に押し込んでしまった。

　──……こ、子供か。

　世の中の、この男を「貴公子」と呼んでいる女性たちに現実を見せてやりたいところだ。おかしくて笑い出しそうになったが、なんとか堪こらえつつあんぱんをかじった。

　パンを食べながら、ふとこれまでの龍鳳とのやりとりを思い返す。当時は自分も同い年で気が付かなかったが、今振ふり返ってみると、やっていることは伊吹の言うとおり「好きな子へのいじわる」のようであった。

　じっとその顔を見つめると、龍鳳はばつが悪そうに顔を逸らす。よくよく観察すれば、「意地悪をしてすっきりした」というより、「やってしまった……」と悔くやんでいるようにも見えてきた。

　──そっか、あんまり嫌いやなことばっかされるから、俺もこいつの顔って今まであんまり見ないようにしてたのかも。

　いつから、こんな表情をしていたのだろう。そういえば、昨晩もこの男の顔はあまり見ることができていなかったかもしれない。

　無言で注視する弓弦に耐たえ切れなくなったのか、龍鳳はじゃあ、と踵きびすを返そうとした。弓弦は、男の袴はかまを摑つかむ。

「待てよ」

　うるさい、とふり払はらわれるかと思いきや、龍鳳は弓弦の言うとおりぴたりと足を止めた。

　けれど、振り返ろうとしないので、つんつんと袴を引っ張る。

「なあ、龍鳳」

「……なんだ」

　微かすかに、龍鳳の声が震ふるえた気がした。その声はまるで、緊張しているように聞こえる。

　あり得ない、と苦く笑しようした。

「お前、俺のことどうしたいの？」

「な……！」

　やけに大きな声を出すので、弓弦のほうがびっくりしてしまう。見下ろす龍鳳は、唇くちびるを引き結び、なんとも形容しがたい顔だ。

　本気で、眼前の男のことがわからない。

　志納流の次期家元で、見た目も端たん整せいで男らしくて、嫁よめも選びたい放題だというのに、好きだと言って男の弓弦に手を出した。

　今まで散々いやがらせをしておいて、突然、今までずっと好きだったと昨晩のように口説く。

　でも、今日はまともに目も合わせないし、言い訳のひとつもしない。こんな風に好意を垣かい間ま見せるようなこともするけれど、嫁取りは続ける。

「俺は……」

　眼前の龍鳳が、躊躇ためらいがちに口を開く。続く言葉を聞くのに緊張して、弓弦は目を逸そらしてしまった。

「──弓弦！」

　龍鳳が何事か言うより先に、声が割って入る。はっとして見やると、伊吹が手を振りながら歩いてきた。

「伊吹」

「どこ行ってたんだよー。片付かないから昼飯早く食えってさ」

「あ、うん」

　話の腰こしが折おれてしまったけれど、伊吹がいれば続けるわけにはいかない。それでも話を振った手前、弓弦は龍鳳をうかがう。

　その視線を追って、伊吹が目を丸くする。

「……なに？　今いま更さら仲良くなったの？」

　そんなんじゃない、と返すと、伊吹が肩かたを組んできた。

「ていうか、龍鳳。お前のほうから言ってやってくんない？　あんまり弓弦を呼び出すのやめてやってくれって」

「……は？」

　龍鳳が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

「だから、俺らと違ちがって弓弦は会社員なわけだ。休日返上で来てるんだよ。雪ゆき子こ叔お母ばさんは本家に呼び出されると断らない人だろ？　来たくもないのに強制参加させられてかわいそうじゃん」

　確かにそうは言ったけれど、なんだか陰かげ口ぐちを叩たたいていたように聞こえてしまう気がする。

　龍鳳は顔を曇くもらせたまま、そうなのか、と呟つぶやく。

「そうなの。お前に付き合って値ね踏ぶみされてる俺たちの身にもなれよー。お前の嫁取り、俺と弓弦には関係ないし」

　伊吹にとっては何気ない言葉だったかもしれないが、龍鳳の表情が強こわ張ばるのがわかった。

　龍鳳が誰だれと結婚しようと関係ない、と弓弦が言ったようにも聞こえただろうか。

　もう少しほかの言い方があったのではないか、と思うけれど、なんと言えばいいのかわからない。あんなことがあった後だから、余計に龍鳳を避さけたがっているように聞こえるかもしれない。

　龍鳳は弓弦を見て、視線を伏ふせる。

「……そうなのか？」

「あー……休日は休みたいっていうのは本音かな」

　今までは嫌いやな思いばかりするし、休日が潰つぶれるのは歓かん迎げいしがたい事態だった。

「……もうここに来たくない、ということか」

　なにもそこまでは言っていない。けれど傍かたわらにいる伊吹を意識してしまって、どう答えればいいかと窮きゆうしているうちに龍鳳は「わかった」と呟いた。

　そのあからさまに落らく胆たんした、と言わんばかりの様子に、罪悪感を覚えてしまう。

　嫌味を何倍にも返すような男のくせに。会えば嫌なことしか言わなかったくせに、どうしてそんな顔をするのか。

「──じゃ、戻もどるか」

　きりのいいタイミングを見計らったのか、伊吹が口を開いた。

　組んでいた肩を外し、踵きびすを返した伊吹のあとに続く。

　龍鳳は先さき程ほど、弓弦の問いになんと答えようとしたのだろうか。確かめることはもうできないかもしれないと思いながら歩く。

「弓弦」

　後ろから呼ばれて振り返る。先程の場所から動かない龍鳳が、こちらを見ていた。

「──噓うそじゃない」

　その言葉が、どこにかかるかわからない。

　なにが、と訊きけないまま、弓弦は母おも屋やのほうへ向きなおり、離はなれを後にした。

「よかったじゃん」

「え……？」

　不意に話しかけられて、弓弦ははっとする。

「俺は一応志納流の世話になってるから無理だけど、お前はこれで、しばらく呼ばれずに済むだろ」

「え、ああ」

「なんだよ。嬉うれしくないの？　迷めい惑わくそうだったくせに」

「いや、うん。嬉しいよ。やっと休日に休めるし」

　それは嬉しいけれど、なんだか素直に喜べない自分がいる。話も途と中ちゆうだったし、誤解もさせたような気がした。それを言い訳しなかったのは弓弦自身だったが。

　去り際ぎわの龍鳳の悲しげな表情を思い返し、落ち着かない気分にさせられた。







　龍鳳と別れ際にした会話のせいか、翌週から、弓弦が呼び出されることはなくなった。

　伊吹は相変わらず、本家通いを続けているらしい。

　母はそのことを嘆なげいていたけれど、今は結けつ婚こんする気もない、と伝えていたし、その後顔を見せなくなった弓弦に本家の面々がどう思っているかは、弓弦にとってはどうでもいいことだ。龍鳳と顔を合わせずに済むことも、少しだけほっとしている。

　ただ、別れ際に龍鳳に憂うれい顔を見せられたことが心に引っかかっているだけで。










　左側に上司、右側を広報部の社員に挟はさまれて、弓弦はテレビマンを名乗る饗あい庭ばという男性から名めい刺しを受けとる。

　饗庭は一見人のよさそうな小こ柄がらな男だが、円い眼鏡の奥の細い目が笑っているように見えなくて、少々不ふ審しんな印象だ。

　その名前の横に夜中に放送している経済ドキュメンタリー番組名が入っており、弓弦は目を丸くした。

「ああ、拝見しております。家に帰る時間が遅おそいので、自分としてはちょうどいい時間帯の番組というか」

「そうですか！　ありがとうございます！　それでですね、今度『若わか獅じ子したち』というテーマで、いろんな分野で活かつ躍やくしている男性をとりあげたいなと思いまして！　で、こちらのホテルには『男性ブライダルフラワーコーディネーター』がいるとうかがって、是ぜ非ひご出演いただきたく参りました！　男性で華か道どうの師し範はん代だいの腕うでをお持ちだなんて、まー、すごいですねえ！　僕なんて家内に花束一つ渡わたす気き概がいもありませんでねははははは！」

　こちらが口をはさむ暇ひまなくやけに大きな声でまくしたてられて、内心苦笑しつつも、「とんでもございません」と笑え顔がおを返す。

　既すでにこの依い頼らいを断れないことはわかっていた。ちらりと横を見ると、上司が「絶対に断るな」という目でこちらを睨にらむように微笑ほほえむという器用な技わざを見せている。

　それほど人数が多い職種ではないが、今は不景気のあおりもあり結婚式自体を執とり行わないカップルも増えている。ホテルに限らずブライダル業界は起死回生を図はかろうと必死なのだ。

　テレビの効果というのはいまだに大きく、宣伝するチャンスは逃のがせない。

　既に、上司や広報から「絶対に引き受けなさい！」というお達しも来ているので、弓弦の選せん択たく肢しなどないも同然だ。

　饗庭は、先さき程ほど弓弦の渡した名刺を眺ながめながら「ところで」と居住まいを正した。

「お花の心得のある志納さん、ということなんですけど、華道の志納流となにか関かかわりはあるんですか？」

　それなりの下調べはしているのだろう。そこが気にならないはずはないか、と弓弦は首しゆ肯こうする。

「ええ、現家元は伯母おばにあたります」

　弓弦の回答に、饗庭はぱっと表情を明るくした。

「そうですかー！　やっぱり！　では、次期家元候補という志納龍鳳さんとは……」

　ある程度予想はできていたとはいえ、龍鳳の名前を耳にして、少しだけ顔が強こわ張ばる。けれど、ホテルマンとして笑顔は崩くずさない。

　こうして話題に出されるということは、やはりテレビ業界での知名度も、一いつ般ぱんの認にん知ち度ども高い男なのだろう。

　もう、一か月は顔を見ていない。

「龍鳳は従兄いとこです」

　答えた弓弦に、饗庭は先程と同じ芝しば居いがかった口調で「そうですかー！」と声を上げた。

　ぺしり、と額を叩たたいて、饗庭が身を乗り出す。

「それでですね、こんなことをお願いするのが失礼だというのは先刻承知なんですけれど……できましたら龍鳳さんも、ご出演いただくというのは難しいでしょうか！」

「龍鳳を、ですか？」

　問い返した弓弦に、饗庭は大きく頷うなずく。

「ええ、ええ！　できましたら、で構わないのですが、何なに卒とぞお願いできたらと思いまして。あの、本当にできましたらでいいのですが、打だ診しんしていただけませんでしょうか！」

　できましたら、と言いながらも「どうにかしてほしい」としか聞こえないお願いの仕方に、弓弦は圧あつ倒とうされてしまう。

「それは……交こう渉しようするだけなら構いませんが」

　なぜ、依頼人ではなくこちらからするのだろうという疑問は湧わいたが、深く突つっ込まずにおく。

　弓弦の返事を聞いて、饗庭は大おお袈げ裟さに喜んで見せた。

「ありがとうございます！　ではですね、また詳くわしいことはご連れん絡らくさせていただきますので、今日のところはこの辺で失礼いたします！」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げると、饗庭はご機き嫌げんな様子で帰って行った。一行を見送って、応接室へ戻もどると、上司の久く喜きに手招きされる。

「なんでしょう？」

「お前、志納流の御おん曹ぞう司しと仲いいのか？　安やす請うけ合いして大だい丈じよう夫ぶなのか」

　先日変な別れかたをしてしまったので多少の気まずさはあるが、交渉するくらいなら問題ない。それに、龍鳳に直接言わずとも、家元である伯母に打診すればよいだけなのだから構うことはなかった。

「交渉するくらいなら別に……」

「バカ、交渉してダメでした、じゃ済まないんだぞ！」

「そういうもんなんですか……？」

　曰いわく、ホテルの宣伝込みだという話だったので、あまり不興を買いたくないのだそうだ。交渉次し第だいでは、番組内できっちりとホテルを紹しよう介かいする時間もとってくれるのだという。

　時間帯にしては高こう視し聴ちよう率りつをキープしている番組なだけに、ホテル側としては外せない仕事なのだろう。

　まさかそれほどの重責とは思いもよらず、弓弦は引いてしまう。

「……じゃあ、仕事帰りにちょっと電話してみます」

「仕事終わりと言わず、今すぐかけろ！　業務の一いつ環かんだ」

　そんな無む茶ちやな、と思いつつも、弓弦は無む理り矢や理り廊ろう下かに出された。

　伯母を通せば、よいも悪いも答えが返ってくるだろう。そう見み越こして伯母の番号に電話をかける。

　それなりに仲良くしている伊吹やほかの従兄たちと違ちがい、龍鳳の番号を弓弦は知らない。訊ききたいとも思わなかったし、訊かれることもなかった。それに、番号を知ったところで使う予定すらなかったからだ。

『はい、もしもし？』

「あ、伯母さん。ご無ぶ沙さ汰たしてます。弓弦です」

『あら、先日はお疲つかれ様』

　ここのところ呼び出されなかったのは龍鳳が手をまわしているからかもしれないが、一体なんと言ったのかはわからない。

　どういう理由を告げたのかと思っていると、伯母が電話の向こうでふふと笑った。

『もう、いい人がいるならそう言ってくれれば、余計な世話焼かなかったのに』

　やきもち焼かれなかった？　と楽しげに訊く伯母の声に、弓弦は首をひねる。

「いい人って」

『龍鳳から聞いたわよー。もう間に合ってるって。雪子さんも「是非うちの子も」なんて言うから──』

　つまり龍鳳は、弓弦があの「お見合いの席」を辞退したのは、既に心に決めた人がいるから、というふうに説明したらしい。

　特にそんな当てもないので伯母を欺あざむくのは良心が痛んだが、間に合っているのは確かなので龍鳳の尻しり馬うまに乗っておく。

『あなたたち、そういうこと話す間あいだ柄がらだったのねー。ちょっとびっくりしたわ、おばさん』

「ははは……」

　そういうことを話す間柄ではないが、従兄弟いとことしてのなにかは超こえてしまった間柄のような気もして、笑って誤ご魔ま化かす。

　血けつ縁えん者から見ても不仲に見える関係だったというのに、今いま更さら好きだというようなことを言われて信じることができないのは、別に弓弦がひねくれているからというわけではないのである。

「ええと、それより今日はちょっとお願いがあって」

『あら、なあに？』

　テレビ出演をすることになったが、龍鳳も一いつ緒しよに出てほしいという依頼があったことを伝える。ほぼ業務命令なので断られたら少々困る、というのは濁にごすと、伯母は『あらぁ』と声を上げた。

『そうねえ……ちょっと龍鳳に訊いてみてくれる？』

「えっ」

　親密さをにおわせる話をした後で、今更電話番号をしらない、とは言えない。

　どうしたものかと逡しゆん巡じゆんしていると、伯母はそのまま電話を龍鳳に回してくれた。

　──あっぶねえ……けど、どう話せばいいんだ？

　電話で龍鳳と話したことなどないので、なんだかいやに緊きん張ちようしてしまう。しばらく待っていると、電話の向こうで『龍鳳、弓弦くんよー』と声がした。僅わずかな間のあと、がらがらがしゃん、となにかが倒たおれ、崩れる音が聞こえる。

　一体何事かと目を剝いていると、静せい寂じやくの後に『はい』と低い声が返った。

「あ、龍鳳。あの、俺……弓弦だけど」

『……なにか用か』

　数十秒前の騒そう音おんから察するに、なにか取り込み中だったのかもしれない。またかけ直すのには少々覚かく悟ごがいるので、早いところ切り上げてしまったほうがいい。

「あの、実は」

　事のあらましを説明すると、少しの間の後、意外にもすぐ『いいぞ』という言葉が戻ってきた。

「え！　本当か？」

　まさか快かい諾だくしてもらえるとは思わず訊ねてしまう。

『……本当か、ってどういう意味だ』

　嫌いや味みの一つでも言って断られるかと思っていた。それに、この間のことがあったので、正直なところ是ぜとは言ってもらえないだろうと。

「まあその、ほぼ断られるかなーと思ってた」

『……断ってもいいんだぞ』

　それは困る、と即そく答とうすると、電話の向こうでふっと笑う気配がした。

『どうしてもって言うなら、引き受けてやらんこともない』

　居い丈たけ高だかな科白せりふだが、冗じよう談だんを言うような声こわ音ねだったので腹も立たず、弓弦も苦く笑しようしつつ素す直なおに頭を下げた。

「どうしても、お願いします」

『そこまで弓弦が言うなら、承知した』

　了りよう承しようの言葉が、いやに優やさしく響ひびいた気がして、どきりとする。無言になった弓弦に、龍鳳がどうしたと訊いてきた。

「あ、うん。ええと、助かる。ありがとう」

『どういたしまして』

「ええとじゃあ、詳しいことはまた連絡する。こっちからか、テレビ局のほうからかはわかんないけど……」

『待て。俺の連絡先しらないだろ？　この後、俺のほうからメール入れておくから』

「あ、ありがとう。じゃあ、また」

　電話を切って、弓弦は応接室へ戻る。久喜が、恐おそる恐るというようにうかがってくる。

「どうだった？」

「大丈夫です。出てくれるって」

「よかった！　じゃあ饗庭さんのほうには俺から連れん絡らくしておく。もう仕事戻もどっていいぞ」

　はい、と返事をして再び応接室を出て業務に戻る。

　携けい帯たい電でん話わにメールの着信があったのに気付いたのは、終業後のことだった。先さき程ほど宣言した通り、伯母おばから連絡先を訊いたらしい龍鳳からで、時間を見るとつい一時間前に来たらしい。あちらも仕事で忙いそがしかったのだろう。

　件名はなく、本文もメールアドレスと電話番号、それと「龍鳳」という名前だけの素っ気ないメールだ。しかし、名前のあとに、何故なぜかくらげのような宇宙人の絵文字が付ふ与よされている。

　──なぜ火星人。

　気に入ってるのか、と思いつつアドレスと番号を登録して、弓弦も返信する。

「……なんか、龍鳳の連絡先を知ってるって状じよう況きようが不思議だ」

　個人的な用事もないし、会う機会も多い従兄の番号など、殆ほとんど訊く気にならなかったというのが本音だ。

　それに、つい先日まで、龍鳳の連絡先だけは絶対に自分の携帯電話に登録されることなどないと思っていた。

　志納龍鳳、という堅かた苦くるしい字じ面づらが連絡先に並ぶのを見て、なんだか変な気持ちになった。


















　龍鳳とテレビ局のスケジュールとの兼かね合いで、撮さつ影えいは打だ診しんをした翌週の水曜日に行われることとなった。

　撮影場所は、龍鳳の自宅応接間だ。スケジュールの都合で、弓弦と龍鳳を同日に撮影することとなり、龍鳳側からの希望で朝から、弓弦が同席する形で取材が始まる。一いつ旦たん弓弦とテレビクルーが落ちあい、弓弦の案内で本家へと向かった。

　志納本家に到とう着ちやくすると、その門構えの大きさや、敷しき地ちの広大さに思わず「でけえ」と漏もらされた声が聞こえた。

　母おも屋やに向かって歩いていると、龍鳳が迎むかえに出ていた。よう、と弓弦が挨あい拶さつするより先に、饗庭がどうもどうも、と言いながら走り寄っていく。

「この度たびはどうも、ありがとうございますー！」

　やはり芝しば居いがかった口調で饗庭が言うと、龍鳳が静かに微笑ほほえむ。

「ご足労をおかけします」

「まさか龍鳳先生が取材を受けてくださるなんて、思いもしなかったので、感激です！　末代まで自じ慢まんできますよ！」

「いえ、とんでもない。まだまだ未熟で」

「いえいえ！　どういう手を使った、なんて問いただされるくらいで！　いやあ、本当に貴重なお時間を頂きましてありがとうございます！」

　大おお袈げ裟さなことを言う饗庭の科白に引っ掛かかりを覚えて、弓弦は首をひねる。

　撮影の準備が始められて、弓弦はその前にと慌あわてて龍鳳のもとへ行った。

「龍鳳！」

　つんと着物の袖そでを引き、龍鳳の耳元に口を寄せる。

「お前、もしかして普ふ段だん取材とか受けないの？」

　身をかがめた龍鳳が、ふっと笑えみをこぼす。

「まあな。……最近はテレビ取材を受けないことが多いな」

　曰いわく、テレビを見て地域の志納流の教室へ来る人が増えるのはいいのだが、龍鳳に会えないと知るやすぐにやめてしまうらしい。そうなると、教室にいる講師の負担が大きくなるということで、龍鳳自ら取材に制限をかけているそうだ。

「それならそうと言ってくれたら……」

　断れる案件だったかどうかはともかく、事情を考えれば少しは考えたのに。

　悪いことをしたと悔くやむ弓弦に、龍鳳が口の端はしを上げる。

「じゃあ今から断るか」

「えっ！」

　申し訳ない気持ちに噓うそはなかったが、今いま更さら断られるのも非常に困る。

　慌てていると、龍鳳が意地悪そうな顔をした。

「冗談だ。……弓弦が困るんだろ。なら別に、一回くらい構わない」

　そう言って、龍鳳は弓弦の頭をぽんと叩たたいた。

「龍鳳先生！　ちょっとよろしいですかー！」

「はい」

　テレビクルーに呼ばれていってしまった男の背中を、ぽかんと見つめる。背そむけた顔が一いつ瞬しゆん赤く見えたのは気のせいだろうか。龍鳳の触ふれた個か所しよを、もう一度自分でぽんぽんと叩いてみる。

　今の言い方は、「弓弦の頼たのみだから引き受けた」という風に聞こえた。聞こえた、というより、まさにそういうことなのだろう。

　──……前に「噓じゃない」って言ったけど、あれって本気で俺のこと好きってことなのか。龍鳳。

　どうして龍鳳の取材に弓弦も同行するのかと不思議だったが、少しでも一いつ緒しよにいるため、という理由からなのだろうか。

　じゃあどうして、龍鳳はまだ結婚相手を集めているのだろう。

　そんな弓弦の悩なやみとは裏腹に、龍鳳は落ち着いた様子でいつもの仕事をカメラの前でこなして見せ、時に台本通りに動き、インタビューまで受けていた。

　落ち着きを取り戻したというよりは、弓弦が今まで見たこともないほど、別人のように穏おだやかな紳しん士しぶりだった。

「志納さん、弓弦さんのほう！　ちょっとこちらに来てもらっていいですか？」

「あ、はい」

　プロデューサーに手招きをされ、和室に入る。龍鳳が活いけたばかりの作品の前に、龍鳳と並んで座らされた。

「最後、エンディングのときに流すので、お二人でにっこり笑ってもらっていいですか？」

「え、あ、はい」

　写真をとるわけでもないのに、と思いつつ、素す直なおに笑顔を浮うかべる。ホテルで働いていれば、笑顔を張り付けているのは日常だ。

「さすが従兄弟いとこ。お顔と体形は違ちがいますけど、どことなく雰ふん囲い気き似てますね？」

「そうですか？」

　プロデューサーが言うのに、つい答えてしまう。しゃべっちゃまずかったか、と慌てていると、そのまま編集して使うのでなにか雑談してください、と無む茶ちやなことを言われた。

　──雑談ったって……。

　顔を見合わせて、共通の会話がないことに気が付いてしまう。

　ああ、そういえば、と弓弦は口を開いた。

「……お前撮影慣れしてんのな。さすが次期家元様は格が違うわ。俺、もはやこの撮影だけで疲つかれそう」

　この後自分が仕事をしている姿を撮られるのだと思うと、今から緊きん張ちようしてしまう。

「いつも通りにしてればいい。それに、カメラを向けられても花に集中していれば周りは気にならなくなる」

「それが簡単にできれば苦労しないっつうの」

　簡単だろ、と嘯うそぶく男に苦く笑しようする。素地が違うのだ、素地が。

「……このあと、弓弦のほうも撮影するのか？」

「ああ、そうだね、ホテルに戻って」

　ああ緊張する、と嘆なげく弓弦に、龍鳳は思案するような素そ振ぶりを見せる。

「──俺も見学したい。いいだろ？」

「はっ？」

　急になにを言い出すのかと目を白黒させていると、龍鳳は弓弦にではなくプロデューサーのほうに視線を流した。

「いいですか？　邪じや魔まにならないようにしますので」

　当然、そちらが龍鳳の言うことを断るはずがない。

「ああ、もう全然オッケーですよ。龍鳳先生がお忙いそがしくなければ」

　あっさりと許可を出したプロデューサーに、よかった、と龍鳳が微笑む。

　自分のことなのに、どうして周囲が勝手に決めるのかと呆ぼう然ぜんとしていると、龍鳳は腕うでを組んでにやりと笑った。

「お手並み拝見と行こうか」










　いつも通りにしてください、と龍鳳と同じく言われたが、いささか緊張してしまった。

　それはテレビに映るから、というよりも龍鳳がじっとこちらを注視しているからだ。

　ある程度台本があるので、一日の動きをずっと追う、というわけではない。実際の現場もとるが、「やっているふりをして」と言われて行った作業がいくつもある。

　だから、なんとなく演技を見られている感じがして居い心地ごこちが悪いのだ。

　弓弦の場合は、花を扱あつかうといっても龍鳳とは趣おもむきが異なる。

　新しん郎ろう新婦と事前に打ち合わせてブーケやブートニアを作ったり、会場装花はもちろん、要望によっては生花でウェルカムドールを作ったりすることもある。そして花ではないが、最近はバルーンアートを作ることも増えた。

　ゆったりと作ってはいられないので、チャペル、バンケット、受付とエントランス、披ひ露ろう宴えん会場の装花を、ドレスや時には客の要望に応こたえつつ作り上げていく。

　最初のうちは思ったようにいかなかったり、バランスが悪く見み栄ばえがしないこともあったりしたが、三年たってようやくこなれたところだろうか。

　龍鳳が言った通り、集中しているときは殆ほとんどカメラも視線も気にならなかった。明日の披露宴で使うブーケを作っていると、明らかに携けい帯たい電でん話わのものと思われるシャッター音が聞こえた。

「っ!?」

　驚おどろいて顔を上げると、龍鳳が自分の携帯電話を構えて弓弦のほうを向いている。

　ちょうどカメラが回っていないタイミングだったらしく、それを見み咎とがめるものは誰だれもいない。龍鳳はしれっとした顔をして携帯電話をしまうと、腕を組んでこちらの様子を見る。

　なんのつもりだ、と思いながらも、弓弦は黙もく々もくと作業を続ける。その間にも一、二度シャッター音が聞こえたような気がする。

「──一いつ旦たん休きゆ憩うけい入ります」

　断りが入って、カメラが完全に外される。

　これからホテル業務が慌あわただしくなるので、テレビクルーは一旦休憩に入るのだ。周囲が食事などで席を外す中、弓弦は龍鳳の姿を捜さがした。

　一人だけ和装の龍鳳は、テレビクルーの中に交じっても目立っている。こちらに気づくと、ふいと目をそらした。

　あの男がそれなりに感心するような仕事が、できていただろうか。

　──華か道どう家として比べられる、って感じじゃなくてよかった。

　小さなことで安あん堵どしつつ、弓弦はオフィス用のドリンクサーバーでお茶を淹いれ、部屋の端はしで佇たたずむ龍鳳に歩み寄る。

「お茶飲むか？」

　紙コップを差し出すと、龍鳳は首しゆ肯こうして受け取った。弓弦も自分のものに口をつけ、一息つく。ふと、龍鳳の視線を感じて横を見ると、やけに真しん剣けんな眼まな差ざしをこちらに向けていた。

「今見せた作業、いつもお前が一人でやってるのか？」

「まあ、だいたいは。でも、同じ部署の人がほかにもいるから、全部が全部一人っていうんじゃないよ」

「そうか。……ブーケはよかったな。あれは、黄色と白のみで揃そろえたのはわざとか？」

「あー、うん。本当はピンクとかオレンジとか入れたほうが派手になって締しまるんだけどね」

　花束やブーケを作る際、黄色だけだと締まりがないので、ピンクや緑、せめてリボンに赤を使うなど差し色を入れたいところだ。けれど新婦の強い希望で、どうにか黄色でまとめてほしい、リボンにも赤系は入れたくない、という依い頼らいだった。

「いや、綺き麗れいだった。ほぼ一色なのに立体的で、豪ごう華かさもあって。……なにより新郎新婦への気持ちがこもってた」

「……ど、どうも」

　突とつ然ぜん降ってきた龍鳳の褒ほめ言葉に、弓弦は視線を彷徨さまよわせてしまう。なにより、「新郎新婦のため」ということを第一に考えていたので、見破られたようで面おも映はゆい。

　弓弦はコップの中身を一気に飲み干して、ごみ箱へ投げた。そうして、取材が休憩している間に仕事へと向かう。

「どこへ行くんだ？」

　持ち場を離はなれようとした弓弦を龍鳳が呼び止める。振ふり返って、弓弦は天てん井じようを指さした。

「今から、ＶＩＰルームのお客様のお部屋に花を飾かざりに」

「そんなことまでするのか？　ブライダルフラワーコーディネーターなのに」

「するよ。ていうか、『ブライダル』っていってるけど花全ぜん般ぱんの管理は大体するし、花関係じゃないことも結構やるよ」

　ブライダルフラワーコーディネーター、という肩かた書がきはついているが、基本的にはホテルマンなのだ。最初の研修期間は全部署の研修もしたし、今でも時折他部署の仕事をすることもある。

　しかも、着付けができるということで、衣装のほうに駆かり出されることもあった。

「俺、ドアマンとベルボーイだってやったことあるし」

「……大変だな」

「そりゃあ、暇ひまではないけど。でも、俺この仕事好きなんだ。……さっき龍鳳も言っていたけど、幸せそうな二人が、俺の花を見てもっと笑ってくれると、俺も幸せになる」

　花がなくても、人は生きていけるかもしれない。けれど、ときに人の気持ちを代弁したり、思い出を飾ったり、彩いろどりを添そえる大事なものなのだ。

「一生のうちに何度もない大事な日を飾って、その門かど出でを祝える今の仕事が好きで、誇ほこりを持ってる。誰かの『人生最良の日』の思い出に、俺の花があるんだ。それってすごいことだと思わねえ？」

　子供のころに培つちかった華道の教えも活用し、いつも弓弦は全力投球だ。

「だから、この間、若い今がやめどきじゃない？　って親しん戚せきのおばさんに言われたとき、結構かちんと来てたんだけど」

　龍鳳が庇かばってくれたのだ。

　あのときは、その後龍鳳に言われた言葉がひどくて憤ふん慨がいしてしまったけれど。

　今思えば、そのときから龍鳳が弓弦を気にかけてくれていたような気がする。

「あのときは、ありがとな」

「……いや」

　素す直なおに礼を言ったのに、龍鳳は視線をそらしてしまった。

「なあ、なんでお前あのとき助け船出してくれたの？」

　顔を覗のぞき込むと、龍鳳の頰ほおが紅潮した。最近、この男が赤面しているのをよく見る気がする。

　こんなキャラだったのかな、と笑いをこらえた。

「──よし、じゃあ俺は仕事に行ってくる」

「……それ、見学してもいいものなのか？」

「あ、うーん。どうだろう？　駄だ目めかも」

　いくらまだ客が泊とまっていないからといって、部外者を入れるわけにはいかない。そういうと、龍鳳はあからさまに残念そうな顔をした。

　笑いを嚙かみ殺しながら、そういえば、と弓弦は龍鳳の胸むな元もとを指さす。

「こういうところに着物だから、なんか目立ってるな。でも、なんか龍鳳っていつでもどこでも着物のイメージだ。昔から」

　移動するときくらいは洋服ではないのかと笑うと、龍鳳が目を細める。

「俺も、弓弦のイメージはそうだった」

「そうか？　結構洋服だぞ、俺」

　本家に呼ばれたときくらいしか、着物は着ていない。

　そういえば、龍鳳とはそのとき以外、個人的に会うことがないので、お互たがいに常に着物を着て対たい峙じしていたかもしれない。

　不意に、龍鳳が弓弦のタイに触ふれた。

「着物より、お前はこういう服の方が似合ってる」

「……そうか？」

　着物が似合わないと揶や揄ゆされているのか、素直に褒められているのかわからなくて、弓弦は眉まゆを顰ひそめる。

　けれど、ちょっと前にもこんなことがあったなと思い返す。先日、本家に呼び出されたときに、眼前の男に着物が似合っていないと言われたのだ。

　あの着物は父の持ち物で、確かに自分でも似合ってないと思っていたけれど、面と向かって嘲ちよう笑しようされて腹が立った。

「どうせ俺は和服が似合わないからね」

　少々あてこするように言うと、龍鳳は片目を眇すがめた。

「別にそんなことはないだろう」

「だってこの間お前だって」

「弓弦には、もっと淡あわい色が似合う」

　きっぱりと断言されて、弓弦は口を噤つぐむ。

「髪かみの色が明るい茶色だし、色も白いから濃こい色は浮うくんだ。全体的に薄うすい色のほうが合ってる。丁子とか、薄うす色いろとか、薄うす萌もえ黄ぎとか。でも肌はだが白いから、ベージュみたいな色はやめたほうがいい。全体的に淡い色しき彩さいのほうが」

「あ、あの、龍鳳？」

　立て板に水、というように話し出した男に、弓弦は狼狽うろたえる。肌が白い、と連呼するのはやめてほしい。

　なんだか、普ふ通つうに会話が成立しているのに、とてつもなく据すわりが悪い気がしてしまう。

　言い方はともあれ、先日の科白せりふもアドバイス的な意味合いが強かったのだろうか。それにしても、「濡ぬれたのら犬」はない。

「女性じゃないから赤は難しいしな。……でも、なめらかで白い肌だから、きっと似合──」

「龍鳳！　俺、仕事あるから！　またあとで話そう！」

　一体なんなんだ、と動どう揺ようしながら、弓弦は距きよ離りを取る。熱に浮かされるように話していた龍鳳は、はっとして口を噤んだ。

　これ以上ここにいたら何を言われるかわからない、と弓弦は龍鳳に背を向けて持ち場へ向かう。だが、背後から弓弦、と呼びかけられて足を止めた。

「スーツも、制服も似合ってる」

「……それは、どうも」

　呼び止めてまで言うほどのこととは思えない言葉を口にして、龍鳳は元の披ひ露ろう宴えん会場へと戻もどっていく。弓弦は無表情のまま、ＶＩＰルームへと向かった。

　ばたんとドアを閉めて、顔を擦こする。なんだか、頰が火ほ照てっているような気がした。










　放送日が決まったらお知らせします、と告げて、テレビクルーは撤てつ収しゆうしていった。

　今日はそれなりに時間が拘こう束そくされるため、初めから弓弦はシフトには入れられていなかった。一番は龍鳳がいたから、というのもあるが、上司から帰宅の許しがあっさりと出た。

　とはいうものの、なんとなく二人そろって放ほうり出されたような感覚で、並んで外に出たはいいけれど、若じやつ干かん会話に困ってしまった。

　歩きながらちらりと横を見ると、既すでにこちらを見ていたらしい龍鳳と目が合う。

「ええと……龍鳳はこのあとなにか予定あるのか？」

「え？　ああ、ないからまっすぐ帰るつもりだ」

　その辺でタクシーでも拾って、とセレブな発言をする従兄いとこに少々気き後おくれしつつ足を止める。龍鳳は二、三歩進み、振り返った。

「どうした？」

「なあ、用事ないなら飲みにでも行かないか。今日のお礼もしたいし」

　龍鳳は一いつ瞬しゆん丸くした目を柔やわらかく細め、首しゆ肯こうした。

「どうしてもっていうなら」

「……おい」

　何様だ、と告げると、龍鳳は冗じよう談だんだ、と肩かたを竦すくめる。

「行く。いいのか？」

「いいぞー。ただし、俺は一いつ介かいのサラリーマンだから、やっすいチェーン店しか行けないけどな」

　お坊ぼつちゃんの感覚で行くような店では奢おごれない。そう言うと、龍鳳はふっと笑えみをこぼした。

「俺も、そんな店ばかり行ってるわけじゃない。それに別にそういう意味で訊きいたわけじゃない」

　じゃあどういう意味だ？　と促うながそうとして、口を噤んだ。

　もし「弓弦と一いつ緒しよにいてもいいのか」という意味だと重ねられたら、リアクションに困ってしまう。けれど、訊かなくても言葉を続けようとしたのを悟さとって、弓弦は龍鳳を追い抜ぬいた。

「よしじゃあ、そこの居酒屋に行こう」

「……わかった」

　不自然に開いた間を質たださずに、弓弦は会社近くの居酒屋に龍鳳を連れて行く。週半ばで、まだ午後六時を過ぎたばかりのせいか、店内はそれほど混雑してはいなかった。

　半個室に通されたので少々緊きん張ちようしたが、平静を装って誤ご魔ま化かす。とりあえずの生ビールと、肴さかなを少々注文し、「便所」と言って席を立った。

　一いつ旦たんトイレに向かい、思い至って携けい帯たい電でん話わを取りに戻る。開き戸を開けると、龍鳳は弓弦の席に何故なぜか移動していて、ばっちりと目が合った。しかもその手には割り箸ばしが握にぎられている。

「……早かったな」

「……それまだ使ってねえぞ」

　使用前の箸はし袋ぶくろで意味があるのかというつもりで訊たずねたのだが、「別に舐なめたのを戻そうと思ったわけじゃない」と弁解されて、そういう可能性もあるのかと頭痛がする。

　龍鳳も気が付いたのか、「そんなことするつもりは本当になかった！」と言い訳したが、真しん偽ぎはどうあれ、龍鳳の頭を叩たたいた。話せば話すほどイメージが変わる。根本的に変わりはないのだが、弓弦に関して。

「俺が便所に行ってるあいだ余計なことすんなよ。あとなんか注文しとけ」

「……わかった」

　とっとと席に戻れ、と言って弓弦は再びトイレに向かう。

　なんだか今日の龍鳳がやけに格好良くて緊張していたが、今のやりとりで気が抜けた。戻ってからも、少々疑わしげにする弓弦に、龍鳳が「まだなにもしてない」と不ふ穏おんな申し開きをし始めたので、うるさいと一いつ蹴しゆうする。

　まさかこんな風に軽口をたたき合ったり、酒を飲んだりする日が来るとは、先月までは想像していなかった。少々龍鳳の変態的な部分が見えたのはいいか悪いかわからないが、嫌けん悪おは湧わかない。

　それから間もなく運ばれてきたビールで乾かん杯ぱいした。

「お疲つかれ様。今日はありがとな」

　メディアに出るのを控ひかえていたというから、本当はあまり歓かん迎げいできない事態だったはずなのに。

　そう礼を言うと、龍鳳は顎あごを引いた。

「一つ貸しだからな」

「えっ！」

「俺の一回の講演費用知ってるか？」

　マジか、と弓弦は動揺する。

　一体なにで返せばいいのか、ここの支し払はらいでは賄まかなえない借りを作ってしまったか、と激しく動揺していると、ふっと龍鳳が吹ふき出した。

「冗談だ。……うちとしても、いい露ろ出しゆつになった」

「……お前さ、なんでいちいちそういうこと言わないと会話できないんだよ！」

　意地が悪い、と責めると、龍鳳はしれっとした顔をした。

　それでも、鷹おう揚ような態度の男に、なんだか落ち着かない思いをする。

　昔だったら「面めん倒どうなことを引き受けてくれたもんだ」くらいの嫌いや味みを言ったに違ちがいない。けれど、穏おだやかな様子の龍鳳に、そわそわしてしまう。

「弓弦？」

　あまりに妙みような表情を浮かべてしまったのか、龍鳳が怪け訝げんそうに名を呼ぶ。

　その、「龍鳳に名前を呼ばれる」というのもまだ慣れない。

　弓弦はなんとも言い難がたい気分になりながら、ビールを呷あおった。

　プロデューサーの服のセンスや、思ったよりも短時間の撮さつ影えい時間だった、という話や、先日もらったメールの、名前の後ろについていた火星人の絵文字はなんだ、という話を取り留めもなくしながら飲み会兼けん夕飯は思ったよりも穏おだやかに進んだ。

　絵文字については、なにもなしでは素っ気ないし、かといって星や音おん符ぷやキラキラもキャラじゃない、と悩なやみに悩んで龍鳳なりに選んだ「無ぶ難なんな絵文字」だったらしい。ハートにするか小一時間悩んだ、という真顔の冗じよう談だんにはビールを吹き出しそうになってしまった。

　それなりに食事も進み、だらだらと酒を飲みながら、弓弦は今日一日思っていたことをぽつりと口にした。

「龍鳳はすごいな」

「うん？」

「次期家元候補だけあるよ、やっぱり」

　龍鳳はちょっと驚おどろいた顔をして「ありがとう」と笑う。

「まだわからないぞ」

　またまた、と軽口を言い、弓弦はグラスに口をつける。

「今日、やっぱりすごいなって感心して見てた」

　迷いも淀よどみもなく、美しく活いけられる花を見て、不意に子供のころのことを思い出した。

　ライバルだと言われながら、力の差は周囲以上に自覚していて、初めから弓弦は龍鳳と張り合う気などなかった。だから意識しないようにもしていたつもりだ。

　それでも隣となりで並び、龍鳳の花を見せつけられると、その才能の差に身の程ほど知らずにも嫉しつ妬とをしたのを覚えている。けれどそれは憧あこがれと同義で、やっぱり対たい抗こうする気が起きるには至らなかった。

　もし、自分が花だったら。そんなロマンチストな想像をして、龍鳳の手で作品にしてもらえたら素す敵てきだろうな、とすら思っていたのだ。もちろん、そんな夢見がちな思いを抱いだいていたことを、言えるはずはないのだけれど。

「……でも、俺はお前の花も好きだけどな」

　返された言葉に、弓弦は詰つまってしまう。

　ついでのように返されたようにも思うが、その科白せりふをうれしいと思ってしまっている自覚があった。

「ありがとな」

「いや、本当に。今日、初めて弓弦の装花を見たが……昔と同じだ。バランスがよくて、その場が明るくなるような、見る側が愛らしいと思える花だ」

　花を習っているときは、それを情じよう緒ちよがない、洗練されていない、と言われたこともあったが、龍鳳に改めて褒められて、面おも映はゆい。

「……教えてもらったような『花』からは少し離はなれちゃったけど、この仕事が出来て結構幸せなんだよね、俺」

　子供のころから教わっていた「華か道どう」が、そのまま活かせているかというと微び妙みようなところだ。まったく関係のない業務もそれなりに多い。

　けれど、花を飾かざり、誰だれかにそれを喜んでもらえると、やっぱりこの仕事が、花が好きだと思えるのだ。大変なことも多いけれど、充じゆう実じつ感かんは毎日覚えている。

　龍鳳はビールを飲み干し、顎を引く。

「わかる」

「ん？　俺が楽しんで仕事してるって？」

「そうじゃなくて……、弓弦の花は、変わらないから」

「え……？」

「形が違っても、弓弦の花は、きれいで優やさしい。人の心を和なごませる力がある。……俺は、弓弦の花が好きだ」

　別に、自分自身のことを言われたわけではない。

　けれど、それは弓弦自身への告白と同義のような気がした。

　どくん、と胸が大きな音を立てた。鼓こ動どうが速くなっているのを自覚する。　>>>♥

「……お前さ」

「ん？」

「俺のこと、本当に好きなの？」

　つい訊きいてしまった弓弦に、龍鳳は目元を染めて、目を逸そらした。

「な、んで」

「俺、正直まだお前のこと疑ってる」

　この間できなかった話をすると、追い詰められたような顔をして、龍鳳はテーブルの上に視線を落とす。けれどその後、意を決したように顔を上げ、まっすぐに弓弦の顔を見み据すえた。

「──好きだ」

　はっきりと言われ、訊いた弓弦のほうが動どう揺ようしてしまう。

　いくら半分個室の状態とはいえ、こんな公衆の面前で質ただすようなことではなかったと、今いま更さら後こう悔かいしてももう遅おそい。

　試ためすような物言いをした割に、その動機や後のことを一いつ切さい考えていなかったのだ。一体なにを訊いているんだ、とひどい自己嫌悪に陥おちいった。

「……なんで」

　呟つぶやいて、深々と息を吐つく。

　どうして、自分なんか。一体なにを好きになったというのだろうか。

　特に、なにかあったわけではない。性格も顔も平へい凡ぼんだし、特筆すべきところなんてとくにない。弓弦は、つまらない男なのだ。

　それに、小学校に上がるころには仲たがいしていたはずだ。

　一体、自分のどこにそれほど引っかかる要因があったのか、本気でわからない。

　戸と惑まどっている、というのが正直なところなのだ。

　顔を押さえて項うな垂だれていると、対面の龍鳳が「俺は」とぽつりと呟いた。

　顔を上げると、思案した様子でいる。ふと目があったので、思わず背筋を伸のばしてしまった。

「……俺は、子供のころから弓弦のことが好きで」

　初はつ恋こいだった、と言われてどんな顔をしたらいいのかわからなくなってくる。

　二十も半ばを過ぎた男に、「初恋」などと言われて気き恥はずかしくなったというのもあった。

「年が近いっていうのもあったし、顔も可愛かわいかったし」

「龍鳳の方が可愛かっただろ」

　今でこそ男性的で端たん整せいな顔立ちだが、子供のころの龍鳳は、自分なんかよりもよっぽど女の子のような可愛らしい容よう貌ぼうをしていた。今よりも髪かみが長かったから、ますます女の子のようだった。

「それだけじゃなくて、弓弦は優しかった。俺が庭で泣いてると、いつも捜さがしに来てくれるのが弓弦だったんだ。……覚えてないか」

「いや……いっつも後ろにくっついてたのは覚えてるけど」

　曰いわく、龍鳳は次期家元候補として幼いころから厳しい指導を受けてきた。手を叩たたかれたり、叱しつ責せきされたりすることもあり、泣き虫だった龍鳳はよく庭に隠かくれて泣いていたそうだ。

　弓弦はそんなとき、いつも龍鳳を捜し回っていたらしい。弓弦は母のすすめで伯母おばに習っていたので、稽けい古こ日が重なることが多かったから、可能性としては十分あり得るし、龍鳳が今いま更さら噓うそを言っているとも思えない。

「母さんに散々駄だ目め出だしされた花を、弓弦だけは褒めてくれた。龍鳳の花、好きだよって。泣きやむまで側そばにいてくれる弓弦の優しさにいつも救われてた」

　宝物を大事に抱くように、柔やわらかな声で龍鳳が言う。弓弦はどきりとして、ごまかすようにビールを呷あおった。

「俺の部屋、元は曾ひいおじい様の部屋だっただろ？　あれ、本当は客室になるはずだったんだ」

「え？　そうなのか」

「でもあの部屋、弓弦が気に入ってただろ？　だから頼たのみ込んで、なんとか俺の部屋にしてもらったんだ」

　誕生日何年分か前借りした、と冗じよう談だん交じりに龍鳳が言う。

　龍鳳は、ちゃんと覚えていたのだ。

「それに、もしかしたら、弓弦がいつか来てくれるんじゃないかって期待もしてた」

　曾そう祖そ父ふが亡なくなったころは、既すでに弓弦と龍鳳は仲良くはなくなっていた。だから行きたくても行けなかったのだ。龍鳳はだからこそ、部屋を譲ゆずり受けて弓弦を待っていたのだと言うけれど。

　弓弦は右目を眇すがめて、鼻の頭を搔かく。

「……そうだよ、お前、途と中ちゆうからなんか俺に意地悪になったじゃん。とても好きな奴やつにする態度に見えなかったけど」

「あれは」

　言いさして、龍鳳が恥はじいるように唇くちびるを引き結ぶ。

「……あれは、俺たち周りの大人たちから、わざと反目するように焚たきつけられてただろ。なにかと比べられたりとか」

「ああ。同い年だしな」

「……俺はそう言われるたびに『弓弦と仲良くできないの？　なんで？』って思ったんだよな。大人の言うことは聞かなければならないとは思っていたくせに、それを素す直なおに聞くことができなくて、だからこそ『でも弓弦とは仲良くしたいし』なんて、子供心に葛かつ藤とうして」

「あー、それも覚えてるかも」

　ある日、本家に行ったら龍鳳が泣きそうな顔をしていたのだ。

　いつもなら「あそぼ」と可愛く誘さそってくるはずの従兄いとこが、まるでなにかを我が慢まんしているような表情で庭にたたずんでいた。

　普ふ段だん通り遊ぼうとしたら、ライバルだから、と親しん戚せきの大人に引き離されそうになったのだ。

　弓弦が追い縋すがり、龍鳳の手を取った。いずれ蹴け落おとさないといけないんだから情をかけるな、というようなことをその人に言われたような気がする。

　思い返しながら言うと、龍鳳は笑った。

「弓弦、なんて言ったか覚えてるか」

「え？　いや……」

「俺の手を取ってさ、『ライバルとか関係ない。仲良くしちゃいけないなんて変！』って言ったんだ」

　幼いころの己おのれの言動を今更言われると、言いようもない羞しゆう恥ちに襲おそわれる。

「そ……そうだったか？」

　そこまで詳くわしく覚えていなかったのでそう返すと、龍鳳はふっと笑った。

「……でも俺は、そのとき『弓弦は強いな』って思った」

「そうか？」

「俺は、なんとなく漠ばく然ぜんと『大人が言ってることは守らないと』って思ってたんだよ。理り不ふ尽じんかどうかって判断が、できなかった」

「それは単に素直なんじゃ？」

　弓弦のフォローに、龍鳳が苦笑う。

「そのときに手え握にぎって二人で走って逃にげて、『龍鳳が好きだから、関係ないよ』って笑って」

　それがとてつもなく可愛かったのだと龍鳳が笑う。

　今の自分が言われたわけでもないというのに、その賛辞が妙みように気恥ずかしくて頰ほおが熱を持った。

　酔よいが回ってきたのだ、と誰だれに言うでもないのに心中で言い訳する。

「その後、池のほとりで話してたときも、なんてまっすぐなんだろう、なんて可愛いんだろうって、弓弦にドキドキして。ああ、好きだなって思ってたら……」

　急にトーンダウンした声に首を傾かしげる。

「りゅ、龍鳳？　どうした？」

「……弓弦が急にキスをしてきたんだ。仲良しのしるしだって」

「えっ」

　思いもよらぬ発言に、弓弦は思わず手に持っていたグラスを取り落としそうになる。すっかりと頭から消え去っていた記き憶おくに、ひどい衝しよう撃げきを受けた。どっと冷や汗あせが出てくる。

　けれど思い返してみると、子供のころの弓弦は母親がキス魔まだったせいもあり、好きなものにはなんでもキスするくせがあったかもしれない。女の子にも、大好きなおもちゃにも、飼っていた犬にもキスを振ふる舞まっていた気がする。龍鳳を可愛いと思い気に入っていたのなら、していてもおかしくない。

　けれど、いくらなんでも口にはしてないと思うのだ、多分。

「相手は男だし、俺も男だし、でも好きだし……俺はそのとき、あまりに混乱しすぎて、弓弦のこと突つき飛ばして逃げたんだ」

「……そうだっけ？」

　結構インパクトのあることだと思うのだが、その記憶は弓弦にはなかった。そのあとの態度の変化のほうが色々印象的だったので、記憶が混こん濁だくしているのかもしれない。

「いや、そりゃしょうがないって。急にキスされたら誰だれだってそうなる」

　フォローしてみたものの、龍鳳は硬かたい表情のまま頭かぶりを振ふる。

「そうじゃなくて！……もうそれ以来、弓弦のこと意識しすぎて、ダメなんだ。弓弦を見ると緊きん張ちようして、顔を合わせるだけで頭真っ白になって」

「……え、あ、そ、そうだったんだ？」

　それはもしかして、今の今まで、その思いを引きずっていたのだろうか。

「でもお前、その割に結構俺んとこ来て意地悪したじゃん。あれは緊張してるようには」

　別に追い打ちをかけるつもりはなかったのに、龍鳳はやけに打ちのめされた表情で顔をうつむける。

「……そのくせ、弓弦がほかの奴を見てると、もうそれだけで嫉しつ妬として……なんとかして俺の方を向かせたくて、つい意地悪したっていうか」

　それはいわゆる「好きな子ほどいじめたい」心理というやつではないだろうか。

　こっちを見てほしい、自分を気にかけてほしい、という動機から、つい好きな子をつついてしまうというあれだ。

　弓弦自身も、それなりに身に覚えのある衝しよう動どうではある。男子小学生の行動としてはそれなりにポピュラーなものだが、大たい概がいやった相手に嫌きらわれるという道が待っている。好きだと認めることもできないのだ。

　寄ると触さわると喧けん嘩かするので、大人たちに離はなれろと言われたことがあるが、いつも龍鳳が寄ってくるので避さけられなかった。

「だからそれは……その、意地悪しないといられない感覚というやつで……お前と面と向かって接することができなかったんだ」

「そう、なのか？」

「嫌いな食べ物見て涙なみだ目になってるのが可愛いからってじっと見てたら目があって、食べてやろうか、って言ってやりたかったのに混乱して自分の分まで皿に移して泣かせたりとか」

「ああ……あれって本当は、食べてくれようとしてたんだ」

　食べ物系は記憶に残りやすいが、それはしっかりと覚えている。

　誤解はとけたものの、やはり嫌いなものを二倍食べさせられたのは今でも恨うらめしい。

「でも、涙目の弓弦が可愛くて……！」

　今までより大きなボリュームで言われて、思わず後ずさる。

「そんなことしたら嫌われるってわかってるのに、泣いてるところが見たくて」

　随ずい分ぶん屈くつ折せつした愛情表現だ。その心理はわからないではないのだが、泣き顔が見たくて、と言う眼前の男に多少不ふ埒らちなものを感じ取って、閉口する。

　──……ていうか、これは……。

　今更ながらに龍鳳の意地悪の真相を聞いて、顔が徐じよ々じよに火ほ照てり始めてきた気がする。嫌われていると思って受けていた仕打ちの数々はすべて愛情の裏返しで、むしろ全力で好きだと告げられていたなんて。

　龍鳳に突っぱねられたことのショックが大きすぎて、そんなこと気づきもしなかった。

「でも…。じゃあ、今こうして普ふ通つうに話せてるの、もう緊張はしてないってことか？」

　多少なりともおかしなところはあったが、基本的には普通の対応をしていたはずだ。

　なんとなく間を持たせるために口にした問いだったが、先さき程ほどよりもよほど追いつめる言葉だったようで、龍鳳は恥はじ入るように頭こうべを垂れた。

「その、つまりそれは……あのとき、弓弦に見られてもう意地を張る必要がなくなったから、というか」

　あのときって、と口にしかけて、龍鳳に押し倒たおされた夜のことを思い返していたたまれない気分を味わう。

「え、でもそれって」

　つまり、眼前の男は初はつ恋こいをいまだに拗こじらせていた、とそういうことなのだろうか。

　恋に落ちた当時のメンタリティを引き継つぎ、意地悪がやめられない。それで、夜な夜な写真に向かって告白をしていたと。それを見られてはっちゃけてしまったのか。

「……気持ち悪いなら気持ち悪いと言ってくれ。自覚はある」

　まるで断頭台に立つような面おも持もちで口にした男を気持ち悪いとは思うが、そこまで好かれてたのだと思うと悪い気はしない。

　しかし、笑えばいいのか真顔になればいいのか、弓弦には判断しかねた。

　応こたえない弓弦に、龍鳳は長い息を吐つく。

「弓弦は嫌いやそうだったけど、俺はいつも並んで花を活いけるのが楽しかった」

「そう、なの？」

「隣となりにいられるし、それに俺は、弓弦が花を活けてるときの顔が、すごく好きなんだ」

　一体どんな顔をしているのか、自分ではわからない。無意識に頰を擦こすると、龍鳳が笑う。

「今日も、仕事中に同じ顔をしていた。楽しそうで、本当に花が好きなんだとわかって……すごく、きれいだと思った」

　それは花への評価なのだろうが、まっすぐに気き恥はずかしくなるような賛辞をぶつけられて、返答に困ってしまう。

　今まで仲たがいをしていると思っていた相手と和解したばかりだというのに、その相手に臆おく面めんもなく褒ほめられたら困こん惑わくするというものだ。

　しかし、ふと気づいて弓弦は「それ！」と指さす。

「どれ？」

「だから、今日、写真撮とっただろ！　俺の仕事してるとこ」

　あれはどういうつもりだったのか、今のでなんとなくわかってしまった。

「どうせ俺が弓弦のこと好きだっていうのはバレたし、だったらもう隠かくれて撮らなくていいなあと」

「か、隠れてって……」

　なんだか藪やぶを突つついてよけいなものを出してしまったような気がする。龍鳳は満足げな顔をして、携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「俺が撮ったのに、ちゃんとこっちを見てる弓弦の写真が撮れた」

「『俺が撮ったのに』ってどういうこと……？」

　訊きいてはいけないような気がするのに、つい口に出してしまう。

「弓弦の写真、いっぱいあるから」

　澄すました顔でけろりと怖こわいことを言う男に、弓弦は頰を引きつらせる。写真の隠し撮りから、小中高の遠足や修学旅行の写真なども、何故なぜか持っている。

　いくつもの隠し撮りを思い返して、どっと疲つかれが押し寄せてきた。

　──しかし、そこまでされて、俺も今の今まで気が付かなかったってのが……。

　それに、ちょっと偏へん執しゆう的ではあるが、一いち途ずに思い続けてくれていたのだと思うと、やはり邪じや険けんに扱あつかう気にはならないのだ。

　けれど、弓弦の反応をどう思ったのか、龍鳳が心持ち上体を引く。

「悪い」

「え？」

「……俺が、勝手に好きなだけだから。弓弦は気にしなくていい。いつも通りにしていればいいから」

　応えなくても構わないというのは、弓弦の気持ちを訊く気などないということなのだろう。

　断るつもりでいたはずなのに、急に突き放された気分になった。

　──こんだけ口説いといて、それはちょっとずるいんじゃないのか。

　勝手に結論づけるのは、ずるい。傷つくのが嫌なのはわかるけれど、これでは前までと変わらないじゃないか。

　身勝手だと思うけれど、蓋ふたをした龍鳳の気持ちをほじくりかえしたくなった。勝手に終わらせるなら、蒸むし返すのも弓弦の勝手だ。

「……そうだな。俺は応えられないし。お前だって当主として嫁よめ取とりしなきゃいけないんだもんな」

　少しの嫌いや味みを込めて、そう言ってみる。

「そうだな」

　だが、すぐに返ってきた肯こう定ていに、胸の奥でなにかが蟠わだかまる気配がした。

　ああ、結けつ婚こんするんだ本当に。そう思って、胸が痛くなる。

　弓弦のことを好きだと言って、触って、こんな風に笑うくせに、龍鳳は近い将来、結婚するのだ。

「だから、襲おそわれる心配もしなくていいぞ」

「誰だれがそんな心配……！」

　以前押し倒したことを自ら蒸し返す龍鳳に、顔が火照るのを自覚する。

　龍鳳は目を瞠みはり、首を傾かしげた。

「どうしてそんな顔をしてるんだ？」

　不ふ審しんがる龍鳳に動どう揺ようを見み透すかされたような気がして、弓弦はグラスを置いた。

「もういい。勝手に結婚でもなんでもしろ！」










　龍鳳と子供のような喧けん嘩かをして連れん絡らくを断たって、既すでに二週間ほど経過している。その日以来、弓弦はどこか変だ。

　今まで頭から締しめだしていたはずの龍鳳のことが、頭から離はなれない。この気持ちがなんなのか自分でもよくわからなかった。

　龍鳳を置き去りにして、会計だけ済ませて弓弦は一人で家路についた。

　店を出たばかりのころは頭に血が上っていたが、時間も経たてば冷静になってくる。そしてなんであんなことを言ってしまったのか、とか、龍鳳はどう思っただろうかと今いま更さらになって焦あせり始めた。けれど、龍鳳は追いかけても来なかったし、連絡もしてこなかったのだ。

　何度も携帯電話を確かく認にんし、その度たびに龍鳳からのアクションがないことに落らく胆たんする。そして、なんで自分がこんなにがっかりしないといけないのか、と腹を立てたりして大おお忙いそがしの二週間だった。

　──仕事中だ。集中！

　気合いを入れ直し、深呼吸をする。

　今日は仏ぶつ滅めつで、結婚式の予定は入っていない。慌あわただしくはないが、朝から宿しゆく泊はく客の部屋に花束を持っていくことになっていたので弓弦は早朝に出勤をした。

　注文票を見ながら、上司の小言を受けつつ予算内で落ち着いた色合いの花束を作る。メッセージカードではなくバースデーカードを、ということだったので、それを花束に付けて依い頼らい主の部屋へと運ぶ。

　その途と中ちゆう、弓弦は周囲に聞かれないほどの小さな溜ため息いきを零こぼした。

　花束の注文客のいる部屋の前に立ち、呼び鈴りんを押そうと手を伸のばすと、廊ろう下かの向こうからコンシェルジュがものすごい形相で歩いてきた。

「志納さん、ちょっと待って！」

「……え？」

　静かだが迫はく力りよくのある声で言われたが、既すでに呼び鈴を押してしまっていた。コンシェルジュが「ああ！」と悲鳴を上げる。

　一体何事かと訊くより早く、部屋のドアが開いた。そのとき瞬しゆん時じに、コンシェルジュが笑え顔がおを張り付ける。

　ドアから顔をのぞかせたのは、白いワンピースを着た小こ柄がらな女性だ。まだ寝ね起おきだったのか、化け粧しようっ気のない顔をぼんやりとこちらへ向けている。その顔に見覚えがあるが、すぐには思い出せない。

「あの……？」

　声をかけられて、先に動いたのはコンシェルジュのほうだった。

「大変失礼致いたしました。こちらの手て違ちがいで部屋を間違えてしまいまして」

　にっこりとしながら、コンシェルジュが弓弦の上着を引く。ここは退散せよ、ということなのだろうから、依頼主の部屋ではないのかと疑問に思いながらも踵きびすを返すことにする。

　けれど、それを呼び止めたのは部屋の主あるじだった。

「──あの、その花束……私の部屋に届けられるはずだったものですよね」

　その科白せりふに、コンシェルジュが少々動揺をした気配が伝わった。

「……大変申し訳ございません。少し行き違ちがいがありまして……」

「やっぱりそのお花、いただけますか？　こちらのわがままだったので、お代はお支し払はらいします」

「いえ、とんでもございません。ご迷めい惑わくをおかけしたので、お代は結構です」

　一体これはどういうことなのか、と思いながらも、弓弦は女性を見やる。彼女は微笑ほほえんで、弓弦に手を差し出した。

　礼を言って受け取った彼女の表情は、どこか憂うれいを帯びている。

　今日は彼女の誕生日ではないのだろうか。それなのになぜ、こんなに肩かたを落としているのだろう。

　どう声をかけたものかと悩なやんでいると、女性はようやく弓弦の顔を真正面からとらえて、目を微かすかに瞠った。

「……あの、どこかでお会いしたこと、ありませんでしょうか」

　問われて、心当たりがなく首を横に振ふる。

「──いえ、申し訳ございません」

「人ひと違ちがいだったらこちらこそ申し訳ありません。あの、もしかして志納様……でいらっしゃいますか？」

　どうして名前を知っているのかと焦り、名札かと自分の胸むな元もとを確認すると、「いいえ」と否定される。

　けれど、弓弦には眼前の女性に多少の既き視し感かんを覚えてはいたが、はっきりと誰かがわからない。

「あの、申し遅おくれました。私、館林紫と申します」

　化粧っ気はないが、十分美しい顔に笑みを載のせ、女性はゆっくりと頭を下げた。

　その名前を聞き、先日龍鳳の隣となりに並んでいた女性だということを察する。素す顔がおということもあるが、和装と随ずい分ぶん印象が違うので気が付かなかった。

　はっきりと面識はなかったが、龍鳳の婚こん約やく者候補ともなれば、弓弦の名前と顔くらいは知られているだろう。弓弦も慌てて頭を下げる。

「志納です。志納弓弦と言います」

「存じております。あの、従弟いとこの」

　重ねられた問いに首しゆ肯こうすると、紫はまあと驚おどろいた顔をしてドアを大きく開けた。

「こちらで働かれていたんですね。あの、よろしかったら中に」

「いえ、就業中ですので」

　それでなくても、龍鳳の婚約者候補の部屋に入るのはまずい。そう口にした弓弦に、紫はどこか気落ちした面おも持もちで「……そうですね」と笑み、肩を落とす。

　花束を抱かかえて、何故なぜか消しよう沈ちんする女性に当とう惑わくし、背後に控ひかえるコンシェルジュと目配せをする。コンシェルジュは指を二本上げ、彼女を指すように一本減らす。

　そういえばこの部屋はツインだが、彼女一人の気配しかない。おまけに、花束の差出人は女性名で、しかも紫だったような記き憶おくがある。どうやら誕生日だったのは彼女ではないらしい。

　紫はコンシェルジュをじっと見つめ、物言いたげに逸そらした。

　コンシェルジュは少々躊躇ためらうように、「なにかございましたらお申しつけください」と言ってその場を離れていく。行かないでくれと縋すがりたい気持ちで見送ると紫が「今日、一人なんです」と呟つぶやいた。

「え」

「ここ、一年も前から予約してたんです。そのときにお花も頼たのんでいて……そのことをすっかり忘れていて、キャンセルが昨日になってしまいました。却かえって、ホテルの方に気を遣つかわせてしまったみたい」

　待ち人来たらず──今日が誕生日だというその相手は誰だれだったのか。友人か、親兄弟か、それとも龍鳳だったのか。

　そういえば、弓弦は龍鳳の誕生日など覚えていない。祝う必要があまりなかったからだが、その事実に今更になってしくしくと胸が痛んだ。

「去年、私のお誕生日のときにもやっぱりここでお花を頂いて。素す敵てきだなと思ったら、志納の方が作っていらしたんですね」

　道理で、と笑う彼女に恐きよう縮しゆくしてしまう。

「先日もあの龍鳳さんと並んで花を活いけてましたものね」

「ああ、いえ」

　彼女のほうから龍鳳の名前を出されて、動どう揺ようしてしまう。無意味な返しをしてしまったが、紫はあまり気にかけていないようだ。

「……私は、小さなころから志納流のお稽けい古こに通っておりまして、龍鳳さんは何度かお見かけしたことがあります」

　そのころから、お嫁よめさんになる、とでも思っていたのだろうか。可愛かわいらしいと思うのに、何故かもやもやとした気分になる。

「龍鳳さんと私は、少し似ているところがあるんです」

「そう、ですか？」

　それで余計に運命を感じたとでも言うのだろうか。

　なんだか意地の悪い考えを浮うかべる自分に、弓弦は自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　けれどそんな弓弦の嫌いやな気持ちには気が付かない紫は、ええ、と頷うなずいた。　>>>♥

「親に逆らえず、親の敷しいた道を進む。それに飽あき飽きとしているのに、誰だれかが動いてくれたらなにか変わるんじゃないかって……自分で動くことを躊躇ったまま、願ってる」

　含ふくみを持たせるような言葉を呟いて、紫が話を打ち切るように笑みを浮かべた。

「お仕事のお邪じや魔まをして申し訳ありませんでした。お花も、ありがとうございます」

「はい。こちらこそ、ご利用ありがとうございました」

「では失礼いたします」

　紫は自分が注文をした花束を抱えてドアを閉めた。

　深々と礼をして、弓弦は踵を返す。すぐ近くの死角で控えていたコンシェルジュに状じよう況きようを訊きかれたが、知人だったので挨あい拶さつをした、ということだけを伝えて持ち場に戻もどった。

　先さき程ほど彼女が言っていたのは、だから、龍鳳と婚約をしたい、ということなのだろうか。

　──……一年も前から……もっと前から、付き合いがあったってことなのか？

　ここのところの龍鳳とのやりとりを思い返し、ひどく不快な気持ちになった。

　はっきりと両りよう天てん秤びんにかけられていたとわかって、愉ゆ快かいな気分でいられるはずがない。きっと、龍鳳は弓弦に触ふれたときのように、彼女に触れていたのだろう。そう思うだけでもやもやと落ち着かない気分になり、そんな下世話な想像をすることに自己嫌悪する。

　気もそぞろになりながらもなんとか業務をこなしたものの、紫の気落ちした姿を思い出し、もしかしたらその一いつ端たんは己おのれにあるのかと罪悪感にもかられる。

　約束を反ほ故ごにした理由がどういうものなのかはわからないが、なんにせよいい気分ではない。

　──龍鳳、最低。

　終業後、携けい帯たいを取り出して龍鳳のアドレスを呼びだしたが、弓弦は結局、龍鳳にメールを打つことはできなかった。

　結局、自分でもなにを訊きたいのかわからず、画面と睨にらめっこをする羽目になったのだ。










　結局龍鳳は、あの大勢の門下生の一人から、婚約者を決めたらしい、という話を弓弦は母親伝づ手てに聞いた。

　弓弦の言ったことがきっかけではないのだろうが、龍鳳の結婚話はその後、とんとんと進んだようだ。なにも訊けないまま、お祝いのメールの一つも送れず、時間ばかりが経過していく。

　季節が冬に差し掛かかったころ、本家からは「襲しゆう名めい披ひ露ろうの前ぜん哨しようを兼かねた婚こん約やく披露」の招待状が届き、龍鳳と、紫の名前が並んでいた。

　いよいよ現実味を帯びてきた龍鳳の結婚に、弓弦は焦しよう燥そうを覚える。

　そして乗り気ではなかったのに、祝いを持っていかされる羽目になった。

　有休の申し出は一か月前に申しん請せいしないといけないというのに、志納流次期家元の婚約披露だということで、勤務先が土曜日と日曜日の両日とも、有休をとらせてくれたのだ。

　本来ならば、親しん戚せきとして、一いつ旦たんは和解した従兄弟いとことして、喜ぶべきところだ。けれど、想像すればするほど、気が滅め入いっていった。

　用件を済ませたら帰りたかったのだが、当然ながらそうはいかない。

　既すでに宴えん会かいの準備も終わり、弓弦の席も作っていると言われ、強ごう引いんに座らされてしまった。あれだけ確かく執しつを作ろうとしていた人たちは、それなりに面おも白しろそうな顔をしているのだろう。

　先に来ていたらしい伊吹が、弓弦を見て片手を上げる。弓弦はその横へ座り、溜ため息いきを落とした。

「どうした？」

「いや、別に」

　徳とつく利りを傾かたむけられて、弓弦は猪口ちよこを差し出す。瑞みず々みずしい香かおりのする冷酒を傾けながら、知れず深い溜息を吐ついた。

「伊吹は、見た？　婚約者」

「……いや？」

　そっか、と言って酒を飲み干す。

　彼女は、少なくとも弓弦よりは龍鳳のそばにたつのがふさわしい人物ではある。

　この間、二人並んで花を活けた場所で、今度は自分ではなく婚約者の女性と一いつ緒しよに座るのだと思うと、胸がちくりと痛んだ。

　──だったらなんで、今いま更さらあんなこと言ったんだよ。

　言った本人は満足かもしれないが、弓弦の気持ちはどうなるというのだろう。

　弓弦のリアクションを見て、龍鳳は自分が弓弦に嫌きらわれていると思ったのかもしれない。だから、今更告白したところで、和解したところで、恋こいは叶かなわないと。

　きっと、自分が同じ立場だったら、弓弦だってそう思うだろう。いつまでも叶わない恋を抱かかえたままでいるのは、不毛で不幸だ。

　取り留めもなく話していると、障子が開く。廊ろう下かから、婚約した二人が出てくると、宴会はさらに騒さわがしくなった。

　見たくない、と思いつつも、つい龍鳳の婚約者の顔を見てしまう。

　──……紫さん。

　龍鳳の隣となりにいるのは、桜色の着物の良く似合う、黒くろ髪かみの楚そ々そとした女性だった。

　結局、彼女はあのあとどうしたのだろう。ホテルで一人きりですごしたのか、それとも後に龍鳳と合流したのか。

「どうした？」

　ぼんやりと二人を眺ながめていた弓弦に、伊吹が問う。

「いや、なんでもない。……美人だな。今時珍めずらしい大和やまと撫子なでしこって感じだ」

「あー、そうだな」

　同じく、艶つやのある黒髪で、すっきりとした美形の龍鳳と並ぶと、まるで夫婦めおと人形のようだった。自然と湧わいた拍はく手しゆに、おざなりに乗りながら、ぼんやりと二人を眺める。

　これから二人で手を取り志納流を受け継ついでいくのだ。

　そう思うと、仕事で慣れたはずの笑え顔がおに、ひびが入るような気がした。おめでとう、と言いたいのに口が強こわ張ばる。

　このままでは、二人が酌しやくをしに回ってきたときにどんな顔をするかわからない。いたたまれなくなって弓弦は腰こしを上げた。

「おい、弓弦？」

「ちょっと、外の空気吸ってくる」

　ここにいるのは辛つらいから。

　後ろで宴うたげの声を聞きながら、弓弦は中庭へ下りる。

　今日は、門下生の出入りもなければ、親戚や来客がすべてひとところに集まっているせいで、殆ほとんど人ひと気けがない。

　ふっと息を吐き、中庭を歩く。

　本当ならお祝いしないといけなかったのに、とてもではないけれど祝いの言葉を述べる気にはなれなかった。

　──帰りたい。

　今すぐ、ここから立ち去りたい。

　けれど、そうはいかない。婚約を決めた従兄いとこのために、笑って祝いの言葉を言うのが自分の役目なのだから。

　ふらりと中庭を通り、離はなれへと向かう。きっともう、しばらくここには来られないだろう。今のままでは、龍鳳が家庭を作るところなど見られない。

　平気になるまでにはどれくらいかかるのか、自分でもよくわからなかった。

　告白されたのは弓弦のはずなのに、失しつ恋れんした気分だ。

　見納めとばかりに、龍鳳の部屋に向かう。

　離れにも、その周辺にも人の姿はない。弓弦はそっと龍鳳の部屋に入った。

　すっきりと整せい頓とんされた主あるじのいない部屋を、弓弦はじっくりと見まわす。随ずい分ぶん雰ふん囲い気きが変わったかと思ったが、よく見ると調度品は曾そう祖そ父ふが使っていたものと変わらないものがいくつかあった。和わ簞だん笥すや、掛け軸じくなどは同じだ。文ふ机づくえは、長身の龍鳳には合わないのではないだろうか、と余計な心配をしてしまう。

　一度泊とまったことはあるが、あのときは色々と冷静ではなかったので、こんな風に見る余よ裕ゆうはなかった。

　随ずい分ぶんと洗練された部屋なのだが、龍鳳の少々気持ち悪い「弓弦グッズ」がたくさんあった部屋でもある。

　──台無しだよな。部屋もあいつも。

　思い返してくすっと笑みを零こぼしたものの、もう結けつ婚こんするのだから、それも処分してしまっただろうと思い至る。

　再び疼とう痛つうを訴うつたえた胸を黙もく殺さつし、弓弦はうろうろと室内を見まわした。

　──あ、そうだ。よくあそこに隠れさせてもらったっけ。

　今思えばワンパターンで、弓弦はかくれんぼで曾祖父の部屋に逃にげ込むときは、いつも押し入れの中に匿かくまってもらっていたのだ。下段には行こう李りが入れられており、そこに背中を預けるようにして膝ひざを抱えて、隙すき間まから時折曾祖父と話すのが楽しかった。そのときは、龍鳳も一緒だった。

　──人んちの押し入れを開けるの、まずいよな。……でもまあ、ちょっとくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろ。

　なにが大丈夫なのかわからないが、弓弦は勝手にそう結論づけて押し入れの襖ふすまをそっと開ける。

「……あれ？　行李がない」

　上段には布ふ団とん一式が、下段には収納ボックスが収められていた。

「もしかして、処分したのか？」

　しゃがんで確かく認にんすると、反対側のほうに曾祖父が使っていたのと同じ行李があってほっとした。

　そして、覗のぞいてみて、まだ小さかったとはいえ、子供が二人入れる隙間がないということに気が付く。

　──ああ、あれって、龍鳳と俺のためにわざわざスペース空けといてくれてたんだ。

　曾祖父と、まだいつも一いつ緒しよにいたころの龍鳳を思い出しながら、押し入れの前で膝を抱える。樟しよう脳のうの匂においが懐なつかしい。

　目を閉じると、押し入れの中で声を潜ひそめていた、声変わり前の龍鳳の声が聞こえるような気がした。







「……弓弦」

　夢の中の龍鳳の声が、急に低くなった。

　お前その声どうした、と問い質ただそうとしたのと並行して、誰だれかに頰ほおを撫なでられる感かん触しよくがする。その感触がやけにリアルで、不意に意識が覚かく醒せいした。

「おい、弓弦」

　やけに近くで聞こえた声に、弓弦は瞼まぶたを開く。

　薄うす暗くらがりで「楽しいね」と言っていた龍鳳とは違ちがう、大人になった龍鳳がそこにはいた。

「……成長してる」

「は？　弓弦、こんなところで寝ねてたら風邪かぜひくぞ」

　もう一度頰に手を当てられて、ようやくはっとする。

「あ、あれ？」

　慌あわてて正座して、きょろきょろと周囲を見み渡わたす。既すでに西日も傾かたむいており、結構な時間、ここで寝てしまっていたのだということに気が付いた。

　少しだけ、懐かしさに浸ひたるぐらいのつもりだったのに、と羞しゆう恥ちに顔が熱くなる。

「気が付いたら弓弦がいないから。ここだと思った」

「な、なにそれ」

　見み透すかされて、居い心地ごこちの悪い気分を味わう。龍鳳はそれには答えずに立ち上がり、後ろを向いて歩き出す。

　どこへ行くのかと引き止めそうになって、慌てて手を引っ込めた。夢を引きずっているのか、まるで子供のような所作の自分に愕がく然ぜんとする。

　そして龍鳳も退室したわけではなく、文机の上に載のせていた盆ぼんを持って戻もどり、弓弦のそばに腰を下ろした。

「酒、ちょっともらってきた。飲むだろ」

「ああ、うん」

　酒を注つがれた猪口ちよこを差し出され、弓弦は恐おそる恐る受け取る。

　まだ略式正装の弓弦とは違い、龍鳳は浴衣ゆかたを身に着けている。その袖そでから、石せつ鹼けんの香かおりがして、相手が龍鳳だというのにどきりとしてしまう。

　弓弦も上着を脱ぬぎ、酒を舐なめた。

　無言の空間に静せい寂じやくが落ちる。母おも屋やのほうでは、まだ宴の気配がしていた。

　主役であるはずの男がいなくていいのだろうか、と龍鳳を見やると、ばっちりと目が合ってしまう。

「なに？」

「いや……、宴えん会かいはどうなったのかな、と思って」

「ああ、まだやってるんじゃないかな。明日あしたは日曜だし、遅おそくまで飲みそうな雰囲気だったけど」

　どうして、と訊たずね返されて、途と中ちゆう退室してしまった自分が言うことではないかと思いつつ、視線を畳たたみの上に落とした。

「……主役が、いなくていいのか？」

　ぎこちなく唇くちびるを動かすと、龍鳳は盆の上にことりと猪口を置いた。

「別に。館林さんも途中で帰ったし。もう俺がいてもいなくても、どうでもいい雰囲気だから構わないんじゃないか」

「……そ」

　龍鳳が、婚こん約やく者の女性の名前を呼んだことに、心臓が大きく跳はねた。

　これで志納家も安あん泰たいだな、おめでとう。

　そう言うべき場面なのに、喉のどになにかが引っかかって言葉が出てこない。そんな自分に混乱しながら、弓弦も猪口を置く。

　手が離れる間ま際ぎわ、龍鳳の指が指先に触ふれてきた。

「な」

「──おめでとう、とは言ってくれないのか？」

　ぽつりと落ちた言葉に、ぎゅっと胸が締しめ付けられる。そのあまりの痛みに、一いつ瞬しゆん息が止まった。

　──……こいつ、それ訊きいてどうするんだろう。

　苦く笑しようしようと思ったのに、口元が震ふるえただけだった。

　弓弦は、ごまかすように唇を嚙む。

　──だってお前、結婚するんだろ？

　婚約者のお披ひ露ろ目めまでして、もう家庭を持つと決めた男に、自分がこれ以上なにを言えるというのだろう。

　志納流を継つぐ男に、同じ男である自分に、一体なにを言わせたいのか。

「……やっぱ、お前っていじめっ子だよな」

「弓弦？」

　いじめっ子、だなんて子供じみた単語で責められて、龍鳳は面めん食くらっていた。

「お前が、俺のこと好きだって言ったんだろ」

　咎とがめた弓弦に、龍鳳は眉まゆを寄せた。けれど口を挟はさまずに、弓弦の出方を見ている。

　けれど、それ以上言うことはない。龍鳳のせいにしてしまう自分がずるいとわかっているのに。

　そこに縋すがっているのはほかでもない弓弦自身なのだと、わかっている。

「お前はそうやって、自分の言いたいこと言ってスッキリしたのかもしれないけど、俺は」

　龍鳳の気持ちを、龍鳳自身を知って、好きになってしまった弓弦は、どうすればいいというのか。

　今いま更さらそんなことを自覚した弓弦は、はっとして口元を押さえた。それに気づいているのかいないのか、龍鳳は神しん妙みような面おも持もちで顎あごを引く。

「困らせた。悪かった」

「……別に困ってなんていない」

　うぬぼれんなよ、と笑ってみたが、龍鳳は痛ましげな目をこちらに向ける。

　龍鳳と同様、困らせるのは本意じゃないのだ。

　そう思うのに、どうしても告げずにはいられなかった。

「お前こそ……」

「……俺が、なに」

「──結けつ婚こんするなよ」

　自分でも驚おどろくくらい思いつめた声がこぼれた。龍鳳が、目を瞠みはる。

　自分の発言に、今更ながらどっと冷や汗あせが出て、弓弦は無む理り矢や理り笑って見せた。

「……なんて言ったら、困るだろ？」

　どうにか、冗じよう談だんめかして言うことができた。かすかに声は震えていた気はするけれど。

　これで、龍鳳が騙だまされてくれるとは思えない。けれど今後のことを思えば、騙されたふりくらい、できるはずだ。

　これからのことを考えれば、龍鳳の足あし枷かせになるようなことを言えるはずがない。

　──笑え。

　心中で、自分に命令する。笑え、なにも気にしてないんだと。それが噓うそっぽくてもいい。無理しているんだとわかっても構わないのだ。

　龍鳳の記き憶おくの中に、龍鳳を見て笑っている自分を残してほしい。

　会えばいつもいやな顔をしていた自分でも、龍鳳以外の前で楽しげにしている写真のなかの自分でもなく。

　ぐっとこみあげてきた涙なみだを飲みこんで、弓弦は目いっぱいの笑え顔がおを作った。龍鳳が、小さく弓弦の名前を呼ぶ。

　結婚おめでとう。そう呟つぶやきかけた弓弦の唇が、龍鳳のもので塞ふさがれる。

「……っ」

　少し、歯がぶつかった。その勢いのまま押し倒たおされて、背中を打つ。くっと息をつめたのと同時に、離はなれていた唇が再び押し当てられる。　>>>♥

「っ、ぅ……」

　顎を押さえつけられて、強ごう引いんに開かされた口の中に、龍鳳の舌が入ってくる。ぬるんとした熱い舌は、いましがた飲んでいた酒と同じ味がした。

　無理矢理舌を絡からめられ、咬こう合ごうしているうちに、酒の味は薄うすまってくる。息を奪うばうほどの激しい口づけに、目が回りそうになった。

「ふ……ぅ」

　舌で口こう蓋がいを舐められると、息苦しいのに背筋がぞくぞく震える。快楽を認めてしまうと頭に霞かすみがかかったようになり、抵てい抗こうするのも忘れてしまう。

　必死に唇に応こたえていると、龍鳳の手が弓弦の帯を解ほどいた。

「ん、ん……っ！」

　口を塞いだまま、龍鳳は器用に帯を抜ぬき取り、手を胸むな元もとに差し込んできた。肩かたを撫なでるように着物を開はだけられ、弓弦は伸のし掛かかる体を押し返す。

「待っ……龍鳳！」

「待たない」

「龍鳳……」

　こんなのは駄だ目めだ。龍鳳には、もう婚約者がいる。

　結婚して、子供を作って、志納流を継いでいくのだ。そこに弓弦が交わる未来はない。だから、こんなことをしてはいけない。龍鳳が弓弦を好きだとか、弓弦が龍鳳を好きだとか、なかったことにしなければならない。

　そう思うのに、うまく言葉にならなかった。駄目だ、と言おうとするたびに、喉に引っかかってしまう。

　──でも、俺とじゃ龍鳳は幸せになれないから。

　今までにないくらい近くにある龍鳳の体を、弓弦は押しのけた。彼がどんな顔をしているのか見るのが怖こわくて、視線を上げられない。

「駄目、だろ？　やめよう。な？」

　掠かすれた声が、自分でもわかるくらい震えている。

「駄目、だって」

　本気で拒こばむつもりがあるのなら、突つき飛ばして逃にげればいいだけのことだ。同じ男なのだから、容易たやすいことのはずだ。

　それができないのは、弓弦の抵抗が本気ではないのだと言っているのと同じだ。

　建前ではそう思っていても、本音が別のところにあるのだから、拒むことができないのだ。

　龍鳳もそれくらいわかっているだろう。だから、龍鳳は懇こん願がんした弓弦の声を無視した。

「……っ」

　弓弦の身に着けているものを、龍鳳はゆっくりと丁てい寧ねいに脱ぬがせていく。震える息を堪こらえようと、弓弦は唇くちびるを嚙かんだ。

「……弓弦」

　弓弦の体の輪りん郭かくを確かめるように、龍鳳が肌はだに触れる。

　大きな掌てのひらは、熱い。先さき程ほどまでの性急さもなく、龍鳳はまるで壊こわれ物のように弓弦を扱あつかった。美しく花を活いける手が、同じくらいの優やさしさで己おのれの体に触れているかと思うと、何故なぜか泣きたい気持ちになる。

　──触さわられて、こんなにうれしいなんて思っちゃいけない。

「弓弦と一いつ緒しよにいられるなら、結婚なんてしない」

「……馬ば鹿かだな。そんなわけにいかないだろ」

　躱かわした弓弦に、龍鳳が端たん整せいな顔を近づける。

「志納流だって、誰だれに譲ゆずったって構わない」

「だから、そういうの……軽々しく言うなって」

　なだめる声を出した弓弦に、龍鳳は眉を寄せる。

　うれしいけれど、婚こん約やく者のことや将来のことを考えたら、鵜う吞のみにするわけにはいかなかった。もう少し、彼の言葉を喜ぶくらいの可愛かわいげがあればよかったのだけれど、残念ながらない。

　色気のある言葉で返すことのできない自分を、龍鳳はあきれただろうか。いやになってしまっただろうか。

　そんな不安を覚えながらも、少しでも、戯たわむれでも、龍鳳が求めてくれたことが嬉うれしかった。正直に言うのは障さわりがあって、けれど気持ちを伝えることだけはしたくて、弓弦は自分から唇を寄せる。

　少し驚いたように体をこわばらせた龍鳳は、すぐに浅かった口づけを深め、弓弦の舌を吸った。

「……、弓弦……っ」

　名前を呼ばれると、体が震ふるえる。

　応えてはいけないと思うのに、龍鳳を求めて動いてしまうのだ。

「んんっ」

　唇を合わせながら、龍鳳の手が弓弦の下か肢しに伸びる。

「ぅ、や……っ」

　性急にしごかれて、弓弦は悲鳴を上げる。痛いくらいなのに、そこは刺し激げきを待ち望んでいたように勝手に濡ぬれ、龍鳳の手を濡らす。

　あまりに濡れて、龍鳳の手が滑ぬめるのが恥はずかしい。どれだけ我が慢まんしていたのかと恥じ入る。

　結局あまり我慢することはできず、龍鳳の手の中に体液を吐はき出した。

「……っぅ……あっ、あ！」

　まだ熱を吐き出しながら快感に震えているさなかだというのに、龍鳳は掌で弓弦のものを転がすように愛あい撫ぶする。

　無理矢理絶頂を引き延ばされているような感覚に、泣きながら身をよじるのに、龍鳳に腰こしを押さえつけられていてままならない。

「やめ、や、ぁ」

「もう少し、出せるだろ」

　少し意地悪くささやかれて、弓弦は恐きよう々きようと頭かぶりを振ふる。噓、と咎とがめるでもなく言いながら、龍鳳は弓弦のものから精液を搾しぼり取った。

　びくびくと腰が震え、弓弦は切れ切れに息を吐く。

　まだ刺激に敏びん感かんな肌の上に、龍鳳が重なって来る。そうして、すん、と弓弦の首もとで鼻を鳴らした。

「いい匂におい」

「……そんなわけないだろ、やめろよ」

　龍鳳と違ちがい、弓弦はまだ風ふ呂ろも入っていないのだ。けれど龍鳳は、気にも留めずに首筋を唇で食はんでくる。

「この間ここで弓弦の匂いを嗅かいだせいかもしれないが……」

「な、なにが」

　そんな場所でしゃべるのはやめてほしい。首筋や耳元に息がかかり、低い声の振しん動どうで肌が震え、信じられないくらいぞくぞくする。

「あれ以来、弓弦に近づく度たびに、今までより匂いを感じる気がして……あのときのことを思い出して、興奮した」

　強引にいかされて、気まで失ってしまったときのことを思い出して、弓弦はかっと頰ほおを染める。

「へ……変態！」

　急になんの暴ばく露ろだと咎めた弓弦に笑って、キスを仕し掛かけてくる。

「ん……、んっ？」

　弓弦の口こう腔こうを蹂じゆう躙りんしながら、龍鳳が胸の突とつ起きを摘つまんでくる。痛いくらいの刺激に体をのけぞらせたが、緩かん急きゆうをつけて弄いじられていると、どうしようもなく感じてしまった。

　先程達したばかりで、敏感になっていた体は、新しい刺激にまた熱を持ち始める。

「ん、っぅ……龍鳳、や」

　龍鳳は、離したばかりの唇を、今度は胸元に落とす。そうして、以前触ふれたときのように、徐じよ々じよに横へと愛撫をずらす。

「や……っ」

　前回は触れなかった場所に、龍鳳が歯を立てた。弄られて固くなった胸の突起を嚙まれて、痛い、と泣き声を上げる。

「痛い？」

「い、……」

　なだめるように、今度は舌で舐なめられた。固いのか柔やわらかいのかわからないそれで転がされ、押しつぶされて、下肢がきゅうと切なくなる。

　どうしたらいいかわからなくて、弓弦は男の頭を抱だきかかえた。

「っ、可愛いな、弓弦」

「馬鹿言って……ぅあっ」　>>>♥

　ちゅう、と音を立てて吸われて歯を食いしばる。

　龍鳳はしきりにそこを吸いながら、吐き出されたばかりの快感の証あかしを塗ぬりこめるように、弓弦の最さい奥おうに指を入れた。

「っく……」

　両手で尻しりをつかみ、広げるようにもまれる。もうそれだけで恥ずかしくて、弓弦は龍鳳の頭を叩たたいた。

「や、だ」

「ほぐさないと」

　そう言いながら、一度は引き抜ぬいた体液でぬれた指を、もう一度体の中に入れてくる。先程よりもスムーズに入った指に、顔が熱くなった。

　あまりの羞しゆう恥ちに、弓弦は何度もやめてと懇願した。そのたびに龍鳳は、わかった、と言うのに、ちっともやめてくれない。

　次し第だいに差し込まれる指が二本、三本と増え、確実に自分の体が眼前の男を受け入れるように準備をされているのだと自覚させられた。

　乳ち首くびを吸われながら尻を弄られている、という状じよう況きように、恥ずかしくて死にそうだ。

　それなのに、突つき飛ばす気にならないのは、ほかでもなく弓弦自身も、この男の愛撫を求めているということなのだろう。

「……あっ」

　中を弄られているうちに、一ひと際きわ感じる部分があることを身を以もつて知って、弓弦は体を強こわ張ばらせる。

　腰が、自分の意思ではなく大きく揺ゆれた。かくん、と大おお袈げ裟さに跳はねる自分の体が、恥ずかしくてたまらない。

　あんなところを弄られてこれほど感じるなんて、とカルチャーショックを受けて愕がく然ぜんとしてしまう。

「や」

　怖こわくて腰が引けたのに、龍鳳の指はそれを逃にがさずに先さき程ほどの個か所しよを押した。

　全身が痺しびれるくらいの快感に、涙なみだ目になって頭を振る。

「待っ、やめ」

　慣れぬ感覚に、舌足らずに「怖い、やだ」と訴うつたえると、龍鳳が何故なぜか興奮したように身を寄せてきた。

「ここか？」

「や、ぁ……っ、あ、あっ」

　優やさしい声こわ音ねのくせに、容よう赦しやなくそこを擦こすりあげてくる。とろとろと快感の兆きざしがこぼれはじめ、もう少しでいけそう、というところで指を引き抜かれる。

「……平気か、弓弦」

　そっと耳打ちをされて、弓弦はいつのまにか閉じていた目を開けた。

「……い」

「え？」

「意地が、悪い」

　ここまで追い込んでおいて放ほうり投げるなんて、意地が悪い。

　この男の意地悪は今に始まったことではなかったけれど、ここにきてされるとは思わなかった。

　つい涙ぐんでしまった弓弦を無言のまま見つめていた龍鳳は、突とつ如じよ覆おおいかぶさってきて息苦しいくらいに抱きしめてくる。

「え？　え？」

　龍鳳の顔が見えないので、一体どうしたのかと不安になる。龍鳳はぐりぐりと腕うでの中の弓弦の頭を撫なでまわし、深々と息を吐いた。

「……可愛かわいすぎるから、もうしゃべるな」

「は……？」

　浅くなりかけていた呼吸を整えて、深く息を吸う。同じくらい深くゆっくりと息を吐き、弓弦は口を開く。

「……死にそう」

　弓弦の科白せりふに、伸のし掛かかっていた龍鳳が体を起こす。

「え、そんなに苦しかったか」

　否定する気力もなくて、弓弦は吐と息いき混じりに告げた。

「恥はずかしくて、死にそう」

　弓弦の返答に、龍鳳は目を丸くし、破顔する。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言いながら、龍鳳は弓弦の腿ももを摑んだ。龍鳳は唇くちびるを真一文字に結び、深々と息を吐つく。

　そうして、弓弦の膝ひざを微かすかに曲げさせながら、足を大きく開かせた。

　恥ずかしいことは恥ずかしいのだが、もはや抗あらがう気力がない。無む抵てい抗こうのまま、弓弦は天てん井じようを見つめた。

「先に謝っておく」

「え……？」

　もはや息も絶え絶えな弓弦に、龍鳳が喉のどを鳴らした。ぎらついた目をする龍鳳に怯おびえて反射的に身を引こうとしたが、強ごう引いんに押さえつけられる。

「……泣いてもわめいても、きっと、やめてやれない」

「え、……あ、……っあ、あ、ぁ」

　散々ほぐされた場所に、熱いものが押し当てられた。そう自覚するのとほぼ同時に、それが体の中にねじ込まれる。

　とっかかりの部分だけが幾いく分ぶん辛つらく、それを飲み込んでしまうと、まるで吸い付くように弓弦の体は龍鳳を受け入れてしまった。

「っ……ぅ……」

　ずるずると奥まで入ってくるものが本能的に怖くて、弓々は弱々しく頭かぶりを振ふる。

「待っ、……や、あぁ……っ」

「弓弦……っ」

「ぅ、あっ！」

　勢いよく、骨がぶつかるほど強く奥まで押し込まれて、弓弦はのけぞった。

　力を入れすぎているせいか、体が小刻みに震ふるえはじめる。じわりと下か肢しが濡ぬれたような感覚がして、歯を食いしばった。

　ゆっくりと腰こしを引かれ、内ない壁へきを擦られた瞬しゆん間かん、一際強い快感を覚えて目をつむる。

「や、そこ……っ」

「ここか？」

　器用に感じる部分を突つき上げられ、弓弦は甘ったるい声を上げた。いや、と首を横に振りながらしがみつくと、腰を持ち上げられて、激しく揺さぶられる。

　先程覚えさせられた自分の感じる場所を強く擦られて、悲鳴を上げた。

「や、ぁ……！」

「弓弦、弓弦」

「りゅ、龍……やだ、いやだ、駄だ目め」

　宣言通り、龍鳳は泣いても許してくれなかった。もっとも、弓弦の上げている声が本当に嫌いやがっていたのなら、やめてくれたのかもしれないが。

　初めて男を受け入れたのに、身も世もなく乱れている自分に平静を失う。

　大きなものをはめられて、何度も突かれて、弓弦は恥はじも外聞もなく泣き喚わめいた。

「あっ……？」

　すっと熱が引くような感覚のあと、次第に体の中から覚えのある、けれど今まで味わったよりも強いものがせりあがってくる。

「駄目、やだ、や……なんか来る……！」

　怖い、と男の胸に爪つめを立てると、あやすようなキスを頰ほおに落とされた。

「弓弦、我が慢まんするな。いいから」

　なにがいいものか、と反論したいのに、喉からはだらしない嬌きよう声せいしか漏もれない。

　ぴったりと腰を合わせて、こね回されるように中を突かれる。

「あ、あ、あ……っ！」

　意識を押し出すように迫せまってきた快感に、目の前が真っ白になる。

　あっという間に追い詰つめられて、弓弦は達した。

「……っ！」

　腰が、自分の意思ではなく断続的に痙けい攣れんする。今まで経験したことがないほどの強きよう烈れつな絶頂感に、息が止まった。

　隙すき間まなく胸を合わせられて、伝う鼓こ動どうや汗あせ、体温に胸がいっぱいになった。

　随ずい分ぶんと長い快感の波が去ったころ、ようやく戻もどってきた呼吸に弓弦は軽く噎むせる。

　いつの間にか泣いていたことに、目元に優しいキスを落とされてから気づいた。なんだか胸が締しめ付けられるように疼うずき、また涙がこぼれる。

　ひく、と小さくしゃくりあげた弓弦に、龍鳳が喉を鳴らすのが聞こえた。

「悪い、俺もやばい」

「あ……、あっ！」

　まだ熱の消えない体に、龍鳳は強く腰を打ちつけてくる。乱暴なくらいに内壁を抉えぐる固い熱が怖くて、弓弦は龍鳳の背中に爪を立てる。

「あ、あ、あっ」

　待って、やめて、と訴えたいのに、開きっぱなしの唇からは、龍鳳の動きに合わせた嬌声がもれるばかりだ。

　繫つながったまま下肢を持ち上げられ、上から押しつぶすように龍鳳が腰を打ちつけてくる。

「っ、弓弦……っ」

「や、あ」

　苦しいのに、自分が龍鳳のいいようにされていると思うと、なんだか興奮してしまう。

　手を回した龍鳳の背中が強こわ張ばる。龍鳳が息を詰めるのと同時に体の中に熱い奔ほん流りゆうが流れて、弓弦は泣き声を上げた。

「や、熱い……っ」　>>>♥

　一番深いところを、粘ねん度どのある体液が滑すべる。その感かん触しよくに、弓弦の体も再び達した。

「……っ」

　びく、びく、と震える体に、龍鳳の体が覆いかぶさってきた。二人で強く抱だき合いながら息を整えて、唇がどちらともなく重なる。

　煽あおるように肌はだを愛あい撫ぶする龍鳳のものが、また弓弦の体の中で硬かたくなっていくのがわかった。もう限界だと思っていたのに、男のものを食はむ場所が、期待するように蠢うごめく。

　それを恥じ入りながらも、弓弦は汗ばんだ足を龍鳳の腰に絡からめた。

　そっと上体を起こした龍鳳が、弓弦の顔を見下ろす。そこに多少の後ろめたさが浮うかぶのは、既すでに息も絶え絶えな弓弦の体を、彼がまだ欲ほつしているからだろう。

「……弓弦、すまない」

　泣いてもわめいてもやめてやれない、などと言ったくせに、謝ってくる男がおかしい。

　遠えん慮りよなんてすることないと、弓弦は龍鳳に自ら口づけた。

「ぁ……」

　ぐん、と硬こう度どを増した龍鳳のものに、すっかり敏びん感かんになった体が感じ入る。

　──……一晩だけ、だから。

　今日だけ、龍鳳は自分のもので、自分は龍鳳のものになる。

　そう自分をごまかしながら、弓弦は必死に龍鳳の背に縋すがった。










　夜のうちに、部屋に戻るつもりだったが、結局龍鳳の隣となりで朝を迎むかえた。

「おはよう」

　既に起きて、悪あく趣しゆ味みにも弓弦の寝ね顔がおを見ていたらしい龍鳳が、目を細めている。前まえ髪がみを搔かき上げるように弓弦を撫なでて、龍鳳はそっと唇にキスをしてきた。

「ん、……っ」

　最初は、微かに触ふれるだけだった唇が、何度も、しつこいくらいに貪むさぼってくる。

　朝には不相応な咬こう合ごうに、ぼんやりとしていた意識が強ごう引いんに覚かく醒せいさせられた。

「っ、りゅ……っ」

　さすがに息が苦しい。咎とがめるように背中を叩たたくと、龍鳳ははっとした様子で体を離はなした。

　ぜいぜいと胸を喘あえがせる弓弦を見下ろしながら、龍鳳は少々慌あわてた様子で弓弦の額を撫でる。

「悪い、止まらなくなった」

　真しん剣けんな顔で言われ、つい笑ってしまった。

　朝起きたら、昨日の晩の出来事に蓋ふたをして、知らないふりをして、なかったことにしようとしていたはずなのに、出で端はなをくじかれている。

「お前、キス魔まだったんだな。知らなかった」

　弓弦が揶揄からかうと、龍鳳は虚きよをつかれたような顔をする。ばつがわるそうに、龍鳳は弓弦の唇くちびるを親指の腹で拭ぬぐった。

「……お前に言われたくない」

　なんで、と返しかけて、ふと自分こそキス魔だったことを思い出した。

「俺はあれで、弓弦のことが好きだって気づいたんだぞ」

「……そうだっけ？」

　とぼけてみせた弓弦に、龍鳳はむっつりと唇を尖とがらせた。

　そんなやりとりをしつつも、無意識なのか、龍鳳の指が弓弦の唇を触さわる。

　同じ従兄弟いとこでも伊吹とは恋れん愛あい話や猥わい談だんをすることはあったけれど、龍鳳とは一度もしないまま来てしまった。

　好みや癖くせを、身を以もつて実感するような関係になるなんて、思ってもみなかった。

　──いや……別にそういうわけでもないか。

　この関係は、本当なら昨日までのことだった。ちょっと予定がずれて朝まで持ち越こしてしまったけれど、ここを出たらきっと、断たち切れる。

　──……やべ。

　自分でそう決めたはずなのに、涙なみだが出そうになる。

「弓弦？」

「……この前は、キスなんてしなかったのに」

　龍鳳に悟さとられる前に、初めてふれられたときのことを揶や揄ゆしてごまかす。

　唐とう突とつな指し摘てきに、龍鳳はぱっと目元を染めた。

　こんな風に、意外と表情が豊かだったことを、自分は知らなかった。けれどこれからは、といちいち打ち消してしまう自分の気持ちに歯嚙みする。

「あのときは」

　言いかけて、龍鳳が口を噤つぐむ。朱しゆを刷はいた龍鳳の目元に手を伸のばすと、溜ため息いきが落ちてきた。

「あのときは、弓弦が、俺のことを嫌きらいだと思ったから」

「……それで？」

　確かに、弓弦はあまり龍鳳のことが好きではなかった。決して嫌けん悪おしていたわけではなかったが、それは龍鳳自身が弓弦に攻こう撃げき的だったからだ。

　だからこそ、告白されて、体を触られて混乱したわけだったが、今の言葉とどうつながるのかがわからない。

　龍鳳は、感触を楽しむように、弓弦の前髪をいじる。

「……キスして本気で嫌いやがられたらさすがに傷つくから、しないでおこうと思ってよけたんだ」

「はあ。でもそれで体触ったら同じことなんじゃないのか？」

「違ちがうだろ。キスして吐はかれでもしたら本気で立ち直れない」

「いや、吐くってそんな」

「実際に嘔おう吐としないまでも、お前に『おえぇ』ってやられたらと、想像するだけで心が折れそうだ」

「お前って……」

「どうせ俺は小心者だ」

　本当の小心者は、従弟いとこを押し倒たおしたりしないだろう、と言いたかったが、口を噤んだ。

「その割に結構いろんなことされた気がするんだけど」

　最後までいたしていないとはいえ、今までの人生のなかでも結構衝しよう撃げき的な出来事だった。痕あとが付くほど肌を吸われたこともなかったし、あんなことやそんなことまでされた。

「きっともうこの先一生、弓弦に触る機会なんてないし、だったらもう、全身触って記き憶おくに刻もうかと思っ……て」

　言いながら赤くなった龍鳳に、弓弦もつられて赤面する。

「……そ」

　昨晩、全身くまなく触られて、おそらく体も声も痴ち態たいも記憶に刻まれたかと思うと、正気でいられなくなりそうだった。

　恥はずかしいのはお前じゃなくて俺だと言いたかったが、咳せき払ばらいを一つしてごまかす。

「……今、何時」

「あ、ええと六時少し前かな」

　朝食まで、一時間半ある。今からすぐに割り当てられた部屋に戻もどって、支し度たくをし直せば間に合うかもしれない。

　今になって合いもしない帳ちよう尻じりを合わせようとした弓弦を、龍鳳は布ふ団とんに押さえ込む。

「龍鳳、どけって」

「どかない。……だって、ここから出たら、昨日のことはなかったことにするつもりだろ」

　実際にその通りだったので、少々リアクションをするのが遅おくれた。肯こう定ていとなったその反応に、龍鳳が眉まゆを顰ひそめた。

「なに言ってんだよ龍鳳」

「間が開いた。……やっぱり、そのつもりだったんだな」

「だって」

「今いま更さら、なかったことになんてできるわけないだろう」

　その科白せりふに、頭からざっと血の気が引いた。

　本当に、龍鳳の未来を邪じや魔まするつもりはなかったのだ。けれど、一晩限りのこととして割り切れるほど、龍鳳は無責任にはなれないらしい。

　そのこと自体には好感を抱いだいたけれど、この場合は悠ゆう長ちようにそんなことを思っている場合ではない。

　盛り上がって受け入れたけれど、結局自分のしたことは婚こん約やく者から相手を寝ね取とったということだ。そして、龍鳳の未来を潰つぶした。

　今更になって事態の重さを把は握あくして、弓弦は真っ青になる。

「ごめん俺、なんてこと」

「……なんでそこで弓弦が謝るんだよ。押し倒したのは俺だろ」

「でも、ごめん。俺が軽けい率そつだった」

　結けつ婚こんを控ひかえた相手に対して、いくら同性とはいえ、弓弦が軽々しく部屋に行っていいはずがなかったのだ。やはり「一晩限り」なんて都合よくはいかない。

　頭を下げる弓弦に、龍鳳が強い口調で違う、と否定した。

「お前は悪くない。婚約者には俺が詫わびを入れる。……家元にも、もう婚約者探しはしなくていいって、ちゃんと言うから」

「でも」

　そんなことをしたら、龍鳳の立場が悪くなるのではないか。

　不安な顔をしてしまった弓弦の眉み間けんを、龍鳳がつつく。

「家元の問題は残るかもしれないが、すぐに誰だれかに譲ゆずったっていい。それに、まだ家元だって現げん役えきだ。その間に、どこかの家で女児が生まれるかもしれない。そうしたら、優先的にそちらが家元候補になる。志納流っていうのは徹てつ底てい的に女性優先の流派だからな」

「そんな」

「その程度の話だ。それより、俺はお前と一いつ緒しよにいたい」

　搔かき口く説どくような声こわ音ねで言い、龍鳳に手を握にぎられる。嬉うれしいけれど、応こたえあぐねてしまったというのが正直なところだ。

　その手に縋すがりたい気持ちを抑おさえ、弓弦は必死に押し返した。

「でも、駄だ目めだ。だって、婚約者の人だって、お前のことが好きなんだろ？」

　だとしたら、やはり女性を一人、悲しませることになってしまう。

　後朝きぬぎぬにそんなことを言っても綺き麗れいごとでしかないのはわかっているけれど、それは弓弦の本意ではない。ブライダルフラワーコーディネーターという職に就ついたのだって、花はな嫁よめになる女性を美しく彩いろどりたかったからだ。

　花嫁になるはずだった彼女を悲しませるなんて、どうしてもできない。

　それに──。

「……それに、彼女を選んだのは、龍鳳だろ」

　ならば、龍鳳も憎にくからず思っていたのではないのか。

　弓弦の指摘に、龍鳳は困こん惑わく気味に眉まゆ根ねを寄せる。

「いや、それは利害の一いつ致ちというか……なんだ、弓弦、それをずっと気にしてたのか」

「利害の一致？」

　どう説明したものか、と龍鳳が首を捻ひねる。

「お互たがい失しつ恋れんしたら、そのときは、くらいの話だったんだ。だから、彼女も俺も……賭かけに出た」

「……どういうこと？」










　その日の朝食の席で、みんなの前で土下座をしたのは龍鳳と弓弦ではなかった。

　上座に位置する伯母おばは、二人──龍鳳の婚約者であった館林紫と、龍鳳と弓弦の従兄である伊吹を前に目を丸くしている。

　伯母に限らず、弓弦を含ふくめてその場にいた全員が啞あ然ぜんとしていた。龍鳳一人を除いては。

「……申し訳ありません」

　声をそろえて頭を下げる二人に、伯母はしばし黙もつ考こうした後、口を開いた。

「もう一度、ちゃんと説明なさい」

　冷静な伯母の声に、伊吹が顔を上げる。いつも軽けい薄はくなくらいにこにことしている伊吹とは思えないほど真しん剣けんな表情に、少し驚おどろかされる。

　ただそれは、伊吹がこれ以上ないほど緊きん張ちようしていることの表れでもあるようだった。

「……館林紫さんと、今回の龍鳳との婚約をする前からずっと、お付き合いをしていました」

　にわかに朝食の席がざわつく。つい先さき程ほど龍鳳からの事情説明で、少し聞きかじっていたとはいえ、伊吹がはっきりと明言したことに、弓弦も驚かされた。

　思わず傍かたわらに座る龍鳳を見ると、やはり全く驚いた様子はない。

　龍鳳は初めからずっと、二人のことを知っていたのだ。

「あなたたち、だったらどうして」

　紫が顔を上げ、なにごとか言うより先に、伊吹が再び頭を下げた。

「俺が、俺が悪いんです。ずっと、自分が彼女と釣つり合わないような気がしていて……」

　館林紫は、武家茶道の館林流の現家元の娘むすめだ。幼いころより家業の他ほかに華か道どう、書道、なぎなたを嗜たしなんでおり、年の近い伊吹とは華道の稽けい古こを通じて出会い、仲が深まったのだという。

　けれど、伊吹も家いえ柄がらで劣おとるわけではなかったが、結婚に踏ふみ切るには二の足を踏んでしまったのだ。

「だから今回彼女が龍鳳の見合い相手として招待されていたときも、ずっと見ないふりをして……俺と一緒になってくれとは、言えませんでした」

　紫は、伊吹が止めてくれるのを願って、敢あえて龍鳳の嫁よめ候補としての招集を断らなかった。けれど伊吹は、自分がいるのに候補として並んだ恋こい人びとを見て、尻しりごみをしてしまったのだ。

　先程龍鳳から聞いた話によれば、伊吹と紫は、結婚を意識するほどには進んでいたらしい。以前、結婚情報誌の弓弦の記事を見た、と言ってくれたのは、単に従弟いとこの活かつ躍やくする記事をチェックしてくれていたというわけではなくて、実際にその雑誌を必要として買っていてたまたま目にした、ということだったのだ。

　そして紫も、弓弦を見て「従弟の」と察しがついて口にしたようだったが、あれは「龍鳳の」ではなく「伊吹の」だったのだろう。

　もちろん、誕生日にホテルで紫と待ち合わせていたのは龍鳳ではなく、伊吹だった。念のため龍鳳に誕生日を確かく認にんしたら、春生まれだ、とむっとした顔で言われた。俺は弓弦の誕生日を知っているのに、と恨うらみがましく言われたが、従兄弟いとこの誕生日などいちいち把握していない。

　さておき、昨日の「婚約発表」は、昨年からしていた約束をすっぽかされた紫の、最後の賭けだったのだ。

「──だから、俺が館林さんに話を持ちかけました」

　急に割って入った龍鳳に、その場の全員の視線が集まる。挙手をする龍鳳に、伯母は鋭するどい視線を突つき刺さす。

「……どういうことなの、龍鳳」

「館林さんの事情はわかってましたし……俺も、個人的な話ですが『賭け』に出てまして」

　花嫁候補として招集され、気落ちする紫から結婚に踏み切れない恋人の話を聞いた龍鳳は、利害の一致から、紫と結けつ託たくし、賭けに出た。もちろん、その際に弓弦の名前を出さなかったため、紫は相手が誰なのかは知らないらしい。

　婚約をして、互いの相手が全くの無反応であれば諦あきらめようと。けれど、どちらかの相手が諦めずにいてくれたら、そのときは婚約を破は棄きしようとしていた。

　そして、紫も龍鳳も、賭けには勝ったのだ。

　それを最初から言ってくれれば、自分もこんなに悩なやむことはなかった、と弓弦は思う。龍鳳という男は、あまりに言わないことが多過ぎるのだ。

「……あなたね。ここまで色々な人の手を煩わずらわせておいて」

「だから、結婚する気もあったことはあったんです。自分の愛する人と一緒になれないのなら、誰でも構いはしなかったので」

　伯母はあっけにとられたような顔をしていたが、すぐに立ち直りを見せ、龍鳳に睨にらみを利きかせる。

「で、館林の御お嬢じようさんはともかく、あなたは？　賭けには勝ったの？　負けたの？」

　伯母の問いに、龍鳳がちらとこちらに一いち瞥べつを投げる。ばれたらどうするのだと驚きよう愕がくしたものの、周囲には気づかれなかったようだった。

「……まあ、一応勝ったかもしれない、とだけ申しておきます。ただ、結けつ婚こんは当面する予定はありません」

　どういうことなの、と問われても、龍鳳は口を割らなかった。一人ひやひやしていた弓弦だったが、龍鳳の言葉を聞いて安あん堵どする。

　伯母はふう、と息を吐ついた。

「まあ、いいでしょう。……どうせ、結ゆい納のうもなにもしてないものね」

　道理で、婚こん約やく指輪の購こう入にゆうをすすめるとはぐらかされたり、結納の儀ぎを頑かたくなに拒こばみ「襲しゆう名めい披ひ露ろうの前ぜん哨しようを兼かねた婚約披露」というまどろっこしいことをすると思った、と伯母が呆あきれ声を上げる。

　龍鳳はしれっとした顔で「すみません」と抑よく揚ようなく答えた。

「──龍鳳」

「はい」

　厳しい声こわ音ねで息子むすこの名を呼び、伯母は逡しゆん巡じゆんのあと眉根を寄せた。

「人を騒さわがせた代だい償しよう……というわけではないですけれど、私からも……お前に謝らなければならないことがあります」

「なんでしょう」

「──先達て、志納流の次期家元にお前の名前を挙げていましたが、撤てつ回かいします」

　突とつ然ぜんの宣言に、今度こそ周囲がどよめいた。

　まさか自分とのことがばれたのか、と弓弦は全身に冷や汗あせをかく。

　ざわつく室内を、伯母は一つ咳せき払ばらいをして黙だまらせた。

「別に、お前が悪いわけではありません。ですから、謝らなければならないと……」

　持って回った言い回しをする伯母に、龍鳳は訝いぶかしげな顔をする。

「というと」

「実は昨晩、末の妹、牡丹のところに女児が誕生しました」

「え……？」

　一いつ瞬しゆんの間のあと、今度は室内が歓かん声せいに埋うずまる。複雑そうな顔をしているものも少数だがいたものの、おおむね祝福的なムードに包まれた。

　叔母おばが妊にん娠しんしているという話は聞いていたが、また男児だという話だったはずだ。その噂うわさを弓弦に伝えた伊吹を見ると、彼も驚いた顔をしている。

「それは、おめでとうございます。男児という話だったのでは？」

　龍鳳の疑問に、伯母は眉まゆをひそめて首を捻る。

「誰だれから聞いたの？」

「いえ、そういう噂を幾いく度どか耳にしたもので」

「それこそ完全な噂です。牡丹は最初から、おなかの子の性別は訊いていなかったのだから、本人が明言したことはないはずよ」

　腹の形や、今までの男児出生率の高さから、噂が独り歩きしていた、ということだったらしい。

　確かに志納流は、女子相伝と言われていたが、既すでにその慣習は今の世に合わないということで撤回されたのだと思っていた。けれど、やはり女児が生まれたら、そちらが優先ということなのだ。

　──じゃあ、龍鳳は？

　それは、頑なに女子が継けい承しようすることを訴うつたえていた人々には喜ばしいニュースなのかもしれない。

　だが、龍鳳はそれでよいのだろうか。本人が納なつ得とくできているのだろうか。なにより、弓弦が納得できない。今までの龍鳳の努力や立場は、と。

　それが、女児が誕生したらお役やく御ご免めんというのはあんまりなのではないだろうか。

　反射的に異議を唱えそうになった弓弦を、龍鳳が手で制する。

「それはよかった。では、次期家元という立場を返上します」

「……悪かったわ」

「いえ。俺には初めから向いていなかった、ということです。正直なところ、わずらわしい業務もこれで減るでしょうし、よかったですよ」

　本当に未練がないという口調で言う。わずらわしい業務、というのはここ最近の嫁よめ取とりのこともあてこすっているのかもしれない。伯母おばが苦々しい顔をした。

「ということで、もうお見合いの会合も結構です。自分の相手は自分で決めます」

　周囲の親しん戚せきにも聞こえるように、龍鳳が宣言する。先程の「賭かけに勝った」という話も加えて、これでしばらく縁えん談だんは遠のくことだろう。

　言い終わって、龍鳳が席を立つ。

　誰の音おん頭どか、カップリングが変わってしまったが、朝から伊吹と紫の縁談の方向へと話がシフトしていく。

　暫ざん定ていではない、次期家元候補の誕生と、新しいカップルの門かど出でに、朝食の席はにわかにお祝いムードとなっていた。

　その喧けん騒そうをぬうように、弓弦はそっと朝食の席を立つ。

　龍鳳はどこに行ったのだろうか、と外に出ると、庭を突っ切って離はなれのほうへと向かう龍鳳の姿が見えた。

　周囲に誰もいないことを確認して、弓弦は龍鳳のもとへ走っていく。数秒後に追いつき、龍鳳の袖そでを引いて弓弦は耳打ちをした。

「なんかうやむやになっちゃったけど……いいのかな、これ。あれじゃ、全部伊吹たちが悪いことになったじゃないか」

「正直に言ったら、お前が嫌いやだろ」

　確かに、龍鳳とできてしまった、という話をするわけにはいかない。けれど、責任を伊吹たちにだけかぶせるのも気が引けるのだ。

　なんとかできないかと思案を巡めぐらせている弓弦に、龍鳳が盛大に眉を顰ひそめた。

「……伊吹伊吹って、お前は昔っからあいつにばかり懐なついてるな」

「だって、一番優やさしかったというかまともだっただろ？」

　それは龍鳳に対しても一いつ緒しよで、一番年が下なのに家元候補のツートップだった二人に優しかったのは、伊吹だけだった。

　龍鳳もそれはわかっているのか、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をする。

「それに、龍鳳は途と中ちゆうで優しくなくなったし」

「……悪かったよ」

　拗すねたように言って、龍鳳が弓弦を抱だき寄せる。

「これからは優しくするって決めたから……もう伊吹にあんまりなつくなよ」

　まるで子供に向けるような言い方にむっとして、弓弦は視線を逸そらした。

「……どうしよっかな？」

　それとこれとは別だし、と嘯うそぶくと、龍鳳が「おい」と慌あわてはじめる。弓弦は笑いを嚙み殺しながら見上げる。

「じゃあ、龍鳳が『花はな嫁よめ候補』をなんとかしたら考える」

　いくら家元候補を撤回したとはいえ、あれだけ大量の候補がいたのだから、嫁取りは無用と言ったところで事後処理が大変だろう。

　そう言うと、龍鳳はなにを言っているのかと眉を寄せる。

「それはさっき辞退しただろ。もう来週からは跡あと形かたもなくなるぞ。もう俺は『次期家元』でもなんでもないし、俺自身に興味なんてないからな」

「え、そんなことないだろ！　俺だったら別に家元じゃなくたって……」

　瞬しゆん時じに否定してしまったことに気づき、弓弦はしりすぼみに口を閉じる。

　龍鳳は目を丸くし、よしよしと頭を撫なでてきた。なんだか腹が立つ、と弓弦は龍鳳の脇わき腹ばらをどつく。結構強い力だったのに、龍鳳は盛大に相好を崩くずした。

「ないない。まあ家元候補から外れたといっても、本家の長男っていうことで狙ねらってる人はいるかもしれないけど」

「いや、そういうことじゃなくて、その、お前のことを本当にさ」

　言いつのった弓弦に、龍鳳は肩かたを竦すくめた。

「弓弦に見せている以上の自分なんて、特に親しくもない『花嫁候補』には見せてない。そういう余所よそ行きの俺を好きになるのは、本当に俺のことが好きなわけじゃないだろ」

「でも」

「まさか、候補としてここに招かれた女性が、全員俺に本気で好意を寄せてるなんて思ってなかったろ」

　まさかな、と笑う龍鳳に、弓弦は口を噤つぐんだ。

　その様子に、龍鳳が戸と惑まどったような嬉うれしそうな顔をしている。

「……本当にそう思ってたのか？」

　赤面したのは肯こう定ていしたのと同じで、とたんに恥はずかしくなる。

「……弓弦。可愛かわいい。なんで俺、今カメラ持ってなかったんだろ」

「誰が可愛いんだよ！　っていうか、いちいち撮とるな！」

　ずんずんと先に進むと、後ろから龍鳳が抱き着いてくる。

　誰だれかに見られたらどうするんだ、と思いはしたが、振ふり払はらわなかった。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。栗城偲と申します。

　このたびは拙せつ作さく『いとこいし』をお手に取って頂きましてありがとうございました。少しでも楽しんで頂けましたら幸いです。

　この本は従兄弟いとこ同士の話です。

　私は子供の頃ころ、年の近い従兄弟が一人もおらず、気が付いたらみんなほぼ大人だったので、一いつ般ぱん的な従兄弟同士がどういう付き合いをするのか、よくわからなかったりします……。従兄いとこ姉が親より年上だったり従じゆう甥せい・従じゆう姪てつが自分より年上だったりで、縁えん戚せき関係がよくわからず混乱していたものでした。が、その息むす子こ娘むすめ世代も私がどういう続柄なのか結構混乱しているようです。そりゃそうだ。

　同い年の従兄弟、というものがちょっと羨うらやましいです……。







　イラストは北沢きょう先生に描かいて頂くことができました。

　攻せめの龍鳳が想像通りで、担当さんとともに「うん、こんな顔ですね。間ま違ちがいなくこんな顔って感じですね……！」と文句の言いようのない美形に仕上げていただいて感激でした。プロットの段階ではもっとヘタレな変態になるはずだったのですが、この人にそんなことはさせられなかったなあと思った次第です。

　受けの弓弦も大変麗うるわしくして頂いて、そわそわしました。美しい。なんて花が似合いそうな青年でしょうか。

　そんな二人の並ぶ表紙がとっても素す敵てきで、早く実物を手に取って見てみたいなと思いました。

　北沢先生、ご多た忙ぼうのところ、素敵なイラストをありがとうございました！







　最後になりましたが、この本をお手に取って頂いた皆みな様さまに、心より御お礼れい申し上げます。ありがとうございました。

　またどこかでお目にかかれたら嬉うれしいです。





栗城　偲　　
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